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プロローグ-phase preoperative-







　春休み最後の日。


　これから暮らすことになる福ふく来らい市しの街中を、那な霧ぎり浩こう介すけは自作のマップ片手に歩いていた。


　この無む闇やみに縁えん起ぎのいい名前の街に引っ越してきたのは数日前。荷物の整理などに時間を取られていたため、外出するのは今日が初めてだった。


「お、こんなところに中古ＣＤ屋がありやがる。チェック、と……」


　喧けん騒そうに満ちた街並みを見回しながら歩き、有益な店を発見すれば大学ノートにいそいそとマッピング。明日には新しい学校での高二ライフが開幕するのだ、この春休み最後の日にやるべきことは他にいくらでもある……と自分でもわかってはいるが、今朝方ふと思い立ってしまったのだから仕方がない。何かに突然ハマってしまうのは浩介自身も自覚している癖くせだった。同じくらいに突然飽あきたりするのでバランスが取れていると言えなくもないが。


（うん、大通りはほぼ完成したな……）


　浩介は手元のマップを見下ろしてほくそ笑む。素す晴ばらしい。自分にとって必要な店が過不足なく描き込まれたマイ地図。ここに記された店の第一印象や品しな揃ぞろえ、おおよその価格帯などの情報は今後の生活を円えん滑かつにサポートしてくれるだろう。生活破は綻たん者しやで性格破綻者の従い姉と妹こと二人暮らしすることになったときにはどうしようかと思ったが、これさえあれば恐れるものは何もない。


「じゃあ次は裏道も制せい覇はしてみるかな。隠かくれた名店とかを見つけられればさらに俺マップは完成に近付くぞ……」


　呟つぶやきつつ、人通りの少ない裏道へと適当に足を向ける。今までと同じく周囲を見回し、マップに描き込むべきものを探索。特に気になる店がなくとも、初めての場所で触れるものはどれもそれなりに新しん鮮せんだった。割れたライブハウスの看板。薄汚れた自動販はん売ばい機き。猫。換かん気き扇せんからの油の匂におい。女の子が怒鳴るような声……声？


　それはどうやら裏道のさらに奥にある路地から届いてきたようだった。正確には、路地というよりも単にビルとビルの間にある数十センチの隙すき間まと言ったほうが正しい。好き好んでそんな場所に入る人間がいるとは思えなかった。


「……」


　浩介にも人並みの正義感くらいはある。もし女の子が暴漢に襲おそわれたりしていたら大変だ。なんとかできそうならなんとかすればいいし、なんとかならなそうでもこっそり携けい帯たいで助けを呼ぶくらいはできるだろう。


　そのビルの隙すき間まに足を踏み入れ、少し進むと微び妙みように開けた空間に出た。ビルの裏口の前に作られたスペースらしく、空間の隅すみには膨ふくらんだゴミ袋が無造作に積まれている。


「……誰もいないな。やっぱ聞き間違いか」


　それならそれに越したことはない。ほうと安あん堵どの息を吐はき、浩こう介すけは何気なく頭上を見上げる。四方に聳そびえるビルの角で、小さな四角形に切り取られた空。窮きゆう屈くつそうだなあ、とどうでもいい感想を思い浮かべたとき──その感想と相反する、やたら解放感のある音が周囲に響ひびく。


　ガラスの割れる音だった。


「な、なんだ!?」


　反射的に身を退く。そして頭上に見えたのは、きらきらと輝くガラスの破片と──


　何か大きなものと一緒になって落ちてくる、


　学校の制服の上に白衣を着込んだ少女の姿。


　意味がわからない。理り屈くつがわからない。状況がわからない。


「ちょ、マジかっ……!?」


　少女は正しく足から落ちてくる。落下先にいる浩介の存在に気付き、小さな目をぎょっとしたように見開いている。浩介にはどうにもできなかった。受け止めようという考えが頭に浮かぶよりも早く、純然たる物理法則に則のつとった少女の身体からだが浩介の上に降ってきて、


「うおおお!?」


　少女の両足が浩介の両肩をそれぞれ掠かすめる。つまるところそれは浩介の顔面が少女の身体を、あるいは少女の下半身を受け止めたということであり──


「……！」


「ぎ、ぎゃーっ！」


　女の子の悲鳴として「ぎゃー」はどうなんだというどうでもいい感想を思い浮かべつつ、浩介は少女の体重を受け止めるクッションとなって激しく背後に転てん倒とうした。


　足元は硬い硬いコンクリート。


　死んだと思った。





　意識が途と切ぎれていたのは一いつ瞬しゆん。


「い、生きてる……!?」


　後頭部にはガサガサしたビニールの感かん触しよく。どうやら積まれていたゴミ袋が上う手まい具合に頭を受け止めてくれたらしい。


　白衣の少女は浩介の胸の上に乗っていた。ぱちくり、と瞬まばたきをする彼女と視線が合う。やたらちんまりした体たい軀くに、髪かみは適当なボブカット風味。胸元には白衣姿に相応ふさわしい銀色の聴ちよう診しん器きがぶらぶらと揺れている。肌ははっとするほどに白く、そして自分の胸の上というか彼女の足の間には白以外の色が──


「ぎゃわーっ!?　み、見るなーっ！」


　そこで少女のほうも我に返ったらしい。女の子らしからぬ悲鳴をさらにレベルアップさせ、慌あわてて立ち上がってスカートを押さえる──と思いきや。


　少女は浩こう介すけの予想をまったくもって意味不明に裏切り、


　さらに自分の身体を前にずらした挙句、スカートを浩介の顔に被せてきた。
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「見るな、見るな、見るなったら見るな！」


「見たくて見てるわけじゃないっつーかむしろ見てはいけないものしか見えなくなったぞ!?」


「……ぎゃー、そっちも見るなっ！」


「そっちってどっちだ!?　とにかく無事なら降りろ！」


「降りられるわけないでしょうがっ！　ああもう、こうなったら──なんだったっけ。いつか陰かげ子るこさんに教えてもらったんだけど……顎あご先さきを掠かすめるようにして、脳を揺らす……だったっけ。そうすれば痛くないのよね」


「オイ待て」


「ええと、狙ねらいよし角度よし。で……えいっ」


　制止の言葉も当然のように間に合わない。そこだけなぜか可愛かわいく聞こえた掛かけ声と同時、浩介の顎に衝しよう撃げきが走る。スカートで顎が見えなかったために狙いが外れたのか、掠めるどころかクリーンヒット気味の一撃だった。


「お……おふ……」


「成功？　成功したわね？　さすが私、スカート内潜せん伏ぷく病びよう患かん者じやの治ち療りようも容易たやすく完了！」


　いろいろ反論したいところだったが、言葉は当然のように出ない。顎あごの痛みがじんわりと脳のう髄ずいに伝わり、意識が呑のん気きに長期休きゆう暇かを取り始める。ああ、わけがわからない。もうどうでもいい。勘かん弁べんしてくれ。


　意識を失う間ま際ぎわ、顔に被かぶさっていたスカートが外される感触。そして浩こう介すけは最後に聞いた。


　んん？　と怪け訝げんそうな少女の声があり、こちらの顔を覗のぞき込むように吐と息いきが近付いてきて、


「でも、よく見るとこいつ……ヘンね。すっごく変ね。ありえないくらい変だわ……？」


　お前にだけは言われたくない。


　そんな至し極ごく真っ当な反論だけを最後に思って、浩介は暗黒に落ちていった。





「……はっ!?」


　目覚める。まず見えたのは先刻と同じ、四角く切り取られた路地裏の空。空の色は午後の呑気な青色のままで、つまりそれほど時間は経たっていないらしい。浩介は慌あわてて上半身を起こして周囲を見回す。背後には潰つぶれたゴミ袋もしくは命の恩人様。地面には透明のガラス片。背中がチクチクするのに今更ながら気付いたが、この程度で済んだのは奇き跡せき的だと言ってもいいだろう。そして──


　あの白衣の少女の姿は、ない。


　浩介はあの出来事を夢だと思えるほどメルヘンな性格をしてはいない。自分が気絶している間に逃げたのだろう、と思うしかなかった。


　ただし彼女の代わりに、このスペースには新たな人間の姿が増えている。


　二は十た歳ち前後と思おぼしき若い男だった。筋肉質な肩を剝むき出しにしたタンクトップにジーンズに金髪、というワイルドなファッションをした男が壁かべにもたれかかるようにして寝ている。近付かなくてもわかるほど酒さけ臭くさかった。顔から首筋にかけてが液体で濡ぬれており、傍そばにはビールの空き缶が転がっているという、まるで誰かが酒をぶっかけて酔っ払いの姿を演出したかのようなわかりやすい状態だったが、なんにせよ酔よっ払いの兄ちゃんは酔っ払いの兄ちゃんでしかない。


　浩介は思い出す。あの少女と一緒になって落ちてきた、何か大きなもの。さっきまではそんなことを考える余裕もなかったが、あれはやはりこの男だったのだろう。


「う……お……？」


　そんなとき、眼前の兄ちゃんが薄目を開けた。頭を振りながら上半身を起こし、なぜこんなところで寝ているのか、というような雰ふん囲い気きで周囲を見回す──視線が合った。あ？　何見てんだ？　と言いたげなメンチを切られたので浩介は慌ててその場を逃げ出す。男は追ってこなかった。浩介と同じく傷一つない様子だったので、単に寝起きで億おつ劫くうだっただけだろう。


　路地を脱出して大通りに戻り、浩こう介すけはほっと息をつく。後ろを軽く振り返りつつ、


「ふむ。あの兄ちゃんが酔よってあの子に絡んだ。で、なんやかやあって窓が割れて二人一緒に落下……ということだな。なるほど。よくわからんけどわかったことにしよう、うん」


　細かく考えると頭がどうにかなりそうだった。落ちてきたのは今見えているのとは少し違う状態の兄ちゃんだった気もしたし、白衣女がそれを自分のスカートの内部以上に見られたくなかったのだとすればあの謎なぞ行動の理り屈くつは通るが、それは現実にはありえないことだ。


「ああ……本当に、ありえないな」


　呟つぶやきながら、浩介は頭上を振り仰あおぐ。初めて歩く街でも、そこにある青色はいつも通りだ。


　空から不思議少女が落ちてくる。そこからラブでコメなドキドキ物語が……なんて、漫まん画がでも今更使い古された感のあるベタベタなシチュエーションだ。創作物の世界でも見ないものが現実に起こるはずがない。ただでさえありえないのだ。だからさっき見たものも見間違いに決まっている。そう、少女と一緒に落ちてきたものが、そのときに見えたものが──





　首がパックリと裂けたあの兄ちゃんの死体だったなんてこと、ありえるはずがない。






第一診「初期症状」-the president of medical club, her name is...-
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　私立千ち歳とせ井い高校。それが今日から浩こう介すけの通うことになる学校の名前だった。


「ほー」


　校門を潜くぐったところで、浩介は小さな息を漏もらす。全体的には普通の学校だ。校舎の造りなどは今まで通っていた学校と大差ない。しかしそこに通う生徒達の雰ふん囲い気きはかなり異なっていた。簡単に言えば──混こん沌とんとしている。


　学校案内のパンフなどで知ってはいたが、どうやらこの学校の校則はかなり緩ゆるいようだ。制服の改造も、最低限《ここの制服である》ということがわかっていれば自由らしい。ブレザーの男子はそうでもないが、女子達は競うようにそれぞれの制服をカスタマイズしていた。リボンがついていたり普通に臍へそが出ていたりマント風になっていたり、と奇き妙みような生徒の姿を数え上げればきりがない。道みち端ばたの校こう碑ひにも大きく《自由》と書かれているあたり、細かいことは気にせず好きにやれというのがこの学校の校風なのだろう。


　そんな生徒達の流れに乗り、浩介は昇降口に向かった。掲けい示じ板ばんでクラス分けを確認し、同じ下げ駄た箱ばこを使っていた生徒の後をこっそり尾び行こうして自分の教室──二年一組へ。出席番号順の座席表が黒板に張られていたので、それに従って席に座る。


　教室は雑然としていた。顔見知り同士で固まっている者達もいるし、一年からの友達の少なさに不安げに周囲を窺うかがっている者もいる。進級に合わせての転校なので、浩介だけが見知らぬ生徒として目立っているということはなかった。


　浩介にとっては当然、周囲の誰もが知らない顔だ。だが多少の緊きん張ちようはともかく不安はない。昨日のマッピングのように、突とつ然ぜん何かに凝こり始める、という多趣味癖へきがあるせいでわりかし誰とでも話を合わせられるのだ。普通にしていればそのうち知り合いの一人や二人はできるだろう……と思っていると、


「こんにちはー。お隣となりさんだね」


　右隣の席に座った女子生徒が気さくに話しかけてきた。記念すべきこの学校での会話第一号。


「そうみたいだな。俺、那な霧ぎり浩介。よろしく」


「あ、私は塚つか原はら伊い万ま里りだよ。こちらこそよろしくっ。那霧くんは一年のとき何組だったの？」


「いや、実は俺、この春転校してきたんだ。なんでこの学校は二年からスタート」


「わ、そうなんだ。それならなおのこと、よろしくお願いします、だねっ。この学校にようこそ～……あは、私なんかが代表で言うのも変だけど」


　椅い子すに座ったまま身体からだごと浩こう介すけに向き直り、ふかぶかー、と必要以上の丁てい寧ねいさで伊い万ま里りは頭を下げる。冗じよう談だんめかしてではなく、どこか洗せん練れんされた物腰でのお辞じ儀ぎだった。


　可愛かわいい子だな、と率そつ直ちよくに思った。ふわふわで柔らかそうな長い髪、優しい顔立ちに浮かぶ自然な笑顔。彼女の纏まとう雰ふん囲い気きはとても温かなもので、その押しつけがましくない明るさを見ているだけでこちらの心もほんわかしてくる。


　うむ、これはどうやら希望に満ちた学校生活が送れそうだぞ、とか思いながら浩介はさらに彼女と会話を続けようとする。が、


「なになに、お前転校生なの？　道理で見ない顔だと思った。俺は長なが尾お聡さとし、よろしく！」


　そこで話しかけてきたのは前の席に座っていた男子生徒だった。特に優等生っぽくも不良っぽくもない、いわゆる普通の男子生徒。


「お、おう。よろしく。那な霧ぎり浩介だよ」


「那霧ね、了解。それから塚原さんもよろしくー。また同じクラスだな」


「うん。長尾くんもまた一年間よろしくねっ」


　チス、と長尾はふざけた調子で伊万里に敬礼を返す。それから彼はがこがこと椅子を動かし、浩介の机に腕うでを置いて完全なダベリ態勢に。


「で、那霧はどっから転校してきたんだ？　あ、いきなり呼び捨てにしたけど気にすんなよ。お前も俺のこと長尾って呼び捨てにしていいからさ」


「お、おう。フランクでそりゃ助かるが。えっと、前にいたのはな……」


　話しかけてきたタイミングからして、自分以外の誰かが美少女とお近付きになるのを全力で阻そ止しにかかるタイプの男かと一いつ瞬しゆん思ったが──どうやら普通に人ひと懐なつっこい性格なだけのようだ。すまない長尾聡、と胸中で心からの詫わびを入れつつ、浩介は今まで住んでいた場所や引っ越してきた事情について説明する。両親が海外に赴ふ任にんしたから従い姉と妹この家で世話になることになって、というただそれだけの話なのだが、伊万里もふんふんと興味深そうにその話を聞いていた。その説明が終わると、「趣味は何、趣味」というやたら典型的な話題を長尾が振ってくる。


「趣味か……わりとなんでも、なんだよな。広く浅く」


「玉虫色の回答出た！　困るな那霧ー、話が続かないだろー」


「長尾くん、玉虫色って？」


「意味はよくわからんが言ってみた！」


　かくんと可愛く伊万里が首を傾かしげ、長尾が無む闇やみに胸を張って答える。


「俺も意味はよくわからんけど、まあ曖あい昧まいだってことだろ。でも本当のことだしな……」


「よし、じゃあもっとジャンルを狭せばめよう。どんな音楽とか好きだ？」


「それもなんでもなんだけど。洋楽も邦ほう楽がくも。長尾と塚原さんはどんなの聴きくんだ？」


　長なが尾おは例として古典的なイギリスのロックバンド、伊い万ま里りはダンスも歌もできる日本の音楽グループの名前を出す。勿もち論ろん両方とも知っていたし、それなりに好きだった。その二人の好きな音楽について適度に話を膨ふくらませながら会話を続ける。


「あはは、そうそう、そうなんだよねっ」


「いやー、あの曲の小ネタが通じる奴やつに久しぶりに会ったぜ……ていうか那な霧ぎり、マジに幅はば広いな。俺と塚つか原はらさん、わりと真ま逆ぎやくのジャンルなのに両方話せるなんて」


「ま、節操がないだけだぞ。さっきも言ったけどマジで広く浅くだから、一いち途ずに何かが好きな人には絶対に敵かなわねーし」


「んなの別に気にすんなよ。この学校にはそういう奴多い気がするけどな」


「ん……そうかもね」


「そうだ、好きって言えばこの学校の制服凄すごいよな。来る途と中ちゆうもなんかいろいろ変な恰かつ好こうしてる奴もいたし……つーか俺的にはこのクラスにもいろいろツッコミたい人達がいるんだが」


　あー、と長尾は頷うなずいて教室を見回した。


「基本的に、この学校の生徒だってわかれば制服に何あわせてもオッケーだからな。俺とかはもう慣れちゃったけど、他のところから転校してくると確かに珍めずらしいかも。なんつーか、自由！　がモットーなんだよこの学校。街的にもそんなとこあるけど」


「慣れるもんなのかよ……そういや塚原さんの制服は標準？」


「うん、私はあんまり奇き抜ばつなのは似合わない気がするから。でもたまに気分でワンポイントとかを変えたりするんだよ。そのときには間違い探しクイズを出しますー。えへへ」


　伊万里が無意味に制服の肩を摘つまんで引っ張りながらはにかむ。なぜか無む性しように癒いやされた。


　そのときふと長尾が何かを思い出した様子で、


「あ、奇抜と言えばだ。クラス分けの表で見たけど、このクラスにもとびっきりの奇抜な変人さんがいるんだよな。とっつきにくいだけで悪い奴じゃないとは思うんだけど……と、言ってる傍そばから来たぞ。ん、あいつ『あ』行なのに、なんでこっちに……？」


　長尾の視線が教室の入り口から浩こう介すけの背後へ移動する。つまり──入ってきた誰かが、浩介の背後に近付いてきたのだ。


　嫌いやな予感がした。どうしてかはわからないが、とにかく無性に嫌な予感がした。


　ぺたぺたと聞こえていた上うわ履ばきの音が、すぐ近くで止まる。それからすうと息を吸い込む音が聞こえ、そして──


「……那霧浩介」


　ああ、なぜ背後の誰かは自分の名前を呼んでいるのだ。聞き覚えのある声で呼んでいるのだ。心底振り向きたくないと思ったが、無視することもできない。横にいる伊万里がきょとんとした顔でこちらを見ているのを感じながら、ゆっくりと首を回す。そこにいたのは予想通り、背が低く、不機嫌そうな顔で腕組みをし、胸元に聴ちよう診しん器きを提さげ、今更この学校のものだとわかる制服の上に白衣を着込んだ──昨日の少女。


「話があるわ。始業式が終わったら顔を貸しなさい」


　浩こう介すけはただ思う。


　おかしい。さっきまでは「どうやら希望に満ちた学校生活が送れそうだぞ」なんてことを呑のん気きに思っていた気もするのだが……どうして、たった十分でその感想を撤てつ回かいしたい気分になっているのだろう。





　それからすぐに担任がやってきた。白衣の彼女もさっさと自分の席に座ってしまったので、それ以上どうすることもできなくなる。視線で疑問符ふを投げかけてくる長なが尾おと伊い万ま里りには「まあちょっとな」という曖あい昧まいな言葉でお茶を濁にごしておくしかなかった。


　ホームルームは今後のスケジュール説明と自己紹しよう介かいタイムに充あてられ、浩介も自分の番になって当たり障さわりない言葉で転校生であることを説明する。あの少女は女子の一番目に名前を言うだけのそっけない自己紹介を行っただけだった。他の生徒達はさもありなんと言う雰ふん囲い気きで、浩介は「変な名前だ」と胸中でツッコミを入れた。


　次の時間は体育館での始業式。おかしな生徒達の姿がそこかしこに見られることを除けば、式はただの式だった。始業式が終わると、学校は午後を待たずして放課後を迎え、そして──


「どこ行くんだよ」


「落ち着いて話せるところよ。いいからついてきなさい」


　浩介は白衣の背中を追って廊下を歩いていた。これから楽しいイベントが待っているとは思えなかったが、一応ながら彼女はクラスメイトなのだ。話があるというなら無視するわけにもいかない。それに、その話が昨日の不可解な出来事についてのものなら多少は興味がないでもなかった。あの変な見間違いはともかくとして、どうしてあんなところから降ってきたのかというのはやはりそれなりに気にはなっている。


　ぼんやりと昨日のことを思い出しつつ、浩介は横の教室のプレートを確認する。天文部。次の教室には、プロレス同好会。さらに、囲い碁ご部、写真部、ボランティア部。どうやらここは文系の部室棟とうらしい。窓からは学校を囲む塀が見え、ここが校舎の一番端はしにある僻へき地ちだということが窺うかがえる。


　そのとき白衣の少女がちらりと肩越しに視線を向けてきて、


「きょろきょろしないっ。はぐれたら校内放送で呼び出すわよ」


「勘かん弁べんしてくれ。つーか転校初日なんだ、校舎の見学くらいしてもバチは当たらねぇだろ」


「呑気すぎる患かん者じや予備軍ね、まったく……自覚症しよう状じようがないのが一番困るわ」


　そんなよくわからないことをしかめっ面つらで言ってから、呆あきれたような嘆たん息そく。癖くせなのか、胸元の聴ちよう診しん器きをくるくると回すようにして指で弄いじっていた。自己紹介タイムや始業式のときの彼女はひたすらに沈ちん黙もくと無表情を維い持じしていたが、今は昨日見たときと同様に、感情と直結した素す直なおな表情を見せている。どちらが彼女の地なのだろう。


　ふと、彼女が何かに気付いた様子で視線を前方に戻す。行く手から誰かが歩いてきたのだ。


「あらあら～。その後ろの子は、確か……今日から転校してきた子よね？」


　そこにいたのは年若い女性だった。女子大生だと言われれば普通に信じられそうだ。縁ふちなし眼鏡めがねにウェーブがかかった髪、妙みようにほえほえした声と能天気な表情。最も特とく徴ちよう的なのは──眼前の少女のようにエキセントリックな制服あわせではない、クリーム色のスーツの上に着込んだ正式な白衣。保健室の先生だろうか。


「あ……はい。俺は転校生です、けど」


「うんうん、そうよね～。今朝保健室に新しく保健カードが届いたばっかりだから覚えてたのよ～。まあ先生、学校にいる生徒ちゃん達の顔は全員覚えるようにしてるんだけどね～」


　にこー。と、やたら嬉うれしそうに笑う。前の学校のおばちゃん先生（四十代）とは大違いだ。


「あ、先生は桐生きりゆう長閑のどかっていいますー。頭痛発熱腹痛その他心の悩み、何かあったらなんでも相談してきてね～」


「ど、ども。那な霧ぎり浩こう介すけです……って、覚えてるんなら今更ですけど。ていうか生徒全員の顔と名前覚えてるのって凄すごいですね」


「そう？　んふふ、まあ先生、みんなのこと愛しちゃってますから～。お安い御ご用ようですとも！」


　長閑は冗談めかした仕草で自分の胸を拳こぶしで叩たたく。それから視線を動かし、


「で、早さつ速そく勧かん誘ゆうなのかな～？　うんうん、やる気に溢あふれた生徒ちゃんで先生は嬉しいっ。入部届はあったっけ？　なかったら保健室にあると思うから、取りに来てね～」


　さすがに教師にまでは尊大な態度は取れないのか、白衣女は微妙に首を縮めるようにしつつ、


「いえ……とりあえずは、見学、みたいな感じです。えと、必要なら取りに行きます……」


「はいは～い、よろしくね。それじゃ先生、そろそろ保健室に戻ります～。らびゅー」


　おかしな別れの挨あい拶さつをしつつ、ぱたぱたと手を振って長閑は歩み去っていった。この学校、生徒だけじゃなくて先生にも変人が多いのだろうか。


「えっと……勧誘？　何の話だ？」


　再び歩を進めながら、振り返りもせずに少女が答えてくる。


「あの人、部活の顧こ問もんだから。名義だけっていうか、実際の活動にはあまり関係ないけど」


「部活……？」


「そう、部活」


　当たり前のように言い、彼女の足が止まる。だが、ん、と親指で軽く指し示されたその部室のプレートにある名前は全く当たり前なものではなかった。単語自体は一般的にしても、それが《部》と組み合わされていることなど普通ありえない。だから浩介はぽかんと口を開けてそれを見つめる──《医術部》と書かれているそのプレートを。


　そんな浩こう介すけの様子をふんと鼻を鳴らして見やってから、少女は尊大に腕組みをして、


「そして私はこの部の部長。藍あい坂さか素す敵てきよ」


　さっきの自己紹しよう介かいタイムでも聞いた名前が繰り返される。なので浩介も、先刻と同じ感想を──今回は実際に言葉にして──繰り返した。


「……変な名前だな」


「うっ。いきなり、しちゅ、失礼な男ね！　ちょっと病的なくらいの無礼さだと思うわ！」


「こんな変な部にいきなり連れてくるお前も充じゆう分ぶん無礼だと思うぞ。あと嚙かむな」


「か、嚙んでないっ」


　顔を真っ赤にした素敵が睨にらんでくる。浩介も真正面からその視線を受け止める。一いつ触しよく即そく発はつの空気。だがそれが爆ばく発はつすることはなかった。そのとき、部室の中からその空気を台無しにする声が聞こえてきたからだ。


　その声はひどくうっとりしたもので、熱が篭こもっていて、言葉のそこかしこに荒い吐と息いきが混じっていて──率直に言えば。


「うふふ……大きくて、硬くて。ああ、凄すごいのぉ……」


　なんだかとても、聞いてはいけない声のような気がした。
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「駄だ目めぇ……駄目ですわ……ああ、もう、凄すぎます。こんなに、雄お々おしく、反り返ってるなんて。もっと、もっと触らせてくださいましね。んん、凄い……」


「あ。陰かげる子こさん、もう来てたのね」


「いやいやいや!?　なに冷静に言ってるんだよ、もうちょっと慌あわてろよ！」


「なんで慌てなくちゃなんないのよ。いつものことだし」


「いつものこと!?」


　この学校はどうなっているのか。フリーダムにも程がある。浩介が戦々恐きよう々きようとしつつ、そのドアの向こうに広がっているであろう未体験世界をあれこれ想像していると、


「まぁいいわ。とにかく入って。中で話をするわよ」


「入るのかよ!?　ちょ、おい、マジで!?」


　止める間もなく、素敵は無造作に部室のドアを開ける。なので浩介は見てしまった。部室の中にいたのは、ああ、部室の中にいたのは──


「……あら、素敵さん」


「それ、新しく買ったの？　なんというか……その、素敵ね」


「そうでしょう？　特注品で、先程やっと届いたんですのよ！」


　椅い子すに座る女子生徒が、自分の顔に近付けてうっとりと撫なで擦さすっていたものを軽く掲かかげる。
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「か……傘……!?」


「おや、よく見れば見知らぬ男がいますわね。誰でしょう？」


　どこか豪ごう華かなドレス風に改造された制服、お嬢様然とした手袋、濡ぬれた烏からす色の長い黒髪、色白の肌、そして──傘。


「昨日話した奴やつよ」


「ほぉう。貴方あなたが……」


　無骨な傘の柄えを幸せそうに撫なでていた彼女の目が、恍こう惚こつとしたものから一いつ瞬しゆんでムシケラを見るようなものへ。ここが屋外なら唾つばの一つでも吐はかれていたかもしれない。


「い、いきなりそんな視線を向けられる理由が微み塵じんもわからんのだが……！　とりあえず藍あい坂さか、この紛まぎらわしいお嬢様を紹しよう介かいしてくれると嬉うれしい。あるいは今すぐ帰らせてくれるとさらに嬉しい」


「宵よい闇やみヶが原はら陰かげる子こ。医術部の部員よ……二年は二組になったんだっけ？」


「ええ、お隣となりさんですわね。素す敵てきさんとクラスが分かれてしまったのは本当に残念です……でも体育の授業は一緒なのでそれでよしといたしましょう」


　陰子は楚そ々そとした微び笑しようを素敵に返し、


「へーそうなんだなるほどわかった理解したお隣さんね。じゃあ俺はこれで」


「お待ちなさい」


「ぐえっ！」


　どさくさに紛まぎれて帰ろうとした浩こう介すけにはあの冷れい徹てつな視線。おまけに傘の柄えを浩介の首筋に引っ掛けてグイと引っ張る悪あく魔まの所業つき。


「話が始まってもいないのに帰るとは何事でしょうか。貴方あなたには聞きたいことがたくさんありますのよ……ウフフフフ！」


「わ、わかった、わかったから離し……息がッ……！」


　とりあえず逃げるのは諦あきらめた。転校初日に窒ちつ息そく死しするつもりはなかったからだ。





　素す敵てきが勧すすめてきた丸椅い子すに座り、医術部の部室を見渡してみる。


　全体的には普通の教室を流用した空間だ。なのでそれなりに広いのだが、教室の後部三分の一ほどは衝つい立たてとカーテンで仕切られた別スペースになっている。向こうのスペースには何があるのだろう。


　浩介がいるこちら側の空間は、単純に言えばエセ診しん察さつ室しつだった。部屋の隅すみには大きなスチール机と椅子があり、その近くに幾いくつかの丸椅子、壁かべ際ぎわにはファイルやら本やらが詰まった本棚、そして診察台のような脚あしの長い簡易ベッド。まがりなりにも《診察室っぽい》という枠わくで括くくられるのはそこまでで、その他はかなり雑然としている。オセロやら人生ゲームやらが積まれたテーブル、なぜかセーラー服一式を着せられているマネキン、大きな白い動物……アルパカ？　のぬいぐるみ、体重計、ホワイトボード、一昔前に流は行やったみょんみょんするブレード型健康器具、何かが一いつ杯ぱいに詰まった段ボール箱……まったくもって統一感がない。


「陰かげる子こさん、くーは？」


「さあ。招集をかけたわけでもありませんし、今日は顔を出さないかもしれませんわね」


「ふーん……終ついは相変わらず入院中だし、新年度初日だっていうのにちょっと寂さびしいわね。ま、いいか。ええと、昨日作ったやつどこに仕し舞まったっけ……あ、あった」


　がさごそスチール机を引っ搔かき回していた素敵が、そこでようやく引き出しの中から小冊子のようなものを引っ張り出した。椅い子すを回して浩介に向き直ってくる。そして、


「さて。まずはもう一回確認ね」


　などと呟つぶやきながら、素敵は首に引っ掛けていた聴ちよう診しん器きを耳に当ててこちらに上半身を寄せてきた。


「お、おい」


「動かないでよ。集中しないとわからないんだから」


　首筋にぺたりと冷たい感かん触しよく。けれどそれはすぐに気にならなくなった。素敵の整った顔がすぐそこにある。小さな口元からの吐と息いきが胸元に触れていて、鼻び孔こうに感じるのはその髪から漂ただよう微かすかなシャンプーの匂におい。表情は妙みように真剣だったが、やはりその肌は白く柔らかそうだ。触ったらどんな感じなのだろうか──いや待てまずいこんなことを考えるのはまずい。少し離れた椅い子すに座ってこちらを見ている傘女から殺気が届いてきているような気もするし。


「……やっぱりね」


　浩こう介すけが硬直していると、そのうちに素す敵てきは一つ頷うなずいて聴ちよう診しん器きを外した。乗り出していた身を戻し、自分の椅子に座り直す。微妙な名残なごり惜おしさと安あん堵ど感。


　それから素敵は先刻見つけ出した小冊子をぺらりと捲めくり、


「じゃあ次にいくつか質問をするから答えて。心理テストみたいなものだから気楽に答えてくれていいわよ」


「おい……その冊子の表紙に《那な霧ぎり浩介にする質問のしおり》と書いてあるように見えるのは俺の気のせいか」


「気のせいじゃないわよ。目が悪いの？　昨日あんたと会ってから作ったの。何もおかしなことはないじゃない」


「いや、わざわざしおりとか作らないだろ普通。何聞くつもりなのかは知らんが」


「うるさいわね、質問を明文化するのは思考の整理にも有益なのよ。いいから聞きなさい」


　こほん、と素敵は咳せき払ばらいを一つ。それから再びしおりに視線を落とし、


「では第一問。『自分はスカートの中に顔を押し込めることが三度の飯より好きだ』」


「なんだその設問!?」


「無回答はイエスとみなすわ」


「ノーに決まってるだろ！」


「第二問。『自分は女子の下着の匂においにたまらない興奮を覚える』」


「ノー！　待てお前、これのどこが心理テストだ!?」


　そのときカリカリという異音が聞こえたので首を回せば、そこには陰かげる子こが向けてくるデンジャラスな視線。しかも彼女はあの買ったばかりだという傘の柄えを苛いら立だったようにがじがじと嚙かんでいた。異音の原因判明。ついでに言えば「素敵さんの……スカートの下に……下着……ここで殺しておいたほうが世のため人のため……」などという物騒な呟つぶやきも聞こえる。


「続いて第三問。『女子の太ふと股ももで顔を挟はさまれたときには、まるで母親の胎たい内ないにいるような安らぎを覚える』……」


　わかった。単純に、これは昨日の自分に対する糾きゆう弾だんなのだ。


　理解した瞬しゆん間かん、怒りを通り越して呆あきれてきた。昨日の出来事について何か説明してくれるかと思えば、とんだ期待外れだ。ならばこんな回りくどいことをしなくてもいいではないか。自分があそこに行ったのは純然たる善意からなのだし、その後素敵との間にあったなんやかやも、けっして自分がしようと思ってしたことではないのだ。


　浩介は徒労感に満ちた息を吐はき、


「……はいはい、もうわかったよ。昨日は落ちてきたお前の下にいてすいませんでした、と。これに懲こりたらもう人の上に降ってこないでくれると助かるぞ。それじゃ俺は帰る」


「ち、ちょー！」


　慌あわてると舌足らずになってしまうのだろうか、おかしな声と共に袖そでが引っ張られる。素す敵てきは子供っぽく頰ほおを膨ふくらませてこちらを見上げていたが、やがてぷいと視線を逸そらし、


「わ、わかったわよ……今のはあんまり本筋とは関係ない質問だったわ。あの後帰ってすぐこれ作ったから、三十問目くらいまではわりと感情が剝むき出しになってたっていうか、その……ああもう！　いいわよ、あのことは私も悪かったし忘れるわよ！　ほら、本筋に入るから座りなさい！」


　ぐいぐいとさらに袖を引っ張られる。力ずくで逃げることもできなくはなさそうだったが、


「ったく……最初からそう言えよ。次におかしな質問したらマジで帰るからな」


　とりあえず椅い子すに座り直す。


「で、本筋ってのは何だよ。昨日、なんであんなところにいたのかって話か？」


「それもあるけど、ちょっと違うわね。その前に基本的なところから話していかなくちゃ」


　聴ちよう診しん器きを指先で弄いじりつつ、素敵はもう一度しおりに目をやった。その後半のページに書かれている文を流し読みして確かめてから、最後に一つ頷うなずいてしおりを机の上に置く。


「あんた、最近この街に来たのよね。この街についてどう思った？」


「どうって……まあ、わりと栄えてるな、とか。あと、なんだか解放感があって明るい感じがしたかな。自由で元気な街っつーか。前住んでたところがここより小さかったせいかもしれんけど……いいところなんじゃねぇの？」


「そうね──素敵なところよ、この街は。そこは私も誇りたく思う。でも──自由だということは、箍たがが外れやすいということでもあるわ」


「何の話だ？」


　素敵は軽く目を細め、小さな息を吐はく。浩こう介すけがちらりと陰かげる子このほうを見やると、彼女は完全に目を閉じてただ素敵の声を聞いていた。


「原因が何なのかはわかっていない。この街の風土的要因なのか、住む人間達の雰ふん囲い気きなのか、それとも全く別の要因なのか。それでも事実として──この街には昔から、ある特別な病気が流行っているの」


　素敵の言葉も表情も、真剣そのものだった。だから余計に理解できない。


「病気ったって……みんな元気そうじゃないか。クラスでも休んでる奴やつなんていなかったし」


「心の病気だからよ」


　一言。


「その病気を、私達は便べん宜ぎ上《耽溺症候群フイリア・シンドローム》と呼んでいるわ。単に症候群シンドロームと呼ぶこともあるけど。で、その病状は……何かを病的に好きになり、その欲求の充足にたまらない興奮を覚えるようになる──という感じかしら。簡単に言ってしまえば、ある日突然、普通の人が特とく殊しゆなフェティシズムに目覚める病気ということね。大人になってから罹り患かんする人間もいないわけじゃないけど、確率的には思春期の若者が一番罹患しやすいというのがわかってるわ。ここまではいい？」


「いや、いきなり言われても信じられないんだが……フェティシズムっていうのはあれか、足フェチとか胸フェチとかの？」


「この街の症候群シンドロームはそんな単純な対象だけじゃないけど……ま、そうね」


　そこでふと浩こう介すけは気付いた。フェティシズム。何かを病的に好きになり、興奮する。そういう人間が、さっきからこの場にいることに。


「もしかして……お前は、傘フェチ、とか……？」


「黙もく秘ひしますわ」


　そっと視線を向けて聞いてみるが、陰かげる子こは目を閉じたまま冷たく答えただけだった。


「まあ陰子さんのことはいいじゃない。今はもうちょっと一般的な話をするべきだわ……簡単に言えば、私達はその症候群シンドロームを治ち療りようする活動をしてるの」


「その病気があるって信じた体ていで言うけどよ、なんでただの高校生がそんなことやってんだよ。本職の医者とかに任せればいいじゃねえか」


「それは……誰かが症候群シンドロームに罹患しているかどうかは、私にしかわからないからよ。なぜわかるのかと言われても説明はできないけど、なんとなく、見てれば感じられることがある。他の医者は、ただのフェティシストにしか思えないものを治療することはできないわ」


　なんとなく、か。胡う散さん臭くさいにも程があるな。そんな浩介の内心が伝わったのか、素す敵てきは話題を変えるように首を横に振り、


「で、次に言いたいのはその症候群シンドロームとあんたの関係」


「関係って言われてもな。俺はそんなんじゃねーぞ。別に何にもフェチとか持ってないし」


「じゃあ聞くけど、あんた、何が好き？」


　口ごもってしまった。長なが尾おと伊い万ま里りを相手にした会話を思い出す……そういう質問が浩介には一番困るのだ。


「まぁ……なんでも、だよ」


「でしょうね。それが問題なのよ」


　曖あい昧まいな浩介の言葉に、素敵はそれが当然といった態度で頷うなずいた。それから立ち上がり、キャスターつきのホワイトボードをガラガラと部屋の隅すみから引っ張ってくる。そして素敵はペンでボードに歪いびつな六角形を描き始めた。


「なんだそれ」


「わかりやすく図で説明してみるわ。これは一般人Ａさんの《好みの資質》を表すグラフ。中心からの距離がその資質の強度ね。便べん宜ぎ上頂点は六つにしたけど、勿もち論ろん、本当は無数にあるわ。今はわかりやすく……そうね、身体からだの部位の好み度合ということで」


　素す敵てきは歪いびつな六角形の頂点それぞれに、顔、鎖さ骨こつ、胸、手、尻しり、足、と文字を書き込んでいく。グラフが一番飛び出ているのは尻しりの部分だった。


「で、その尻好きなＡさんがどうした」


「こんな感じに、人間は今までの育ちに教育水準に家庭環境に遺い伝でん的要因、様々な理由でそれぞれの《好みの資質》を持ってる。症候群シンドロームは一般的に、その一番強い好みの資質を、さらに伸ばす形で発病するわ」


　ぐーい、と素敵は最も尖とがっていた「尻」の部分の頂点をさらに伸ばし、そこをより鋭えい角かくに飛び出させる。


「症候群シンドロームでＡさんは尻フェチになってしまいました、ってわけか」


「そういうこと。大事なのは、元々の資質に本人が気付いていない場合があるということ。まとめると『症候群シンドロームは、自覚の有無に拘かかわらず、その人が持つ最も《好きになる資質》があるものを病的に増ぞう幅ふくさせる』ということになるわね。で、ここからが本題。あんたの《好みの資質》のグラフは……こうよ」


　きゅっきゅ、と素敵がペンを動かす。描かれたのは──


「正六角形じゃねえか」


「さらに正確に描けば、こうね」


　きゅー。


「円じゃねえか！」


「そして極限まで正確に描けば、こうなるわね」


　きゅるきゅるきゅる。


「アフロ!?　図形ですらなくなったぞ！」


　最終的に出来上がったのは、縁ふちがぐちゃぐちゃの波線でなぞられた円。素敵はホワイトボードの前で胸を張り、ばしん、と自信たっぷりにそのアフロ図形を指差した。


「これがあんた。あんたは《好みの資質》がありえないくらい曖あい昧まいだわ。何もかもが同じくらいに好きだし、何もかもが同じくらいに好きじゃない。しかもミクロなレベルでは一日ごと、一いつ瞬しゆんごとにそれぞれの強度が上がったり下がったり変動してる。ありえないくらい変だわ。突とつ出しゆつしているものが何一つない代わりに、何もかもが次の瞬間には突出している可能性がある……自分でも心当たりくらいあるでしょ？」


　笑ってしまいそうになった。素敵の発言の荒こう唐とう無む稽けいさと──同時に、その正しさに。


　あらゆるものがそれなりに好きな自分。突然何かに熱中し、突然冷めてしまう多趣味癖へき。


「それはとても危険なことだわ。あんたは次の瞬間にも、そして、いかなる種類の症候群シンドロームにも罹り患かんする可能性がある。注意が必要よ」


　実際に唇くちびるが歪ゆがんだ。素敵の目を見つめ、聞いてみる。


「はは……そりゃ面おも白しろい分ぶん析せきだ。なあ、何個か質問していいか」


「いいわよ」


「まず、なんで俺の体質……っていうかその《好みの資質》みたいなもんがお前にわかるんだよ。さっき聴ちよう診しん器きで聞いたからか」


「そうね。細かい理り屈くつが知りたいのなら、それはさっきの症候群シンドローム罹り患かん者の察知と同じで、なんとなく、と答えるしかないわ……聴診器で鼓こ動どうを聞くとより確実になる、みたいな感じ」


「ふぅん。で、症候群シンドロームの治ち療りようっていうのは実際にどうするんだ。いや、そもそも俺はまだその症候群シンドロームってやつに罹かかってるわけじゃないんだろ？　注意が必要と言われてもな」


　浩こう介すけが言うと、素す敵てきは指先で挟はさんだ聴診器の先せん端たんを自分の口元に押し当てた。それから、何かを誤ご魔ま化かすかのように軽く視線を逸そらしつつ、


「治療法は……その罹患者に応じて違うから一いち概がいには言えない。あんたのことに関しては、とりあえずあんたみたいな特とく殊しゆな性質の人間を見るのは初めてだったから、放置しておくよりは先に説明しておくほうがいいと思ったのよ。具体的にどうするかはこれから考えるわ」


「これから考える、ね」


　素敵の言葉を繰り返し、浩介は苦笑する。素敵は残った疑問を先読みしたのか、


「昨日はその、街で症候群シンドローム罹患者を見かけて治療してて、そこであんたに会って、変な体質なのに気付いて、気絶したあんたの財布とか探ったらここの学生証が入ってたから──」


　だから最初から名前を知っていたというわけか。そして街で見かけた罹患者というのはあの酒さけ塗まみれだった兄ちゃんのことだろう。どういう症候群だったのか。いや、今更そんなことはどうでもいい。とにかくこれで昨日の出来事の謎なぞは解けた。解けてないような気もするが解けたことにしておく。


「よっし、わかった。理解したぞ」


「わかってくれた？　ならよかったわ。それでね……」


　素敵が僅わずかに頰ほおを緩ゆるめ、何かを言おうとする。だがその続きを聞くこともなく、浩介はしゅた、と片手を上げて言った。


「それじゃ、俺は腹が減ったから帰るな。暇ひまならまた部活見学しに来るよ」


「ちょ、何よそのアッサリ具合は!?　ホントにわかってるのあんた!?」


　勿もち論ろんだ。この変な白衣女の言うことも、医術部なんていう変な部活も、全てが胡う散さん臭くさいということがもうはっきりとわかっている。今の話をはいそうですかと信じられる奴やつはそれこそ何かの病気だ。


「お前の話を信じようが信じまいが、俺には関係ない話だろ。これから考えるってんならもう俺がここにいてもやることはねーし。それともまだ何か用事があるのか？」


　素敵は大きく頷うなずき、再び机の中をごそごそとやり始めた。まだ何かを取り出すつもりなのか。


「あ、あるわよ。えとね、とにかくあんたの体質はレアなの。ひょっとしたら症候群シンドロームのメカニズムに深く関わってるかもしれないから」


「ふむふむ」


「だからさ、ええと、率そつ直ちよくに言えば──」


　くるり。椅い子すを回して振り返った素す敵てきの手にあったのは、やたらぶっとい注射器。


　そして彼女はにこりと笑みを浮かべて言った。


「──ちょっと検査させてくれない？」


「No thank you」


　両手を胸の前に上げつつ、浩こう介すけもにこりと返す。いやー、よかった、これで心置きなく帰ることができるぞ。


「ちょ、なんで外国人風なのよ！　しかもちょっと発音がいいのがむかつくわ!?」


　素敵の言葉を無視して立ち上がる。今度は陰かげる子こも実力行使で止めようとはしてこなかった。手元の傘を白い指で撫なでながら、何かつまらないものを見るような視線を投げかけてくるだけ。


「ああ──最後に一つ言っとくか。もし、お前の話が全部本当のことだったとしてもだ。確かに俺はなんでもそれなりに好きで、ちょくちょく好みとかが変わる。でも、だからこそ、《何か一つのものを心から好きになる》ってことにわりと憧あこがれてたりするんだよ。そんな変なフェチ病になるのも別にいいっつーか、むしろ症候群シンドロームどんとこい、だ」


「な……」


　絶句する素敵の顔を背後に残し、浩介は踵きびすを返す。


　暇ならまた部活見学しに来る、とは言ったが。


　自分がもうここを訪おとずれる気がないことは、彼女達にも充じゆう分ぶん伝わったはずだった。





　　　　[image: ]





　那な霧ぎり浩介が部室を出て行き、そして数秒の沈ちん黙もくの後。


「……腹立たしいですわ。あの男は症候群の恐ろしさがわかっていません。重度罹患した症候群の恐ろしさを」


「説明してないもの。仕方ないわよ」


　嘆たん息そくのような吐と息いきを漏もらしながら、素敵は陰子の言葉に答える。ぼんやりと部室の天てん井じようを見上げていると、さらに陰子の声が届いた。


「それにしても、面倒なことになりましたわね。聞けば事の発ほつ端たんは、昨日素敵さんが見つけた重度罹り患かん者を取り逃にがしかけたこと──つまりは見張りの持ち場を勝手に離れた黒くろ崎さきさんのせいではありませんか。責任感がなさすぎです。素敵さんがビシッと言ってやるべきですわ」


「くーがあんな感じなのはいつものことよ。それに、言うほど困ったことにはなってないと思うわ。あいつが何も聞いてこなかったってことは──あのことについては、見てなかったか、見間違いかと思ったかのどちらかだもの。そこだけは素敵な幸運」


「ああ。あの男をここに呼んだのはその確認のためでしたか」


「あいつ自体の性質が変すぎるから、注意しておこうと思ったのも事実だけどね。ホントに検査もしたかったのに……罹り患かんメカニズムの判明が治ち療りよう法の発展の第一歩だって知らないのかしら！」


　僅わずかに苛いら立だたしさを含んだ素す敵てきの声。数秒の間を置いてから、陰かげる子こは小さく頷うなずいた。


「ならば──まだ諦めるべきではありません。わたくしにできることがあれば協力いたします」


「そうねぇ……でも、陰子さんがそんなに乗り気なのって珍めずらしくない？　助かるけど」


　返答は、ひどく優しい声で。


「理由はおわかりでしょう？」


「……ありがと」


　それに素敵も、優しく返した。そして再びの沈黙。次に口を開いたのはまたも陰子だった。タイミングを窺うかがっていたかのように、密ひそやかに、声に僅かな緊きん張ちようを滲にじませて、


「それで──話は戻りますが。昨日の重度罹患者はいかがでしたの」


「不自然に感じたわ。自然に、偶ぐう然ぜんに、症候群シンドロームが重度化したものとは思えない」


　同じように声を潜ひそめて言いつつ、素敵は天てん井じように向けていた視線を戻す。陰子は目を細めて彼女を見つめていた。


「では。やはり、いる可能性が高いと？」


「そう考えないと説明がつかない。これからも街に出て捜す必要があるわ……そう言えば確かこないだ名前つけたわよね。何だったっけ」


「《周旋体イントロデユーサー》ですわ……正直、わたくしにはまだそんな人間がいるなんて信じられませんが。そう──」


　布が擦こすれる音。陰子が傘を開き、それを頭上に掲かかげてくるくると回す。だからその顔は傘の縁ふちに隠れて、素敵には彼女がどんな表情でそれを呟つぶやいたのかはわからなかった。


　無表情だったのか、呆あきれた顔だったのか、ただ疑念を浮かべていたのか、それとも──


　不安に満ちた表情を、していたのか。


「《他人の症候群シンドロームを重度化させる症候群》の持ち主がいる、なんて」
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　……千せん導どう賢けん慈じは《おはなしやさん》と呼ばれている。





　自分で名乗ったわけではない。困っている人の悩み相談に乗っているうちに、それが口コミで広がってこう呼ばれるようになったのだ。


　彼がやっているのはその名の通り、誰かの話を聞いてその相談に乗ることだけ。それをしようと思ったことに特に理由はない。自分が話を聞くことで誰かの気分が晴れるならそれはきっといいことだろう、という当たり前の気持ちで始めてみただけなのだが、それを説明してもあまりピンと来ない顔をされるのが常だった。なので最近は誰かが勝手に言い出した「自分は心理療りよう法ほう士しを目指していて、その練習のためにやっている」という話をあえて否定しないようにしている。正直、自分は人助けのためにやっているだけなのだから、他人がどう思っているかなどはどうでもよかった。


《おはなしやさん》は今日も営業している。勿もち論ろん代金など取らないが、店てん舗ぽのような場所はあった。とある古びた雑居ビルの一室だ。しばらく前に賢けん慈じのもとを訪おとずれた相談相手がこのビルの持ち主の息むす子こで、悩みを聞いてくれたお礼としてそれ以来ここを自由に使わせてくれるようになったのである。


　こぢんまりとしたオフィスのように最低限の家具が配置されたその部屋で、賢慈は学校の制服のままコーヒーを淹いれていた。壁かべの時計を見上げて時刻を確認。それからほどなくして、約束していた時間である午後七時丁度に今日の客がやってきた。


「お久しぶりです、真ま中なかさん。調子はいかがですか？」


「はい。千せん導どうさんのおかげで、最近は部活も楽しいです」


　今日の相談者は真中洋よう平へい。賢慈と話をしに来る相手はほとんどが十代の人間で、その例に漏もれず彼も市立高校の生徒だ。気き真ま面じ目めな少年で、体育会系の部活に入ったはいいがそのいじめのようなシゴキのストレスで心を病やみ、辞やめると言ったら先せん輩ぱいに殴なぐられた、もう死にたい、というのが最初の相談内容だった。


「そうですか、それはよかった。しかし……こうしてまた僕のところに来ていただいたということは、何か新しい悩み事でも？」


「はぁ。それなんですけど……悩み事っていうか、凄すごくくだらないことなのかもしれませんけど、よく考えれば自分はおかしいんじゃないかと最近思うことがあって、ですね」


　同年代だし、別に自分は精神科の先生ではないのだから敬語など使わなくていいですよ、といつも言っているのだが、なぜだか悩みを相談しに来る相手は基本的にこんな丁てい寧ねいな態度を取ってくれるのだった。悩みを聞いてもらっているという負い目が向こうにあるからだろうか……そんなに畏かしこまらなくてもいいのに、と賢慈のほうが申し訳なく思う。むしろ、からかい半分で来てやったんだぜ、という態度でたまに訪れるヤンキー系の人達のほうがそういう意味では話しやすいとも言えた。


「くだらないなんてことはありませんよ。どうぞ気兼ねせずお話しになってください」


「じゃあ──実はですね、自転車のことなんです」


「自転車？　そう言えば真中さんは自転車通学されているんでしたね」


　以前、話を終えて彼を送り出したときに見たことがある。お洒しや落れな赤色をした外国製のマウンテンバイク。知識がないので詳くわしくはわからなかったが、かなりの高級品だろう。


「はい、昔からの趣味で。部活が上う手まくいくようになってからは、おこづかいやバイト代で愛車をカスタマイズするのもますます楽しくなってきて、まるで家族みたいに思えてきて──でも、最近友達に言われたんです。ただの自転車にそんなに金と手間暇ひまをかけるのはおかしい。理解できない。乗れればなんでもいいじゃないか。お前は異常だ、って……ねえ千せん導どうさん、僕は異常なんですかね？」


　ああ、と賢けん慈じは心を震わせた。なんて気き真ま面じ目めで、なんて実直な男なのだろう。そんなことを気に病やむなんて。そんなことを気にするなんて。


　だから賢慈は心のままに、


「そんなことはありません！」


　座っていた椅い子すから身を乗り出し、彼の手を握にぎる。彼の目を見み据すえる。


「せ……千導さん……？」


「いいですか、あなたはどこもおかしくなんてありません。それはとても素す晴ばらしいことです」


「そ、そうですか……？」


「そうですとも」


　力強く頷うなずいて、微笑ほほえむ。


　ああ、愛しい。この人が、弱くて強い人間というものが、心から愛しい。


　だから──だから自分は、こうしているのだ。惑まどう人間の背中を押してやるのだ。人間らしく、真まっ直すぐに、自由に、心健すこやかに生きていけるよう、言葉をかけてやるのだ。


　彼の目をさらに覗のぞき込む。その奥底まで、奥底の奥底まで。


「気にすることはありません。何も気にすることはありません。あなたはもっとあなたらしくなっていいんです。あなたはあなたになっていいんです」


「あ、ああ……」


　感激したように、彼が息を呑のむ。そして笑う。だから勿もち論ろん、賢慈もさらに笑って、


「さあ、もっとお話ししましょう。僕にいろいろと教えてください。あなたが何を好きなのか。どう好きなのか。何かを好きになるということは、人間が人間らしく生きているのだという何よりの証左なのですからね……」





　気分が軽い。やっぱりあの人のところに行って正解だった。


　鼻歌を歌いながら、真ま中なか洋よう平へいは愛車のペダルを漕こいで家路を辿たどる。一踏み一踏みをしっかりと受け止めて脈動する車輪。歓かん喜きするように加速する車体。なんて素晴らしい存在なのだろう。ああ、もう家はすぐそこだ。今日は遠回りして帰ってしまおうか。いや、いっそ今夜はこのまま街を走り続けてしまおうか。とても魅み力りよく的な思いつき。こいつはどこまでも自分についてきてくれる。勉強しろとうるさい親とも、些さ細さいなことで叱しつ責せきしてくる部活の顧こ問もんとも、それをにやにやした目で眺ながめているだけの先せん輩ぱいや同級生達とも違う。最高の相棒であり伴はん侶りよ。


　大通りから一本入った、一車線の道路を疾しつ走そうする。この道はほとんど自動車が通らない。ましてやこちらを邪じや魔ま者扱あつかいしてクラクションを鳴らしてくる大型トラックなど皆無だ。あんなもの世界から滅ほろびてしまえ。日本は全ての交通手段を自転車に一本化すべきだ。首相は本当に馬ば鹿かだ。


　調子良くペダルを漕こいでいたとき、ふと、道みち端ばたに何人かの若者がたむろしているのが目に留まった。場所は小さなライブハウスの前。金髪にセンスの悪いシャツにだらしなく腰穿ばきしたズボンにうんこ座りに咥くわえ煙草たばこ、全身全ぜん霊れいをもって「僕達は・頭が悪い・でェース！」とアピールしている。きっと自転車の乗り方も知らないに違いない。可哀かわい想そうな奴やつらだ。


　道端に捨てられている空き缶に等しい若者達の横を、洋よう平へいは愛車と共に通り過ぎようとする。が──そのとき、見えた。


　近くに止めてあった自転車の前まえ篭かごに、若者の一人が吸っていた煙草を押しつけて灰を落とし、そしてあろうことかそのまま篭の中に煙草の吸すい殻がらを投げ入れてゲハハハと笑ってこいつ何してやがるアホかバカかその自転車は俺のじゃないけど俺の自転車の同類の自転車であって素す晴ばらしい存在で畜ちく生しようコラ畜生畜生がッ!!


　急ブレーキ。愛車を降りる。若者達が洋平に気付く。洋平は自転車を押して近付いていく。


「なあ」


「あ？　あんだテメェ？」


「謝れ」


「ハァ？　なに、マジわけわかんねーんだけどー」


　一人が唾つばを吐はいた。さっきの、煙草を押しつけた自転車の、サドルの上に！　凌りよう辱じよく！　凌辱以上の凌辱だ！　強ごう姦かんして殺人してさらに死し姦かんするようなものだ！　許せない！


「謝れって言ってんだよォォォ！」


　だから洋平は、片手で愛車のグリップを摑み、さらにそのままぐいんと愛車を持ち上げて、ハンマーのようにその車体を若者の頭に叩きつけた。ぐしゃりという手て応ごたえ。飛び散る何か。ざまあみろ。


「な……」


　今度は横よこ薙なぎに愛車を振るう。後部車輪がもう一人の口にめり込んでヤニに塗まみれた黄色い歯が何本も飛び散った。最後の一人には腹に正義の鉄てつ鎚ついを下してやる。赤色の混じった胃液。まだ許さない。ピクピクしている男の身体からだをさらに打ち据すえる。


「謝れ！　謝れ！　謝れ！」


「ぎ、げっ、うぇっ……わ、わかった、悪かった、許して……」


「謝る相手は、俺じゃ、ないだろがッ！　そんなこともわかんないのかお前は!?　本当に馬ば鹿かだな、救いようがない馬鹿だな！　この世で一番素す晴ばらしいものがわからないなんて！」


　愛車の力を借りて、殴なぐる。殴る。殴る殴る殴る。


　その最中にも、洋よう平へいの意識のほとんどは自転車にある。縦じゆう横おう無む尽じんに躍やく動どうする彼女の姿はやはり素晴らしい。惚ほれ惚ぼれする姿態だ。スレンダーで、カッコよく、可愛かわいく、セクシー……


（ああ……好きだ。好きだよ……）


　顔に温かな飛ひ沫まつがかかった。ああ、これはきっと彼女の涙だ。二人の心が通じ合ったことを嬉うれしがっている喜びの涙だ。可愛い奴やつだな。


　洋平は幸せな笑みで思った。


　涙も流せるなんて、やっぱりこいつは生きてるんだ。凄すごいぞ。


　今日は一緒に寝よう。






第二診「対症療法」-at peace×at many pieces-
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　転校二日目の金曜日。


　登校した瞬しゆん間かん、いきなり夢のようなイベントが起こった。


「こ、これは……！」


　下げ駄た箱を開いた姿勢のまま、浩こう介すけは固まる。眼前にあるのは自分の上うわ履ばき。そしてその上にちょこんと載のった便びん箋せんのようなもの。これはもしや、アレか。アレなのか。転校してたった一日で、まさか、そんな……


　待て、何かおかしいぞと頭の片かた隅すみで警けい鐘しようが鳴ってはいるものの、興奮せずにはいられないのが男のサガ。ササッと周囲を見回し、人気がないのを確認。下駄箱の蓋ふたで隠すようにして、もどかしく便箋を開けて中の文章に目を走らせる。


『好きです。それはともかくこれは私の匂においです。嗅かいでね[image: ]』


　キター！　と思ったのは一文目までだった。二文目で眉まゆが寄り、三文目を読んだところで上履きの上に便箋以外のものも載っていることに気付く。四角く折り畳たたまれた、可愛かわいらしいハンカチだった。


　自分の匂いつきラブレター？　つーか『好きです』の後に『それはともかく』って意味わかんなくね？　とか思いつつ、そのハンカチを手に取ってみる──瞬間、


「クサッ!?」


　別に猛もう烈れつな体たい臭しゆうが届いてきたとかそういうわけではない。鼻び腔こうに入ったのは、もっとあからさまな……なんというか、そう、まるで薬品臭のような……？


「……はっ!?」


　慌あわててハンカチを手放すのと同時、不ふ穏おんな視線を感じてばっと振り向く。下駄箱の列に姿を隠し、半はん身みになってこちらを窺うかがっていたのは──


　白衣を着た、小こ柄がらな人影。


「ちっ。素す直なおに眠ってればいいのに……」


　舌打ちを残し、しゅっとその姿が消える。追いかける気力もなく、浩介は半眼でその場に立ち尽くしているしかなかった。


　オイ。何を考えてるんだ、藍あい坂さか素す敵てき……？





　一時間目が終わった休み時間には、トイレに行く途と中ちゆうの廊下にエロ本が落ちていた。


「……」


　しかも三冊。前門の虎とら、後門の狼おおかみなどという言葉が頭に浮かんだ。


　廊下の右みぎ端はしにある雑誌では、似合わないスクール水着を着込んだ巨乳の女性が「私、先生となら……いいよ？」などと満面の笑みを浮かべている。左端ではフリフリの服を着た小こ柄がらな女性が「お兄ちゃん、あそぼっ」などと上目遣いで縦笛を吹いている表紙。廊下の中央には喪も服ふくを着た妙みよう齢れいの女性（最大限の婉えん曲きよく表現だ）が「いけません、主人の十五回忌きという日に……！」と涙目でしなをつくっている。


　三匹の虎が猛もう烈れつな存在感を持って行く手に立ち塞ふさがっていた。今すぐ回れ右をしたいところだったが、もし背後に無関係な女子生徒（狼役）がいればどうなるか。擦すれ違った後で廊下のこれに気付き、「あの転校生、いきなりこんな多趣味な落とし物を!?　フケツ！」となる可能性もゼロではない。新しい学校での生活は壊かい滅めつ的なスタートを迎えることになるだろう。


　となると、浩こう介すけの選択は決まっていた。


　ごくり、と喉のどを鳴らしてから、浩介は三匹の虎（エロ本）へとまっすぐ歩を進め──そして普通に中央の雑誌を跨またいで通り抜けた。勿もち論ろん未亡人マニアではないので心は痛まない。


　なんとなく予想はできていたが、さらに先にある廊下の曲がり角にはやはり白くちっこい影がある。家政婦は見た！　みたいなポーズで角に張りついている女にジト目を向けると、


「ちっ……性せい癖へき調査にも引っ掛からない……」


　などと呟つぶやいてその姿を消す。


　性癖調査か。昨日言っていた「検査させてくれない？」の続きがコレ……なのだろう、多分。こんなものに引っ掛かると本気で思っているのかどうかは定かではないが。


　素す敵てきを捕まえて問い質ただしたいところではあるものの、正直なところそれもまた面倒なことになりそうだ。だから浩介は溜ため息いき一つで彼女を追うことを諦あきらめ、「誰だこんなものを持ってきたのは！」という教師の怒鳴り声を背後に聞きながら、疲つかれた足取りでトイレに向かった。





　二時間目の終わり。次の体育の授業のため更衣室に移動していると、今度は廊下の隅すみに机とそこに載のった段ボール箱の登場。横面に穴が開いており、「現金摑つかみ取り（腕うでまくりしてね[image: ]）」などという張り紙があった。当然のように無視して歩を進めた浩介の背後、甘言に釣つられた長なが尾おが腕を突っ込んで、


「おいおい那な霧ぎり、なに自然にスルーしてんだよ!?　こんなステキイベント見逃せねぇだろ、豊かな学生生活を送るにはまずカネからだぜ！　もらったぁぁぁーっ！　お……あれ……待て、なんか、締しめつけられるーっ！　食われる、俺、食われる!?」


「……安心しろ。多分、血圧測定器かなんかが仕込んであるだけだ」


　浩介はもう周囲に視線を巡めぐらせることもしなかった。小さな舌打ちと、「もー。なんで血圧くらい測らせてくれないのよぅ……」という呟つぶやきが聞こえてきただけだった。無視。


　だが、それがさらにヤツの何かに火をつけてしまったのだろうか。


　次の体育の時間のこと。素す敵てきはついに実力行使に出た。


「あぶなーい！」


「ん？　……ぶっ!?」


　ミニサッカーに興じていた浩こう介すけがその声に振り返った瞬しゆん間かん、どこからか新たなボールが飛んできて浩介の顔面を直ちよく撃げきする。まぁ同じくミニサッカーをやっていた隣となりの女子のフィールドから以外にありえないのだったが。そして浩介が振り返るのを待ってボールを蹴けってきたその犯人も一人以外ありえず、


「まあ大変！　もし当たればと思ってやってみただけなのに、ラッキー……じゃなくて、これはホントに不幸な事故だわ！　ていうか鼻血出た？　出た？」


「……オイ」


　今まで無視してきたが、さすがにそれはツッコまざるを得なかった。犯人は満面の笑顔で、しかも両手にスポイトを掲かかげながらダッシュで近寄ってきたのだ。


「なんだ。出てないのか……」


「なんだ、じゃねえ。朝から一体どういうつもりだよ!?」


「あ、朝？　ええと、な、何のことー？」


　挙動不ふ審しんに視線を逸そらす。頰ほおを両手でがっしと摑つかんで視線を固定してやった。


「ほほう……クロロホルムで俺を眠らせようとしたことをもう忘れたと言うか、この女は」


「こ、こら、離ひなひゃいよ……違うわよ、そんなの使ってないわよ！　クロロホルムとかエーテルですぐ人を眠らせることができるなんてのは映画の中だけの話で間違いで迷信で」


「んなこた心底どうでもいいっ。他にも随ずい分ぶん特とく殊しゆな趣味のエロ本で俺をトラップにかけようとしたな?　それからアホな血圧測定ボックスを作ったな？」


「さ、さぁて。身に覚えがないわね！　いやもう全然！」


　目を泳がせながら言う素敵。どっと疲れが出てきた。浩介は肩を落としつつ、両手を離して素敵の頰を解放してやる。


「はぁ……」


「な、なにいきなり溜ため息いきなんかついてんのよあんた。鼻血出そうなの？」


「スポイトを鼻に捻ねじ込もうとするな！　まったく……なんでだ？　なんでこんなことするんだよ」


「なんでって……それは、その」


「昨日も言っただろ。お前の話が本当だったとしよう。それで自分が病気になったとしても、俺は別にいいって言ってるんだ。俺の体質は俺の事情で、お前らの事情じゃない。はっきり言って、検査やら何やらに協力してやる義理はないぞ。あと当然だがシロウトの医い療りよう行為ほど怖こわいものはない。勘かん弁べんしてくれ」


　一息に言う。にゃによー！　と鼻を膨ふくらませて反論してくる……かと思いきや、素す敵てきはその言葉に軽く俯うつむいていた。そして数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくを形作った後、


「……そうね」


　予想外の同意。僅わずかな驚おどろきをもって、浩こう介すけは力ない笑みを浮かべた素敵の顔を見る。


「よく考えれば……そうかもしれないわ。これは私の、私達だけの、自分勝手な理り屈くつだった……かも。あまりにあんたの体質が珍めずらしかったから悪ノリしちゃったのかしらね。ごめん」


「お……おう」


　あまりのアッサリさに、何か裏があるのではないかと勘かん繰ぐってしまう。すると素敵はこちらの表情を見て、さらに頰ほおを緩ゆるめた。


　どこか──寂さびしそうに。


「警けい戒かいしなくてもいいわよ。あんたの言う通りだな、って今更気付いただけ。いくら前に進める可能性があっても、無関係なあんたを巻き込んでまですることじゃなかった……ううん、そもそも前に進めるかも、っていうレベルの思いつきだったんだから。実際、冷静になればこんなに本気になって検査しようとしても意味なんてないのよね。陰かげる子こさんに乗せられちゃったのかしら」


　スポイトを体操服のポケットに仕舞いつつ、素敵は肩を竦すくめた。グラウンドの中央で顔面セーブを果たした男とそれを演出した女、その立ち話姿にはさっきから周囲の注目が集まっている。よく考えれば、さっきはみんなの前でこいつの頰を挟はさんでグリグリとかやってしまったのか。急に恥はずかしくなってきた。


　素敵は足元のボールを拾い、くるりと身を翻ひるがえしながら──自分の鼻の頭に指を当て、「ホントに鼻血出そうなら、保健室行ったほうがいいよ？」とおどけたように言った。


　そして授業に戻っていく。


　浩介は何も言葉を返さない。返せない。


　さらに、何もわからなくなった。





　藍あい坂さか素敵は、いったい、何を考えているのだろう？
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　学校が変わったとはいえ、授業の退たい屈くつさは同じだった。五時間目の授業を終えた休み時間、浩介が眠気覚ましに伸びをしていると、不意に前の席の長なが尾おが振り向いてくる。


「ん、どうした？」


「いやー、ちょっと気になってさ。お前昨日、藍坂素敵に連行されてたろ？　で、体育のときは何やら二人でニコニコ内ない緒しよ話だ。何があったのかなって」


　連行とは実に正しい表現だ。だが体育のときのことについては全力で否定したい。もしあれがニコニコ笑い合っているように見えたのなら、長なが尾おは率そつ先せんしてレーシック手術を受けるべきだろう。


　ふと視線を動かすと、制服の上に白衣を羽は織おった人影は今まさにふらりと教室を出て行ったところだった。トイレにでも行ったのだろう……彼女とは体育の後から一言も会話をしていない。する用事がなかったから当然だ。


「いや……別に何も。昨日のはたいしたことじゃない。体育のときは、ボールをぶつけられたから文句言ってただけで」


「何もってわけねぇだろ。気になるなー……なあ、塚つか原はらさんも気になるだろ？」


「え？」


　急に話を振られ、隣となりの席の伊い万ま里りが僅わずかに驚おどろいたように顔を上げる。優等生オーラ漂ただよう彼女もやはり昼休み直後の催さい眠みん古文はそれなりに辛つらかったらしく、今までは机の上に立てた消しゴムやらシャーペンやらを指先で押して倒してはまた立てて、というようなことを繰り返してぼーっとしていた。子供じみたその暇ひま潰つぶしに、なんとなく親近感が湧わく……授業中にも何度かそんなことをやっているのが見えたから、ただの癖くせなのかもしれないが。


「だから、昨日の拉ら致ち。気になるよなー」


「えと……そうだね。藍あい坂さかさんとなにお話ししたの？」


　驚いたのは一いつ瞬しゆん、伊万里も興味を示した様子で身体からだをこちらに向けてきた。


「まあ、いろいろ変な話をされたっつーか……ええと……」


　口ごもる。昨日聞いた荒こう唐とう無む稽けいな話をそのままこの二人に伝えるのは憚はばかられた。転校二日目にしてデンパ系のレッテルを貼はられてはたまらない。話を逸そらすついでに、逆に二人に聞いてみることにした。大っぴらに部室があるのだ、質問しても別におかしくはないだろう。


「そうだ、勧かん誘ゆう。部活の勧誘されたんだ。医術部っていう変な部活、俺は今まで聞いたことがなかったんだけど……どういう部活なのか、二人は知ってるのか？」


　あー、と長尾は合点がいったように頷うなずき、どこかもごもごと、


「知ってるっちゃ知ってるけど……ぶっちゃけ、変わり者が多いこの学校の中でもぶっちぎりの変人集団だな。あんまり好き好んで近付く奴やつはいないと思うぜ」


「私は、あんまり知らない、かな。でもね、藍坂さんも他の人も、悪い人達じゃないと思うよ？」


　伊万里は微笑ほほえみながら、けれどこちらも何か言葉を選ぶように。


「ふーん……そっか……ま、勧誘は断ったから別にもういいんだけどな」


　そんな感じで曖あい昧まいに誤ご魔ま化かして話を打ち切ろうとしたとき、何かを思案するような顔つきになっていた長尾ががっしと浩こう介すけの頭をヘッドロックしてきた。


「ぐお、何だ」


「悪い塚つか原はらさん、ちょっと俺、こいつと男同士の話するから。びっくりするほどエロいやつ。とても学年のアイドルには聞かせられないから勘かん弁べんな！」


「しねぇよ！」


「私、アイドルなんかじゃないけど、え、えっちなお話……？　う、うん、わかった」


　顔をぽっと赤くして、伊い万ま里りはそそくさと身を退いた。どこかぎくしゃくとした仕草で次の授業の準備を始める。


「しねえって言ってるのに……なんだよ長なが尾お」


「まあ聞け。小声で話せ。んで心当たりがなかったら聞き流してくれな。お前……藍あい坂さか素す敵てきに変な病気の話されなかったか？」


　心臓が跳ねる。ヘッドロックされながら、ぎょっとした視線を長尾に向けると、


「……やっぱりそうか」


「お前、知ってるのか……？　あの、フェチがどうこうみたいな話」


「俺の他にも知ってる奴やつは知ってると思うぜ。誰もぺらぺら人前で喋しやべったりはしないけど、公然の秘密ってやつだ。医術部は急に変なフェチになるような病気を治してくれるってのは。でもまぁ、基本的には与太話だよ。本当に信じてる奴は一ひと握にぎりだ」


「そ、そうか。だよな。あんな話……」


　そろそろ息苦しくなってきたので、浩こう介すけは長尾の腕うでをタップする。だが離してくれない。もう一度首を捻ひねって長尾の顔を見上げると、彼のほうも浩介の顔を見下ろしてきた。それからやはり小声で、


「なあ那な霧ぎり。こうやって友達になったのも何かの縁えんだ。他の奴に言ったことなんてないんだが、お前にだけ教えてやる。友達記念・二人だけの秘密だぞ」


「男同士で二人だけの秘密とか言われても、あんまり嬉うれしくはないんだが……何だよ」


　数すう瞬しゆんの間があり、そして聞こえてきたのは、小声よりもさらに小さな囁ささやき声。


「──簡単に言えば、俺は医術部の話を信じてる」


　驚きよう愕がくの一言だった。浩介は眉まゆを寄せ、


「何でだ？」


　長尾は何かを恥はじるように笑った。


「決まってるだろ。俺が実際に治してもらったからだよ」


「な」


「俺だけじゃなくて、他にもそれなりにいると思うぜ。誰も他人に話さないだけで……あー、でも実際に何があったのかは勘弁な。恥ずかしいから。知りたきゃあいつから聞けよ」


「本当、なのかよ」


　腕のロックが解ける。長尾は自分の椅い子すの背もたれに身を預けながら言葉を続けた。


「まぁな。詳くわしい理り屈くつなんてのは全然わかんねーけど、自分がなんだかおかしな感じになって、それがあいつらのとこに行ったら治ったのは事実だ。だから一いち概がいに与太話として切り捨てるのはどうかと思うぞ、みたいなことを言いたかっただけ。転校初日に医術部部長殿どの本人がわざわざお前を連行していったんだ、俺的には何か非常事態のニオイがプンプンした」


「……そんなんじゃねぇよ」


「そうか？　ならいいんだ。あ、もし何かのフェチになってもボーイズラブ系のだけは勘かん弁べんな。前の席に座ってる美少年のオシリを狙ねらわれたら困る」


「安心しろ、その可能性だけはありえない。なぜならそんな美少年は存在しないからだ」


　呆あきれの息を一つ吐はき、それで長なが尾おとの会話は終了。馬ば鹿かな会話で受けたダメージを癒いやすべく隣となりの伊い万ま里りを見るが、彼女はまた、消しゴムを立てては倒しをぼんやりと繰り返しているだけだった。


　その眼まな差ざしがどこか苦しげなものに見えたのは、多分、浩こう介すけの気のせいだったのだろう。
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「くそ、結局来ちまったぞ。もう来ないって決意が一日しか持たないとは……！」


　放課後、浩介は医術部の部室の前にいた。素す敵てきは授業が終わるとさっさと姿を消してしまったから、昨日の記き憶おくを頼りに一人で来るしかなかったのだ。


　実のところ、昨日の説明を聞いても腹の中には消化不良な感覚が残っていた。症候群シンドロームについて。その治し方について。医術部というものについて。自分の性質について。納なつ得とくのいかないものが、いくつかある。


　今日、素敵が自分に対して行おうとしていた検査のこともその一つではあった。今に至っても、あれが何だったのかよくわからない。ただわかっているのは──あの体育の時間まで、藍あい坂さか素敵は本気だったということだ。検査の内容や方法自体はふざけているとしか思えないものだったにしても、その行為にははっきりとした意志があった。だからあんなことをしていた……自分が「お前の事情に俺を巻き込むな」というようなことを言うまで。


　ああ、消化不良だ。何もかもはっきりしない。その感覚が長尾の話を聞いたことでさらに増してしまい──結局のところ、もう一回くらいは話を聞いてやってもいいか、という胸中になってしまったのである。それ以外にこの消化不良感を解消させる方法など思いつかなかった。


　まあ来てしまったものは仕方がない、と浩介は胸を反らして咳せき払ばらいし、


「あー……おほん。お邪じや魔ましまーす、と……」


　そろそろと部室のドアを開く。おっかなびっくり中を覗のぞいてみたが、部室には誰の姿もなかった。拍ひよう子し抜ぬけする。


「鍵かぎもかけずに不用心だな。どこ行ってんだ」


　他に素す敵てきのいる場所の心当たりなどなかった。数秒思案し、しばらく待ってみるかと浩こう介すけは部室に足を踏み入れる。廊下で立って待つのも疲つかれるし、椅い子すくらい使わせてもらってもバチは当たるまい。嫌いやならちゃんと鍵かぎをかけておけばいいのだ。


　ふー、と座って一息つき、雑然とした部室を見回す。ふと思った。教室の後ろ……衝つい立たてで仕切られているあのスペースには何があるのだろう。特に「立入禁止」とか「覗のぞくな！」とかいう張り紙は見当たらないが。


　軽い気持ちで椅子から立ち上がり、衝立と衝立の間に引かれているカーテンを滑すべらせて中に入ってみる。瞬しゆん間かん、見なければよかったと心から後こう悔かいした。


　そこは雑然以上の混こん沌とんだった。横長のスペースは物で埋め尽くされている。冷蔵庫。その上には電子レンジ。ミニコンポ。飲みかけのペットボトル。備び蓄ちく品らしいカップラーメンの山。液晶だが地デジ対応はしていないと思われる微び妙みような古さのテレビ。それには一昔前のゲーム機が繫つながっている。ゲームソフトや漫まん画がやボードゲームやカードゲームが詰まった棚。そして、それら全ての中心にあるのが──一組の布団。というか、藍あい坂さか素敵。


「くう……すう……」


　寝ていた。完全無欠に寝ていた。休きゆう憩けいのつもりで寝転んでそのままオチてしまったのだろう、制服に白衣を羽は織おったいつもの姿のまま、掛け布団の上で横向きに眠っている。なので非常にまずかった。


　寝返りを打ったせいか、それとも他の宇宙的な要因か。捩よじれた白衣の裾すそを置き去りにして、スカートがギリギリまで捲まくれ上がっている。これはまずい。自分が数センチ顔の角度を変えただけで、一昨日おととい空中から降ってきたものがまた見えてしまいそうだ。


（逃げる、べきか……!?　いや待て、冷静になれ！　これはかなり危険な状況だ。もし、出ていく途中でこいつが起きたとしよう。そうしたら──）


　血の雨が降る。なぜならこれはどう見ても、寝ている間に誰かが意図的にスカートを捲ったかのような捲れ上がり具合だからだ。違うんだ何もしてないんだ何も見てないんだと言って信じてくれるものか。よしんば音を立てずに逃げられたとしても、さっきこの部室に入ったのを他の部の誰かに見られていたかもしれない。交流があるかどうかは知らないが、もしも後でそのことがこいつに伝われば──いよいよ言い訳が利きかない水かけ論。


　ならば。


（一か八か。こうするしかねぇ……！）


　浩介はごくりと唾つばを飲み込み、そろりそろりと──素敵のスカートに手を伸ばす。致ち命めい的なものを見てしまわないように顔を固定したまま、ちょい、とスカートの端はしのほんの数ミリだけを摘つまんだ。ぷるぷると震える腕で、それをゆっくりと移動させていく。危険な捲れ上がりを是正していく。焦あせるな。焦るな。こんなのはただの布だと自己暗示。そうだただの布だ。女の子にとっては最も大事であろう箇か所しよを隠しているだけの布だ。まずい、思考がおかしな方向に行った。無の境地になれ。もう少し、もう少しだ……！


「そう、もう少しだ……行け……頑がん張ばれ俺……！」


「──何やってんだお前？」


「うっひょうっ!?」


　不意に聞こえてきた声に、文字通り飛び上がる。かくかくと首を回し、背後にあるこのスペースの入り口を見やると──そこにいたのは見知らぬ女子生徒だった。目を惹ひく金髪。それ以上に目を惹く大きなヘッドホン。どこか気の強い猫のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせる顔立ち。片手は鞄かばんを肩に引っ掛けるようにして持ち、もう片方の手は行儀悪くスカートのポケットに突っ込まれている。


「見ねえ顔だな。こんなところで何して──って、おい」


　切れ長の目がさらにすっと細くなる。浩こう介すけの前で寝ている素す敵てきに気付いたのだ。それは言い換えれば、そのスカートの端を浩介が摘んでいて、いろいろギリギリになっていて、浩介が今まさにそのスカートを捲り上げようとしているようにも見えるその状況に気付いたというわけで──
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「ち、違う、これは誤解……！」


「黙だまれ喋しやべるな片っぽ握にぎり潰つぶすぞ変態。よし来い。いいから来い。うちの部室に侵入した挙句レイプ未み遂すいとはいい度胸じゃねぇか」


「握にぎり潰つぶすって何を!?　てかマジで違う、用事があって来たんだ、話を聞け！」


「随ずい分ぶんゲスい用事だなこの野郎。前から機会を狙ねらってやがったってことか」


「どこをどう解読すればそうなる!?」


　金髪ヘッドホン少女は聞く耳持たない。浩こう介すけは強引に襟えり首くびを摑つかまれ、スペースから引き摺ずり出される。それから壁かべに後頭部をごんと押しつけられ、至近距離からガンをつけられるという完全なカツアゲ態勢。


「ま、待て。今更確認するが……お前もここの部員なのか？」


「ああ？　悪いかよ、入りたくて入ったわけじゃねー。つかテメェに何か関係があんのか、次のターゲットでも探してんのか？　やってみろよ。その前に両方握り潰してやる」


「だから何をだ!?」


　などと言い合っていたとき。そこでようやく、


「むー……にゃによ、うるさいわねぇ……」


　奥スペースのカーテンを開いて素す敵てきが出てくる。しばらく目を擦こすっていたが、金髪女に首を摑まれて恫どう喝かつされている浩介の姿を見て目をぱちくりとさせた。


「なんだ、那な霧ぎり浩介じゃない。何してんのよ」


　金髪女は素敵をちらりと見つつ、


「知り合いかよ」


「微び妙みようなところね。当て嵌はまる間あいだ柄がらを探せば、ただのクラスメイト、患かん者じや予備軍、変な体質の持ち主、一昨日おととい私のスカートの下に潜もぐってきた男、とか……ふわぁ……」


「ふん……やっぱりな！」


「待て藍あい坂さか、眠いからって適当に言ってるだろお前!?　もっとプラスイメージのある言葉を喋しやべれ、今は結構命がかかってるところ！」


「……命？　くー、何かあったの？」


　きょとんとした目を素敵が向けると、


「あったどころじゃねぇ。こいつ、寝てるお前のスカートを捲めくって、中の匂においを嗅かいで発情してやがった。いや、まあ、あたしは別にお前が犯されようが孕はらまされようがどうでもいいんだけどな！　たまたま見つけちまったし、こんな変態は女として許せないからどうしてやろうかと思ってただけで、その、そんな感じだよ……あとその間延びした呼び方止やめろ。むかつく」


　くーと呼ばれた彼女は急にもごもごとした口調になり、最後に一回、苛いら立だったように浩介の頭をごすんと強く壁かべに押しつけてからその手を離した。浩介は助かったとは思わなかった。むしろさらなる死地が始まったと理解した。


「よーし……落ち着け。落ち着いて聞け。あまりのことにツッコミ忘れたが、こいつの発言は時間が経たつたびに誇こ張ちようされている。いや、そもそも最初から誤解で」


「ふ、ふふふ。そう……一昨日のあれだけじゃ飽あき足らず、ついに……《寝ている女の子の無防備さがたまらない病》に──卑ひ怯きようで最低すぎる病気ね。やっぱり、これは、あれよ。検査どころじゃなかったわ、何よりもまず絶対にあれが必要なのよ……」


「……あれ？」


　素す敵てきの白衣が翻ひるがえり、再び奥スペースの中へ。すぐにまた彼女はそこから飛び出てきて──


　両手に持った鉗かん子しやら手術鋏ばさみやらを振り回しながら、真っ赤になった顔で叫んだ。


「し、しゅじゅちゅ……手術が必要だわ！　そこに寝なさい、穴という穴を痛いほど押し広げて治ち療りようしてあげるから！」


「恐ろしいことを言いながら嚙かむな！」


「嚙んでないっ！」


　かちかちと鉗子を打ち合わせながら素敵が歩を進める。当然のように浩こう介すけは逃げる。こらテメ逃げんな、という金髪女の手を搔かい潜くぐり、部室のドアに手をかけたところで──がらり。


「協力・いたし・ますわ！　話は聞こえました、人が遅れて来てみればいきなり看過できない事態！」


　向こうから開かれたドアの先にいたのは、ドレスっぽく改造された制服にいつもの日傘を装備した黒髪女。憤ふん怒ぬの形相の彼女は一いつ瞬しゆんで傘を閉じ、Ｕターンしようとした浩介の喉のどに手加減なくその柄えを引っ掛ける。


「陰かげる子こさん、ナイス！　素敵すぎるわ！　でも死んじゃったら治療できないからほどほどにお願いね！」


「ぐおっ!?　す、既すでに死にそうな今こそが、ほどほどな状態だとは……思えません、かねっ……!?　か、げる子、さんよ……！」


「誰がゲル子ですか！」


　凄すさまじく嫌いやそうに顔を顰しかめる陰子。何か昔のトラウマにでも触れるものがあったのかもしれない。酸素不足の意識の中、せめてもの抵抗として、とりあえずこいつのことは今後ずっとゲル子と言い続けてやろうと浩介は心に誓ちかった。





　数十分後、なんとか誤解を解いた浩介は再び部室の椅い子すに座っていた。誤解を解いたとは言っても、陰子や金髪女の険に満ちた視線は相変わらずだったが。


「で……私の寝込みを襲おそいに来たんじゃなかったら、何しに来たのよあんた。無理に検査する気はもうないけど、そっちが是非自分の身体からだを調べてくれっていうのなら喜んで受け入れるわよ。とりあえず、一本血でも抜いとく？」


「抜かねぇ。言っただろ。もう一回くらいは話を聞いてやってもいいかって思っただけだ」


「それは別にいいけどね。昨日話したことを繰り返すだけになるわよ」


「さすがに同じ話を二回も聞く気はねえよ。今日クラスの長なが尾おから聞いたんだが、お前、あいつの……症候群シンドロームか。治してやったんだろ。そのことについて教えてもらおうと思ってな」


「私達のことは口外しないように言ってるのに……ま、噂うわさになるぐらいは仕方ないけど」


　聴ちよう診しん器きを弄いじりながら、素す敵てきはつまらなさそうに鼻を鳴らす。


「医者には守秘義務があるわ。個人のプライバシーに関することは教えられない」


「詳くわしいことはお前から聞けって言われたんだぞ」


「……まったく。わかったわよ、本人の同意があるってことで今回は特別ね。あんたがまだ私達のことを信じられないのもわかるし、それを理解する助けになるんなら。ええと、長なが尾お、長尾……」


　と、素敵は近くの棚の前にちょこんと座り込んで中のファイルをごそごそとやり始めた。どうやらそこに並べられているのはカルテのようなものらしい。本格的というかなんというか。ややあって素敵は一つのファイルを抜き出して椅い子すに戻る。中身を一見して眉まゆを寄せ、


「ああ、こいつか。思い出したわ……類は友を呼ぶっていうことかしら」


「一人で納なつ得とくすんな。で、どんな症候群シンドロームだったんだ？」


「聞いて後こう悔かいしない？　今後、彼を色眼鏡めがねで見たり差別したりしないと誓える？」


　ひどく真剣な、素敵の視線。浩こう介すけは唾つばを飲み込んで頷うなずいた。何だというのか。あの明るく人懐なつっこい男が、どんな奇き怪かいな病気に襲われていたのか。驚おどろくかもしれない。引くかもしれない。だが、こいつらのことが真実だとするなら、それはもう治っているはずだ。どうということはない。気にしない。奴やつはこの学校に来て最初にできた同性の友達なのだ。


　素敵は嘆たん息そくを一つ。そして、浩介に首しゆ肯こうを返してから、重々しく、ただ重々しく──


「症候群シンドロームの病名は……《スカート捲り耽溺症フリツピングフイリア》よ」


「はい？」


　どこぞの警けい視し庁特命係の人のような疑問の声が出てしまった。素敵は気にせずさらにファイルの内容を読み進める。


「時期は去年の十一月。廊下で擦すれ違ったときに私が異常に気付いてここに呼んだわ。しつこく問もん診しんしたら白状した。最近、女子のスカートが気になる。捲めくりたくてたまらない。今は我が慢まんしてるけど、明日にはどうなっているかわからない。手が勝手に動いてしまいそうになるんだ……とね。そこで私達は彼の治ち療りようを引き受けたわ」


　あまりにくだらない病状。頭が痛くなってきた。


「……どうやって？」


「症候群シンドロームの治療法に汎はん用よう的なものはないわ。それぞれの症候群シンドロームに応じた治療法を選択するしかない……でも大まかには二通りの分類ができるの。正方治療ダイレクト・ミーンズか逆方治療インバース・ミーンズか。正方治療は症候群シンドロームが引き起こす欲望を代だい替たい行為で思うまま満たして、そのカタルシスで治療する方法。逆方治療は逆にその欲望と対極にある行為を行わせる方法ね。こいつの場合は正方治療が有効だと判断したわ」


「つまり、思うままにスカート捲りをやらせたってことか……？　ま、まさか……」


　眼前に座る素す敵てきの下半身に目をやってしまう。その視線に気付いたか、素敵は顔を赤くし、慌あわてて自分の膝ひざをきゅっと擦こすり合わせた。


「ば、馬ば鹿かじゃないの!?　にゃに、いや、何考えてるのあんた!?　いくらなんでもそんなことさせるわけないでしょうが、相手は別に用意したわよ！」


　素敵の指差す方向を見やる。背後の壁に、ずっとヘッドホンをつけたままの金髪女が不機嫌そうな表情でもたれかかっている。そうか。こいつが身体からだを張ったのか……可哀かわい想そうになあ。


「な、なに人のこと憐あわれみの目で見てやがる!?　違うに決まってんだろうが、交互に握にぎり潰つぶすぞ!?」


「違う違う。くーでもなくて、隣となりよ隣」


　唾つばを飛ばして威い嚇かくしてくる金髪の横。そこにあるのは──昨日も見たマネキンだ。なぜかセーラー服を着込んでいるマネキンだ。


「おい……もしかして、だが」


「そうよ。マネキン相手にスカート捲めくり千本ノックをさせたの。丸一日かかったけど、弱音を吐はいても逃げ出そうとしても土下座してきても許さなかったわ。筋肉疲ひ労ろうで手を痙けい攣れんさせながら最後の一回を終えたとき、あいつは泣き笑いの顔で『俺、なんで今までこんなことしたいって思ってたんだろう……？』とかいう感動的な一言を──そう言えばそのシーンはＤＶＤに記録してあるけど、見る？」


「いや……遠えん慮りよしとく……」


　浩こう介すけはこめかみを押さえて呻うめく。そのＤＶＤ、ひょっとしたら物もの凄すごい脅きよう迫はく材料になるんではなかろうか。


「とにかく、それであいつの症候群シンドロームは治まったってわけか。すげえな」


「当たり前でしょ。それが私達の仕事だもの。治んなくちゃ意味ないわ」


　そう言って、素敵は──嬉うれしそうに、笑った。皮肉であって、別に褒ほめたわけではないのだが……あえてそれを伝える気にはなれなかった。


　長なが尾おはこいつらのおかげで治ったと思っている。こいつは長尾のことを治したと思っている。それはただそれだけのことで、実際に症候群シンドロームが存在するのかどうか、実際に症候群シンドロームをこいつらが治せたかどうかの証明にはならない。


　けれど。


　まあいいか、と思ってしまった。とりあえず、しばらくは信じてやってもいいのかもしれない、と思ってしまった。今彼女が浮かべているのは、特に理由なくその思いを胸に抱いてしまうような──そんな笑顔だったのだ。


「ちょっと、なにボーっとしてんのよ」


「いや……わかったよ。理解した。長尾のことも、症候群シンドロームのことも」


「そ、そう。それならまあ、いいけど」


　浩こう介すけの素す直なおな言葉に、素す敵てきが少しばかり驚おどろいたような表情で言う。


「だったら昨日の話も理解してくれたわね。あんたの体質は変だから、今後いろいろ注意が必要ってこと。今は手立てを考え中だけど……何か思いついたら言うから、そのときには文句を言わずにこっちの指示に従うこと。いい？」


「へいへい。ま、そりゃ今はどうにもならないって話だろ。それよりもだ、まだちゃんと紹しよう介かいしてもらってない奴やつがいるんだけど。ゲル子はいいとして」


「ちょっと、その呼び方はお止やめなさい！」


　定位置の椅い子すに座っていた陰かげる子こがきっと睨にらんでくる。散々傘攻こう撃げきを食らったのだ、これくらいの口撃は許してもらいたい。


「そう言えばそうだったわね。あのヘッドホンつけてる子は黒くろ崎さき空くう。同じ二年生よ」


「素す晴ばらしい。お前やゲル子と違ってわりと普通の名前だ」


「うっせぇ、ほっとけ！　握にぎり潰つぶすぞ!?」


　また威い嚇かくしてくる。やっぱり人に慣れていない猫のような雰ふん囲い気きだ。彼女は素敵達とは離れた位置にいて、なにか一同と距離を置いているように感じる。仲が悪いように見えるかと言われれば、なぜかそうとも言い切れないような印象を受けるが。


「それ、何聞いてるんだ？　洋楽？　邦ほう楽がく？」


「死ね」


「おい藍あい坂さか、こいつ日本語わかってるのか？　今の会話、俺の人生で最高級に理解不能な流れだったぞ」


「くーはちょっと難しいからねぇ」


「なるほど。難しい子なんだな、くーは」


「間延びした言い方するなって言ってんだろ！　お前もさりげに使い始めるな！」


「で、ホントはもう一人部員がいるんだけど……今はちょっと交通事故みたいなもので入院してるのよね。たまにあることだけど」


「おい、交通事故が《たまにあること》なのかよ。どんだけ運が悪いんだそいつ」


「別に運が悪いってわけじゃなくて、趣味がちょっと失敗しちゃったって感じだけど……まあ気にしないでいいわよ。もう少しで退院できるはずだし」


「あたしの話を聞けコラ!?　ナチュラルに無視してんじゃねえ！」


　騒さわがしい部室。前の学校で帰宅部だった浩介にとって、それはどこか新しん鮮せんなものだった。


　ここにいるのはみんな変人だ。そこは確実だ。それでも──伊い万ま里りが休み時間に言っていたように、悪い奴やつらではないのかもしれない。まあ、そこから「かもしれない」の部分を除去するにはまだ幾いくつかのハードルを越えなければならないのだが。まずは、こいつら相あい手てに何度か本気で身の危険を感じたという記き憶おくを誰かに消してもらうところからだ。


　そんなことを考えていたときだった。


　不意に、部室のドアが開く音。そして聞こえてきたのは、


「お、お邪じや魔ましますっ。お願いが、ありますっ……！」


　たった今思い起こしていたばかりの、伊万里の声。彼女はそのまま部室の中に入り、そしてぎゅっと目を瞑つぶったまま──勇気を振り絞しぼるような声で、


「わ、私、私……最近、おかしいんです！　何かを倒したくてたまらなくなって、倒すととっても気持ちよくって！　こんなのヘンです、なんとか、なりませんかっ……!?」


　一息に言って、そろそろー、と伊い万ま里りの目が開かれる。そこで視線が交わった。


「……あれ？」


「よ、よう」


　浩こう介すけは間抜けな一言を返し、片手を上げて挨あい拶さつ。他にどう反応しろというのだ。


　一いつ瞬しゆんで頰ほおを紅潮させた伊万里が、くらり、と身体からだをよろめかせた。





「うう、恥はずかしい。那な霧ぎりくんにばれちゃったよ……」


「はいはい、そうよねひどいわよね。オトメのプライバシーなのに」


「出て行く暇ひまがあれば出て行ってたっつーの」


　ぶつぶつと反論する浩介。伊万里に椅い子すを譲ゆずったので立っているしかなかった。陰かげる子こが座っているテーブル椅子ゾーンと空くうが不機嫌そうにもたれかかっている壁かべゾーン、どちらに近寄っても何かひどいことになりそうな気がしたからだ。


　素す敵てきは伊万里と適当に会話しながら彼女の首筋に聴ちよう診しん器きを当てていた。軽くずらされた制服から覗のぞく鎖さ骨こつにドキドキしてしまい、浩介は慌あわててそこから視線を逸そらす。


「確かに……症候群シンドロームに罹り患かんしてるわね。症しよう状じようを自覚したのはいつから？」


「えっと、先月の初めくらいから、ちょっとずつ……段々強くなってる感じで」


「なるほど。症状の内容は、何かを倒したくなる、と。珍めずらしいけど、《伏倒耽溺症フオールダウンフイリア》といったところかしら」


　素敵の言葉に、浩介は昼間に見た伊万里の姿を思い出した。授業中にも休み時間中にも、彼女は消しゴムやシャーペンを立てては倒しを繰り返していた。気になってはいたのだが──それが症候群シンドロームとやらのせいだったとは。


「いろいろ自分で頑がん張ばってはみたんだけど、ダメで……でも学校始まって、藍あい坂さかさん達の噂うわさを思い出して……」


「ここに来た、というわけね。的確な判断よ。さてどうしようかしら。感じからすると、正方治療ダイレクト・ミーンズで治せるとは思うんだけど……」


　素敵は椅い子すから立ち上がり、聴診器を自分の口元に押し当てながら部室をうろうろと歩き始める。考え事をするときの癖くせなのだろうか。医術部のメンバー二人はそれぞれの視線で彼女を見守っていた。陰子は「悩み顔の素敵さんも可愛かわいいですわ。ああん」というようなピンクの視線で、空くうはつまらなさそうな視線で。そこで浩こう介すけは自分が本来医術部とは何の関係もない人間であることに気付き、


「あのさ……俺はそろそろ帰ってもいいか。塚つか原はらさんがここに来たことは黙だまってるけど、さらにプライバシーを聞いちゃうのも悪いだろ」


「待って。思いついたわ」


　浩介が言った瞬しゆん間かん、ぴたりと素す敵てきの足が止まった。一瞬だけさらに何かを思案するような顔になって、しかしすぐに浩介の顔をじろりと睨にらむ。なんだろう。何か悪いことをしたのか。


「お、思いついたんならよかった。じゃあ俺はこれで……」


「待って、って言ったでしょ。この治ち療りよう法はできるだけ人手がいるの。塚原さんの症候群シンドロームをなりゆきとはいえ知っちゃってるし、唯ゆい一いつの男手だし、あんたにも手伝ってもらうわよ」


「なんで俺が!?」


「クラスメイトの女の子を助けるのが嫌いやなのかしら。冷たいわね。塚原さん、あなたとしても治療の可能性は高めたいでしょ？　私も失敗する気はないけど。それともこいつに手伝ってもらうのなんか嫌？」


「う、ううん!?　嫌なんてことは、全然、ないけどっ。でも、那な霧ぎりくんのほうが嫌なら、無理に手伝ってもらわなくても……」


　伊い万ま里りが気き後おくれした様子で言う。上目遣いで、視線を浩介にちらり。かなりのダメージだ。


　素敵はにっこりと笑った。なぜか浩介はそこに邪じや悪あくなものを感じる。


「そうね、無理強じいするのはよくないわよね。じゃあいいわ、話を変えましょう。ところで塚原さん、一つ面おも白しろい話があるから聞いてくれる？　私は今日早めにこの部室に来て寝てたんだけど、そこになんと──んがんぐ」


「不思議だ!?　俺、急に物もの凄すごい勢いで塚原さんのお手伝いをしたくなってきたぞ！　ぜひやりたい、やらせてください、塚原さんを救えるのなら俺に迷いなど皆無だぜウハハ！」


　素敵の口を後ろから慌あわてて押さえ、声高らかに宣言。危なかった。この女はなんという脅きよう迫はく材料（捏ねつ造ぞう気味）を持ち出してくるのだ。


「い、いいの？　ありがと……嬉うれしいよっ」


　伊万里の微笑ほほえみが、卑ひ劣れつな脅迫に屈くつしてしまった浩介の心を癒いやしてくれる。だが精神的ダメージが癒された一方、


「んむー、むー！（ぱしんぱしん）」


「いつまで口を塞ふさいでるんですの!?　苦しんでるじゃありませんか！」


「次はそういう趣味か、おいこら」


　素敵が腕うでを必死にタップしているのに気付かなかったせいで、浩介は陰かげる子この傘攻こう撃げきと空くうのヤクザキックで猛もう烈れつな身体的ダメージを受けた。
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　翌日の土曜日。勿もち論ろん半日授業だった。生徒達にとっては、その午後からはもう家に帰って寝るもよし、街に出て遊ぶもよし、部活動に精を出すもよしの素す晴ばらしい週末だ。当然浩こう介すけも、土曜になったら昼から遊びまくってやるぜ、とあれこれ計画を立てていたのだが──それも昨日の放課後までの話。


　春の熱気が篭こもった蒸し暑い体育館、その床に這はいつくばって細かい物体を指先で摘つまみ上げては並べていくという苦行に勤いそしみながら、浩介は虚うつろな目でぼんやりと呟つぶやいた。


「これ……部活動に精を出す、のカテゴリに入れてもいいんだろうか……」


「むっ。あんた今、何かエロいこと言わなかった？」


「……言ってねぇ。写生大会って単語に喜ぶ中学生かお前は」


　力なくツッコみながら顔を上げる。視線の先には女の子座りで浩介と同じ作業に勤しんでいる素す敵てきがいた。その姿はいつもの制服と白衣だ。


　ふぅー、と溜ため息いきをつき、浩介は身体からだの横に置いていた小冊子を取り上げる。コピー用紙をホッチキスで留めただけのものだ。表紙に書かれているのは《ドミノ倒しのしおり》──当然、眼前に並べられているのもその三文字で表される無数の物体である。開始してまだ二時間ほどしか経たっていないが、既すでにドミノという文字を見るのも苦痛になってきた。


　ページを捲めくると、まず書かれているのは医術部部長・藍あい坂さか素敵殿どのによるドミノの本来の使い方と歴史背景、派生した遊ゆう戯ぎであるドミノ倒しの説明──勿もち論ろん読まない。さらに数ページ捲ると、そこには並べるドミノの位置や色や数が細かく指定された設計図がある。それを見て次に並べるドミノの位置を確認し、もう一度嘆たん息そくしてから浩介は作業を再開した。


「しんどそうね。何でも好きなんじゃないの？」


「限度があるわい。つか『ドミノ倒してぇー！』とある日突然思うときがあるのと、このクソ暑い日に強制的にドミノ並べさせられて嬉うれしいと思うかどうかは全然別の話だ」


「そういうもんなのかな……うーん、やっぱり興味深いわ。どういうタイミングで、何がきっかけで嗜し好こうの方向性が切り替わるのかしら。ねえあんた、一ヵ月くらいレコーダーとかビデオカメラを身体にくっつけたまま暮らしてみる気ない？」


「どんなバラエティの企画だよ、お断りだ。つか、もう検査は諦あきらめたんじゃなかったのか？」


「それはまあ……そうなんだけど。聞いてみただけよ」


　それは単に暇ひま潰つぶしとして話しかけてきたものだったのだろう。口を尖とがらせるようにしながらも、素敵は軽く視線を逸そらして作業を続行。小休止がてら、浩介はドミノを並べる手を止めて身を起こした。広い体育館の中、それぞれの受け持ち場所に散らばったメンバーが暑さに耐えてドミノを起立させ続けている。日傘を掲かかげたまま片手だけでドミノを摘む陰かげる子こ、明らかに爆ばく発はつ寸前な不機嫌さであぐらを搔かいてドミノにガンをつけている空くう、床に手と膝ひざをつき、スカートの腰を浮かせた恰かつ好こうで真ま面じ目めに作業している伊い万ま里り。後ろからはあまり見ないようにしよう。


　誰もがそれなりに真面目に作業を進めている。ずっと休んでいるのも彼女達に悪い。浩こう介すけもドミノ並べを再開しようとしたが、いかんせん気力の消しよう耗もうが激しかった。適当に話でもして気を紛まぎらわせるべきだろうか。牌はいが山積みにされた段ボールをがらがらと搔き混ぜながら、再び素す敵てきに視線を向ける。


「で、そっちの調子はどうだ。上う手まくいってんのか？」


「は、話しかけないでっ……今大事なところやってるんだから！」


　素敵は猛もう烈れつな前ぜん傾けい姿勢になり、ピンセットで摘つまんだドミノを慎重に床に置いていた。傍はたから見てもわかるほどにその手先がぷるぷると震えている。


「アル中のおっさんかお前は。力入れすぎだろ」


「う、うるさいわよ。ここは慎重にやらなくちゃ……まだノーミスで来てるんだから邪じや魔ましないでよね」


　たっぷり数十秒をかけ、じりじりとピンセットで摘んだドミノを床に設置。ふぉおお、と気合の吐と息いきのようなものを吐はいて身を起こし、そして次の牌をまたピンセットで摘んでジリジリプルプルの再開。


「お前、そんなに使いにくいならピンセットなんか使うなよ。時間かかりすぎだろ」


「仕方ないじゃない、細かいところなんだから！　でも、ピンセットとか使うと余計に力が入って……なんだか、使いにくいのは認める、けど……ふ、ふぉお……」


「そういやピンセットなんて日常生活じゃほとんど使わないよな。実験の授業以外で使うところっていうと……細かいところに入ったゴミ取ったりとかか。そういや前の学校にはピンセットで耳かきしてるって奴やつがいたな」


　現実逃とう避ひ気味にどうでもいい話題を続ける。素敵も牌から目を離さないまま乗ってきた。


「すっごく危なそうね。外耳道を傷つけるおそれがあるから、おすすめ、しない、わ……っと。そもそも耳みみ垢あかは自動的に外に出てくる仕組みになってるから、よっぽどのことがない限りはたまに軽く掃そう除じするだけでいいのよ」


「ふぅん。他には……ああ、死んだゴキブリとかをティッシュ越しにでも触さわりたくないときに使えるか」


「ごきっ……わー！」


　嫌いやな単語を聞いてしまったせいか、ぴくり、と素敵の手が震えた。ピンセットから牌が転げ落ち、並べられていた他の牌に当たり、そして連れん鎖さするように──


「待って待って、止まってー！　ち、ちょっぷー！」


　間かん一いつ髪ぱつ、身を乗り出した素敵がドミノの僅わずかな隙すき間まに言葉通りのチョップを差し入れる。そこまでの数列はさすがに倒れてしまったが、致ち命めい的な崩ほう壊かいは避さけられたようだ。心臓に片手を当てて大きく息を吐はいた素す敵てきが、きっとこちらを睨にらんでくる。こちらも心臓が止まるかと思ったのだ、そんな目で見ないでもらいたい。


「あ、あんたねぇ……人がデリケートな作業してるときに嫌いやな想像させないでよ！　初失敗しちゃったうえに危あやうく今までのが全ぜん滅めつするところだったじゃない！」


「いや、まあ、確かに今のは俺も悪かったが。難しいところをやる前や区切りのいい場所には安全のためにストッパーをかましておくこと、ってお前がしおりに書いてるじゃねえか。んなチョップする前にちゃんとやっとけ」


「わ、わかってるわ。ちょっとうっかりしてただけよ、もう……とにかくあんたが悪いのよ。変な話しないで」


「へいへい」


　素敵が薄いプラスチック板のストッパーをドミノの列の間に差し込む。それから復旧作業に戻ろうとした彼女は、あ、と何かを思いついたように手中のピンセットを見やった。


「そっかそっか。使いにくいんなら手に馴な染じんでるものを使えばいいだけの話だわ。ふふふ、もうこんな失敗はしない。解決策は……これよ！」


　そして素敵が白衣の懐ふところから取り出したのは──手術用の鉗かん子し。鋏はさみ状になっているそれで彼女はドミノ牌はいを摑つかみ、ひょいひょいと床に並べていく。先刻のプルプル具合が噓うそのようだ。


「いける、いけるわ！　ナイスアイデア！」


「おい……まがりなりにもピンセットは実験の授業とかで使うのに、それより鉗子のほうが手に馴染んでるってどんな女子高生だよ」


「細かいことは気にしないっ。ほら、あんたも手を動かす！　今度またあのイニシャルＧの話をしたら、手に馴染んだこれがあんたの鼻のサイズを二倍にするわよ！」


　鼻に十円玉どころか五百円玉を詰め込めるような隠かくし芸をマスターする気はなかった。なので浩こう介すけも気晴らしのお喋しやべりを止やめて作業に集中することにする。しかしその間ま際ぎわ、まだ一つだけ彼女に聞いておかねばならないことがあるのを思い出し、


「やれやれ……おい藍あい坂さか、今日は何時までこれやるんだ」


　鉗子を操あやつりながら、素敵がきょとんとした視線を向けてきた。嫌な予感。


「何言ってんのよ。超法規的手段を使って借りたけど、この体育館を他の部活に邪じや魔まされずに占有できるのは日曜まで。五人しかいないんだから、徹てつ夜やでやらなくちゃ間に合わないわ」


「……マジで？」


「マジで」





　ドミノを並べ始めて数時間。そろそろ日が暮れようかという時刻になったころ、ついに一人の脱だつ落らく者が出た。


　がらがらという音に浩介は顔を上げる。暑苦しいヘッドホンを装着したままの空くうが、ぴくぴくと頰ほおを震わせて自分の手元──崩くずれたドミノの列を見下ろしていた。適度にストッパーが挟はさまれているので完全崩ほう壊かいには至っていないが、少なくとも今までの数十分が水の泡あわになったことは間違いないだろう。


　それは今までにも何回か見た光景だった。どうやら空くうは見た目通り、細かい作業があまり得意なタイプではないらしい。けれど今回はその後の反応が違った。ぶすっとした顔でドミノを並べ直すのではなく、彼女は指先に摘つまんでいたドミノを足元に叩たたきつけ、


「あーもう、やってられっか！　こんなことチマチマチマチマ……あたしにゃ向いてねぇんだよこういうのは！」


　あぐらを搔かいていた姿勢から、跳はねるように立ち上がってのしのしと歩き出す。


「ちょっとちょっと、くー、どこ行くの？」


「帰る！　心配すんな、あたしなんかいないほうがはかどるに決まってる！」


　素す敵てきの顔を見もせずに答え、そのまま空は体育館の出口へ。しかし風でドミノが倒れないように閉め切っていた扉とびらに手をかけたとき、向こうからその扉が開かれる。そこにいたのは転校初日にも会った養護教きよう諭ゆ──桐生きりゆう長閑のどかだった。相変わらずのほえほえとした微笑で、


「みんな、やってますね～。うんうん。頑がん張ばってる生徒ちゃん達に、先生、差し入れを持ってきました～。一休みしたらどうかな～。って、あれ、黒くろ崎さきさん？　おトイレ？」


「違う！　帰るんだよ！」


「差し入れは～？　美お味いしいよ～？」


「いらねえ！」


　当然、長閑は脱だつ走そう者の歩みを押し留める防ぼう護ご柵さくにはならない。空はあっさりとその横を通り過ぎて体育館を出て行った。浩こう介すけは素敵に視線を向け、


「おい部長さん、いいのか？」


「まぁ、くーだからねぇ。むしろ今まで真ま面じ目めにやってくれてたのがちょっと驚きというかなんというか。連れ戻したいところではあるけど、探しに行く人手もないわ。大丈夫よ、根は優しい子だから、私達がピンチになったら戻ってきてくれたりするわよ。たぶん」


「ホントかよ……まあお前がそれでいいんならいいけどな。つーかあの先生、顧こ問もんなのは聞いたけど、お前らのことどこまで知ってんだ？」


「少なくとも症候群シンドロームのこととかは知らないわね。あの人にとっては、というか学校的には、医術部は単に世の中の医い療りように興味があってそれを調べているガクジュツテキな部活、ってことになってるから」


「……ドミノ倒しは学術的か？」


「これは部員の絆きずなを強めるレクリエーション活動よ。あんた達はボランティア。とにかく、先生はこの体育館を借りる名義上の責任者になってくれたし、私が去年この部を作ったときに顧問を引き受けてくれたし、今もああして差し入れとか持ってきてくれたし、いい人よ？　基本的にお花畑に住んでるけど」


「やっぱお前が創部者だったのかよ。ま、最後らへんの感想には同意だ」


　そんなことを話しながら、ドミノを並べる手を止めて長閑のどかのもとに集まる。彼女は両手にビニール袋を提さげており、その片方にはジュースが詰まっているのが見えた。ずっと閉め切っていたこの体育館には熱気がむんむんと篭こもっている。実に素す晴ばらしい差し入れだ。


「ええと、先生、そっちのほうは？」


「おっ。那な霧ぎり浩こう介すけくん、気付いてしまいましたか～。ボランティアで手伝ってくれるあなた達もいるし、ジュースだけでは先生の愛を示せないと思ってね～？　もうそろそろお腹なかも減るころだと思って、はい！　食べ物も用意してきました～！」


　長閑が自じ慢まんげに袋から何かを取り出す。途と端たんに周囲に漂ただよい始めるいい匂におい……そう、いい匂い、ではあるのだが。


[image: ]


「吉よし野の家やか……！」


「え？　あれ？　どうしてみんなビミョーな顔してるの～？　特盛だよ？　ツユダクだよ？　買ってきたばかりだからホカホカだよ？」


　心底不思議そうに首を傾かしげる長閑。


　この先生には、自分達の額に伝う汗のことが目に入っていないらしい。





　しかし腹が減っていたのは事実。一同は少し早めの夕食を摂とることにした。浩こう介すけは牛ぎゆう丼どんの容器を片手にドミノの前に戻り、それを食べながら作業を続行しようとする。そのとき自分の横に誰かがしゃがみ込み、


「えーっと……那な霧ぎりくん、ここ、いい？」


「おう、塚つか原はらさん。全然いいけど」


「一休みしないの？　みんなと一緒にゆっくり食べたらいいのに」


　素す敵てき達は壁かべ際ぎわで固まり、先生と共に車座になって牛丼を食べていた。ドレスで日傘でお嬢様座り、というお茶会的雰ふん囲い気きの陰かげる子こと牛丼とのミスマッチが凄すさまじい。


「いや、微び妙みように俺のペースが遅い気がしてさ。今のうちに取り返しとこうと……あと辛つらいのが一周してなんか微妙に楽しくなってきた」


「ありがと……那霧くん。もとは私のせいなのに」


「楽しくなってきた、って言っただろ。塚原さんが気にすることじゃねえよ」


「そうかな。でも、やっぱり、ありがと」


　嬉うれしそうに笑って、伊い万ま里りは一いつ旦たん牛丼の容器を床に置いた。一分の隙すきもない正座で、いただきます、ときちんと手を合わせてから、片手に持った牛丼をその小さな口に輸送していく。


「塚原さん、行ぎよう儀ぎがいいな。お辞じ儀ぎとかも見て思ったけど」


「そう……かも、ね。もう、癖くせみたいになっちゃってるから。変かな……ううん、変、だよね……？」


　伊万里の箸はしの動きが止まり、ちら、と横目の視線が向いてくる。


「い、いや、全然。そういう意味じゃなくて、なんつーか、むしろいいことだと思うけど！」


「いいこと……なのかなぁ。あんまり、いい思い出はないんだけどね……」


　小さく呟つぶやき、伊万里はどこか悲しそうな微笑を浮かべて体育館の天てん井じようを見上げた。鉄骨が張り巡らされているだけの殺風景な視界。そこに彼女は何を見ているのだろう。


「いい思い出がないんなら……その、ごめん。気にしないでくれると助かる」


　こんな反応が返ってくるとは思っていなかった。軽い気持ちでそれを話題にしてしまったことを後こう悔かいしつつ、浩介は牛丼を飲み込んだ。伊万里と同じように、ぼんやりと体育館を眺ながめる。


　熱気の篭こもった空間は、窓から射し込む斜しや陽ようでオレンジ色に染まっていた。少し離れたところから聞こえる、素敵達の話し声。そこには夢の中のような安あん寧ねいがあり、しかし同時に、夢の中のような寂さびしさもあった。


　だから、なのだろうか。


　この橙だいだい色いろの空間の雰囲気に導かれたように、伊万里がそっと口を開いた。


「えとね。いきなりこんなお話するのも変なのかもしれないけど……聞いてくれる？」


「相手が俺でよければ、なんでも聞くよ」


「うん……私、小さいころにお父さんとお母さんが離婚してて」


　想像以上に重い話が始まった。浩こう介すけが軽く視線を横に向けると、伊い万ま里りは視線をドミノの列にぼんやりと落として言葉を続けていた。


「今はお母さんと一緒に暮らしてるの。で、お父さんのほうは、昔からの立派な家いえ柄がらの人で……しつけに凄すごく厳しい人だった。お辞じ儀ぎの仕方とか、座り方とか、間違えたらもう凄く怒られて、殺されるんじゃないかっていうくらいに怒鳴られて、言葉だけじゃなくて体たい罰ばつとかもあって……最後に土下座してやっと許してくれるの。ひどいんだよ、私まだ幼よう稚ち園えんくらいなのに、お父さんは足で私の頭を踏みつけて、土下座の頭が上がらないようにして──」


「……」


「だから、かな。こういう座り方とかお辞儀とかが癖くせになっちゃってるの。あ、結局それが嫌いやになってお母さんは私を連れてその家を飛び出しちゃったから、今は全然そんなことないよ？　毎日楽しいし、新しい友達もできたし……優しい転校生の人とかねっ」


　こちらの暗い気配に気付いたのか、そこでようやく彼女は顔を横に傾かたむけ、えへへ、と笑う。


「おかしいな。俺には別に優しくない普通の転校生の心当たりしかないけど、まあ、その転校生も隣となりの席の子がすぐ話しかけてきてくれて、転校初日から友達ができて助かったと思ってるという話を風の噂うわさに聞いた覚えが」


「そうなんだ。じゃあ、おあいこってことだねっ」


　伊万里の顔を見ながら、浩介は思う。症候群シンドロームが引き起こす欲望。好きになる資質。伊万里の過去。それには何か関係があるのだろうか。ひどい父親にお辞儀や土下座を強要されて──言うならば、心も身体からだも倒され続けて──だから、なのだろうか。トラウマの転じた欲望。心に秘めた欲望。それが原因なのかもしれない。しかしはっきりとはわからない。


「不思議だね……誰かにこのお話したの、初めてなんだ。離婚してるってことは、昔からのお友達の中には知ってる子もいるけど」


「大丈夫だ、俺はプライバシーを守る男。安心してくれ」


「安心も何も、そこは別に気にしてないよ？　一昨日おととい会ったばかりだけど、那な霧ぎりくんはいい人だってわかってるもん」


「どうかなー、微び妙みようなところだなー。つーか俺がプライバシーを守る男であることを踏まえて、もっと普通の話しようぜ。せっかく土曜の午後っていう楽しげな時間を一緒に過ごしてるんだから。そうだな、塚つか原はらさんはバイトってしてんの？　俺もいつかしようと思ってるんだけど」


「あ、うん。してるよ？　ええとね……」


　それからは牛ぎゆう丼どんを食べながら二人でどうでもいい話をした。バイトの話、趣味の話、友達の話、学校の話、一年のころの話、浩介の前の学校の話。いつしか牛丼の容器は空になっていた。そのとき、


「はーい、では先生はそろそろ帰ります～。みんな、あまり根を詰めすぎないように頑がん張ばってね～。らびゅー！」


　この前と同じ不思議な挨あい拶さつで長閑のどかが体育館を出て行き、それを見送った素す敵てきが手をメガホンにして言ってくる。


「こらー、そこの二人！　いつまでもくっちゃべってないで、そろそろ作業に戻るわよ！」


「やべえ、手が止まってた。まあいいや、これから頑がん張ばろう」


「あ、ごめんね」


「いいよ、楽しかったし」


「うん、私も楽しかった。もうちょっとお話ししたいけど……また今度、だねっ。私、あっちのほうの受け持ちだから」


「あっちにも藍あい坂さかとかいるだろ。無言でやってても気が滅め入いるし、適当に話してみたら？」


　言うと、牛ぎゆう丼どんの容器を片付けていた伊い万ま里りはふと何かを思い出したように首を傾かしげた。


「それなんだけど……私、藍坂さんに嫌われてるのかなあ……？　今まで何回か話しかけてみたんだけど、あんまり喋しやべってくれないっていうか、一言で会話が終わっちゃうっていうか」


「昨日は普通に話してなかったっけ？　診しん察さつみたいなことしてたとき」


「そうなんだけど……なんかね、昨日はお医者さんと患かん者じやの関係だったから特別に話してくれた、みたいな気がするの。実際、藍坂さんがクラスの他の子とかとまともに話してるのって見たことないし」


　それは浩こう介すけも同感だった。


　日中の教室では、素敵は常に一人でいる。冷たい気配のある無表情で、ほとんど口は開かない。授業中は機械的にノートを取っているだけだし、休み時間はふらりとどこかに行ってしまう。完全にクラスで孤立しているのだ。


　だが────放課後に見る彼女の姿は、それとは対照的だ。


　浩介はちらりと視線を動かす。素敵は自分が作ったしおりを覗のぞき込みながら、「ね？　ここがこうで、こうなるから、このカーブは心持ち牌はいの距離を……」と陰かげる子こに今後の手順を説明していた。どこか安心感を覚える、柔らかく自然な表情。陰子が何かを言ったのか、素敵がくすくすと頰ほおを緩ゆるめて笑った。普段の固化した表情が噓うそのように。クラスメイト達のほとんどは、あんな表情を浮かべている彼女の姿など見たことがないに違いない。


　一人で孤立し、それを良しとしている無表情な彼女。素直に自然に、言ってしまえば子供のようなストレートさで感情を表に出す彼女。二面性がある。どちらが本当の彼女なのだろう。あるいは、どちらも本当なのだろうか。


　わからない。藍坂素敵には、まだまだ、謎なぞがありすぎる。


「んー……あいつ、友達少なそうだからなあ。治ち療りように必要なことは話せるけど、普通のダベリとかは苦手……とかありえるかもしれん。まあ、懲こりずに話しかけてみたら慣れて返してくれるようになったりするって」


　そうだね、と伊い万ま里りは頷うなずいた。それから素す敵てき繫つながりで思い出したのだろう、


「そう言えば、黒くろ崎さきさん、帰ってこないね……やっぱり無理に手伝ってくれてたのかな」


「それも塚つか原はらさんが気にすることじゃないって。藍あい坂さかがいいって言ってるんならいいんだろ……ていうか」


「ていうか？」


　小首を傾かしげて聞き返してくる伊万里に対して肩を竦すくめ、浩こう介すけは続けた。


「ああいうタイプの奴やつって、群れるのがカッコ悪いと思ってるくせに妙みように寂さびしがり屋だったりするんだよな。戻ろうかどうしようか迷いまくりながら近くで俺らの様子窺うかがってる、とかでも俺はあんまり驚かないぞ」





　黒崎空くうは体育館の傍そばに生えた木の上にいた。木の幹に背中を預け、組んだ足を太い枝の上に伸ばしている。視線の先には、体育館の二階部分、キャットウォークの部分に備えつけられている窓。さすがにここからの風が直接ドミノを倒すことはないと考えてか、換かん気き用に少しだけ開けられていた。だが中の声は聞こえず、この場所からは体育館の床に這はいつくばって作業に勤いそしむ奴らの姿が見えるだけだ。


「……ふん」


　空は馬ば鹿かにしたような鼻息を一つ。近くの枝に引っ掛けていたコンビニのビニール袋をまさぐり、よく冷えたペットボトルのコーラと菓子パンを取り出す。その味気ない夕食を摂とりながらも、彼女の不機嫌な視線は体育館の中から外れない。


　あんな蒸し暑いところでよくやる。馬鹿じゃないのか。自分は馬鹿ではないからあんなことはしない。一人でのんびり気楽にやらせてもらおう。


　夕ゆう闇やみを纏まとった風が、さわさわと枝を揺らす。空は目を細め、独り呟つぶやく。


「家に帰っても……あっちーんだよな……」


　木の上は涼すずしい。だから──ここでしばらくのんびりと涼んでおくのも、悪くはない。そう、悪くはない。


　そんなことを考えながら食事を終え、空は頭の後ろで手を組んでまた木の幹にもたれかかる。


　涼しいのはよくても、ここは暇ひますぎた。見て楽しいものもなかった。


　だから、仕方なく。


　空はずっと、体育館の中を眺ながめ続ける。





　　　　[image: ]





　本もと橋はし加か奈な子こは人形が好きである。一番の宝物は、加奈子が小学生のころに病死した母が昔遊園地で買ってくれた着せ替え人形。彼女に仲間を増やしてあげようと人形を買い集めていくうちに、加か奈な子こはいつのまにか高校を卒業し大学生になっていた。その大学生の加奈子が一人暮らしをしている部屋には、未いまだ大小様々の人形達が並んでいる。知りあった誰かを勇気を出して招待しても、そのときに返ってくる反応は引き攣つった愛想笑いか遠えん慮りよのない「キモっ」という声だけで、誰かを家に呼ぶのは随ずい分ぶん前に諦あきらめた。


　けれどそんな加奈子にも半年前、バイト先で友達ができた。二つ年下の由ゆ梨り絵えちゃん。可愛かわいい女の子なのに模型が趣味だという彼女は、加奈子の趣味にも理解を示してくれ、最後の勇気を振り絞しぼって家に招待しても「凄すごいね」と感心したように笑うだけで他の人のように引いたりはしなかった。とても幸せだと思った。加奈子はさらにバイト代を注ぎ込んで心おきなく人形を買い集めた。しかし数日前、


「やっぱり、ちょっと異常なくらいの量じゃないですか？　少し整理してもいい気がします」


　などと彼女が言い出した。家族のような人形達を捨てるなんて、たとえ一体でも許されることではない。加奈子は迷った。友情を取るか人形を取るか。そしてはたと気付く。こんなことを天てん秤びんにかける自分はやはり異常なのではないか。迷って迷って、さらに迷って、噂うわさで「親身になって話を聞いてくれる人がいる」と聞いたある場所へ足を運んで──そして。


　迷いは、あっさりと、晴れた。


「ふん、ふふん～[image: ]」


　鼻歌を歌いつつ、部屋の床に女の子座りした加奈子は人形用の服を持ち上げる。どれにしよう。これにしようか。こっちもいいな。いやいや待て待て。うっかりしていた。


　新しい人形には、このサイズでは合わない。


　そうだそうだ、と加奈子は軽い足取りでタンスに向かう。その中を引っ搔かき回しつつ、


「ねえ、あなたはどんなのが好き？　私は普通の服しか似合わなくてあんまりあなたに似合いそうなの持ってないけど、明日いろいろ買ってくるからね？　フリル系とかいいかなあ。それとも逆にカッチリしたほうがよかったりして……ううん、悩むねっ。あっ、そう言えば高校のときの制服があったんだ！　オヤジ臭くさいかな？　でも可愛いよねっ！　じゃあこれ着てみようよ、きっと似合うから！」


　タンスの奥の奥から取り出したセーラー服を手に、加奈子は躍おどるように振り返る。人形は答えない。当然のように答えない。足を伸ばして壁にもたれかかり、もはやぴくりとも動くことなく、焦点の合わない目で虚空を見つめていて、由梨絵という名前を与えられた、加奈子と同サイズの人形は──何も、何も、答えない。


　勿もち論ろん答えないのは知っている。人形が答えると思っているなんて、そんなの狂きよう人じんではないか。自分はそんなおかしな人間ではない。


「あ。忘れてた」


　その人形を見やり、加奈子はふと気付いた。彼女には似合わない装そう飾しよくが残っている。こんなのダメダメ。装飾と言えばネコミミとかつけちゃうのもいいかな。やっぱりオヤジ臭い？


　そして加か奈な子こは、その人形の首筋に深々と刺さっていた包丁という装飾を抜き取った。


　途と端たんに噴ふき出る赤色。びちびちびゅるびゅるとだらしなく漏もれる液体。


　ただでさえ赤く汚れていた部屋が一いつ瞬しゆんでさらに汚れてしまったが、そんなことは微み塵じんも気にせず、加奈子は思う。


　この人形は、生きがいいなあ。


　最高！





　今日も《おはなしやさん》としていろいろな人の話を聞いた。何かに迷っている人の力に少しでもなれたのなら、これに勝まさる喜びはない。ある意味、誇ほこりとやりがいを感じていると言ってもいいだろう。疲つかれ以上に充じゆう実じつ感があった。


　ここを訪おとずれてくる人の数が増えてきたため、しばらく前から相手の情報や相談内容をカルテのようにメモしてファイリングすることにしていた。千せん導どう賢けん慈じは本日訪れた最後の悩み相談者──《本もと橋はし加奈子》と書かれた紙を大事に机の中に仕舞い込み、それから明日来る予定の相談者のファイルを引っ張り出す。誇りとやりがいがあるからこそ、明日のための準備もしっかりとしておかなくてはならない。


　相談者の情報を再度頭に叩たたき込んでいると、ふと一人のファイルで手が止まる。少しだけ気になることを思い出したのだ。相談しに来てくれる人に対する差別は良くないが、明日の予定者の中では彼女を特に注意して診みてみることにしよう。


　もう名前を覚えてはいたが、賢慈はもう一度、手中のファイルをじっと眺ながめる。


　その彼女の名前は──
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　戦いは苛か烈れつを極めた。ドミノ牌はいを摘つまむ。立てる。並べる。微び調ちよう整せい。たったこれだけのことが、どうしてこんなに人間の神経をすり減らすのか。夜が更ふけるにつれて体育館には無言の時間が多くなり、誰の顔にも疲ひ労ろうが色濃こく現れ始める。そのうちに伊い万ま里りがドミノを見つめて「あぅ……た、倒したいなぁ……ぞくぞく」などと症候群シンドロームのせいか不ふ穏おんなことを呟つぶやき始めたので、医術部の部室に案内して仮眠を取らせた。それを契けい機きに、他のメンバーも交替で数時間の仮眠を取ることにする。「わ、わたくしや素す敵てきさんが使った布団に潜もぐって何をする気なのですか貴方あなた!?　おぞましい！」という陰かげる子この主張で、浩こう介すけだけは椅い子すで眠ることを余よ儀ぎなくされていたが。


　深夜を過ぎて空腹を覚えると何度かコンビニまで買い出しに行った。そのころには全員が疲れを通り越したハイテンションになっており、「うまい棒は本当にうまい棒だな！」などと叫びながらそれを口に咥くわえてひたすらにドミノを並べ続けるという謎なぞの光景も展開される。


　いつしか朝が訪れ、グラウンドから運動部の掛け声が聞こえ始め、正午になってその声も一いつ旦たん聞こえなくなり、そして──





　浩こう介すけがドミノを並べようとする。ふと、その場にいる全員の視線が自分に集まっていることに気付いた。誰もその手を動かしてはいない。


　ああそうか、と、浩介はどこか名残なごり惜おしいような気持ちで思った。今までの辛つらさを考えれば、そう思えることがひどく不思議だ。


「ど、どうしたのよ。早く置きなさいよ」


「パス」


「へ？」


　持っていたドミノ牌はいを、よれよれになった白衣を着ている素す敵てきに手渡す。取り落としそうになって、慌あわてて素敵はそれを握にぎり締しめた。怪け訝げんそうな顔で見返してくる。


「記念っつーか節目だろ。ボランティアの俺がやるより、部長殿どのがやったほうがいい」


「そう……？」


「そうだよ。ほれ、さっさとしろ」


　素敵は手中の牌を見つめる。一つ頷うなずいてから、決意したように歩を進め、ドミノの列の端はしに慎しん重ちようにしゃがみ込み──やはり慎重に、一分ほどもかけて、置く。


　ほ、と素敵が溜ため息いきを漏もらした瞬しゆん間かん、


「やっ……たー！　すごいすごい！」


　満面の笑みを浮かべ、伊い万ま里りが浩介に飛びついてきた。びっくりしたが、眠気と疲ひ労ろうと達成感のハイテンションがトリプルになってるんだろうなあ、と納なつ得とくし、しかし制服越しに感じるむにゅむにゅ感にこれはいろいろキケンだと思い直す。


「ちょ、塚つか原はらさん、喜ぶのはいいがあんまり暴れると危ない……！」


「わ、そ、そうだねっ。ごめん。ここで崩くずしちゃったら意味ないもんねっ」


　伊万里と笑い合ってから、浩介は素敵のもとへと近付いた。


「手。こうしろ」


「……何よ。こう？」


　挙手のように腕うでを伸ばす素敵。浩介はその横を通り過ぎるようにしながら、自分も同じように腕を伸ばし──ぱん、とその掌てのひらを打ち合わせる。ああ、自分もハイテンションになってるんだろう。間違いない。


「わ」


「……お疲つかれ」


　素敵は驚おどろいたように自分の掌を見つめていたが、やがてじわじわとその顔に笑みが広がってきて、


「……うん。あんたも、お疲れ様、ね」


　畜ちく生しよう。


　やっぱり、こいつの笑顔は卑ひ怯きようだ。





　慎しん重ちようすぎる慎重さでもって、ドミノの間に挟はさんでいたストッパーを全て外す。それだけで準備は整った。陰かげる子こは疲ひ労ろうした様子だが相変わらず傘だけは手放さず、加えて部室から持ってきたＤＶＤビデオカメラを片手に構えている。素す敵てきは腕組みをしてドミノの列を眺ながめている。


「黒くろ崎さきさん……帰って、こなかったね。一緒に見られればよかったのに」


「……おう。でも、携帯も繫つながんねーみたいだしな……」


　まったく、何をしてるんだか。量は少ないとはいえ、あいつが並べた部分もこのドミノには確かにあるのだ。見にきたところで誰も文句は言わないのに。


　素敵が手を打つぱんという音が、そんな浩こう介すけの思考を終了させる。


「よっし、いつまでも感かん慨がいに浸ひたってても仕方ないわ。それじゃあ塚つか原はらさんはこっちに。自分のタイミングでやっちゃっていいわよ」


「う、うん」


　緊きん張ちようした面おも持もちで伊い万ま里りがスタート地点に移動する。すうはあと深呼吸して、


「うう、どきどきするなあ……せっかく並べたのに、何か勿もつ体たいないような……」


「何を仰おつしやいますか。ここで倒さないほうが勿体ないですわ」


「そうそう。遠えん慮りよはいらないわ、カタルシスを大爆ばく発はつさせる感じでやっちゃって」


　陰子と素敵の言葉に、伊万里は頷うなずいた。それからゆっくりと膝ひざを曲げてしゃがみ込み、


「みんな……ありがと。うん、じゃあ、やるね」


　ぷるぷると、疼うずくように震えながら、彼女の白い指が伸びていく。伸びていく。目的地の数ミリ手前で逡しゆん巡じゆんするように一度止まり、しかし伊万里の吐と息いきと共に指は再度の前進を始め──


　そして、ちょん、と接せつ触しよく。


　ゆらりと倒れたドミノ牌はいが最初の一音を鳴らし、彼女を救う大楽曲の演奏開始を告げる。





　空くうはまだ樹上にいた。涼すずしくて心地好よすぎてウトウトしているうちに一夜が明けてしまったのだ。それ以外の理由などあるはずもない。


　視線はやはり体育館の中。首しゆ尾びよく完成したドミノの列と、それを感慨深げに眺める一同の姿。ほら見たことか。自分なんかいなくても上う手まくいく。自分なんかいないほうが上手くいく。別に自分を卑ひ下げしているわけではない。それは当然のことなのだから。


　あんな細かい作業、よくやるものだ。そして陰子もよく付き合うものだ。どうしてあいつに付き合う？　どうして自分のように放り出して逃げたりしない?


　自問するが、答えはわかっていた。自分が陰子と同じ立場であるが為に、わかっていた。


　借りがあるからだ。


　一生をかけても返せないほどの、大きな大きな、借りが。


「……」


　上う手まくいくだろうか、とふと思った。テレビ画面の向こうで行われる感動企画のようにどうでもいいが、案外抜けているところがある奴やつらだから、失敗してもおかしくない。そうしたら奴らはどうするだろう。悲しむだろうか。泣いてしまうだろうか──


「ち……」


　空くうは舌打ちを一つ。


　うるさい泣き声だけは聞きたくなかった。


　自分はまだ眠り足りないのだ──そんなのが聞こえてきたら、とても心安らかに寝ることなどできなくなってしまうではないか。
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　連れん鎖さという現象は美しいものだと初めて知った。絶え間なく流れるからからという音が心地好よい。その単音の楽曲を身に纏まとい、存在と非存在の狭はざ間まにある波が走る。単たん騎き突とつ進しんする戦士のように雄お々おしく直進し、コンピュータ上に数式で表された図形のように正確にカーブし、オリンピックで技を披ひ露ろうするスケーターのように誇ほこらしくも華か麗れいなターンを決める。有う象ぞう無む象ぞうの単なる直立物体が奇き跡せきのように躍やく動どうさせる、波という生命。


「……来るわよ」


　素す敵てきの小さな呟つぶやき。響ひびいていた単音が枝分かれし、僅わずかにピッチを上げた第二音の多重奏へと変じる。扇おうぎ型にサラサラと広がっていく波。意味の取れない幾き何か模様を示していた長方形のゾーンが、ものの数秒で真の姿を現す。倒れた色違いの牌はいが描き出すのは、《医術部》の三文字──


「うはは！　設計図で見て知ってたけど、ダサいな！　他にいい文字なかったのかよ!?」


「う、うっさいわね！　私達らしくて素敵じゃない!?」


　浩こう介すけに怒鳴り返しながらも、素敵は笑っている。浩介としても、本当にダサいと思っているわけではなかった。なんでもいいから声を出したかっただけだ。


「あん、凄すごい、凄いよぅ……こんなに、一度に、倒れ、倒れちゃって……」


　伊い万ま里りはドミノが次々と倒れていく様をとろんとした目で見つめていた。頰ほおを上気させ、制服に包んだ身体からだをどこかエロティックな仕草でもじもじと震わせている。


　本線は止まらない。さらに単音を響かせながら、カーブでその音に僅かなアクセントを与えながら、さらに波が躍おどる。連続ターン。一筆書きで面積を埋めながら円の中心に向かい、そこから一直線に大脱だつ出しゆつ。また別のところではシンプルな太陽と月の絵を浮かび上がらせる。ＩＭＡＲＩというアルファベットを浮かび上がらせる。これは正直、本当にダサかった。それでもよかった。ドミノに組み込まれているのは子供っぽい単純な図ず柄がらやアイデアばかりで、テレビの企き画かくで見るような立体的な仕掛けなどはない。けれど浩こう介すけには充じゆう分ぶん素す晴ばらしいものに思えたのだ。ダサくても、子供っぽくても、関係ない。話が決まって並べ始めるまでの一日弱で配置を考え、しおりまで作った素す敵てきの努力を馬ば鹿かにする気にはなれなかった。


　もはやドミノの残りは三分の一ほどだ。名残なごり惜おしい。この至福の時間をもっともっと味わっていたい。しかしそんなことは許されない。次に向かうは連続で枝分かれし、細長い長方形の場所で段階的に絵を浮かび上がらせていくゾーン──


　だが、そのとき。


　ふと、音が聞こえなくなった。


　停止する。あらゆる人と物の動きが停止する。どれだけ耳を澄すませても、どれだけ目を凝こらしても、何も動きはない。今までの快調さが何かの間違いだったかのように。


「うそ、だろ……？」


「やだ……あそこ、私が担当してた、ところ、だよね……？」


　伊い万ま里りが愕がく然ぜんとした様子で呟つぶやく。広い体育館の体積が、どんどんと狭せばまっていくような錯さつ覚かく。


　その体積を何かが代わりに埋めていた。じわじわと存在感を強めていた。


　重く。息苦しく。粘ねん着ちやく質しつで。


　深い沼地の底に蟠わだかまる、暗黒の汚お泥でいのようなそれは──


　きっと、絶望感、と呼ばれるもの。


　浩介は拳こぶしを握にぎり、伊万里はただ震え、素敵は唇を嚙かみ、陰かげる子こはビデオカメラを片手で構えたまま、そっと傘を下げて自分の顔を隠し──そして。
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　やっぱりだ。言わんこっちゃない。


　黒くろ崎さき空くうは、刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんの後──ヘッドホンを外した。首に引っ掛ける。


　ポケットに突っ込んでいるそのジャックには、いつも通り何の音楽機器にも繫がっていない。音楽が聞こえないのは元からだ。変わらない。その行為で変わったのは、ただ。


　その適度な防音効果がなくなり、自分の呼吸音が聞こえるようになったことだけ。


「……はぁ……んっ……」


　眉まゆを寄せる。頰ほおが赤くなる。身体からだの奥から湧わき上がる衝しよう動どう。それに耐えてリズムを聞く。生命のリズム。それを制せい御ぎよし、そして導く。最高のリズムの呼吸へ。


　体内の隅すみ々ずみまで循じゆん環かんする酸素。霧きりが晴れたかのように五感が鋭えい敏びんになる。見下ろすのは体育館の中。床板の節目の一つ一つ。立ち尽くす奴やつらの姿。そして、僅わずかに開いた窓と、ほんの僅かなミスでバトンを受け取り損ねて立ち尽くす、一枚のドミノ牌はい──


「すぅ……はぁっ……」


　リズムは完成した。手の中に握にぎり込んでいた小石の重みを意識する。その質量。彼ひ我がの距離。角度。重力。大気摩ま擦さつ。温度による微び細さいな気圧変化。


　それらの全てが、見えている。


　だから、彼女は腕を大きく振りかぶって。


　遙はるかな高みから、ひたすらに遠い距離から。


　開いた窓の中へ。その先にある一枚のドミノへ向けて、手中の小石を投とう擲てきし──
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　こつっ……からからから。


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあり、


「わ、わー！　動いた！　よかった、何かに引っ掛かってただけだったのかなっ？　うー、危なかったー！」


　伊い万ま里りがぴょんと跳はね、泣き出しそうなほどの安あん堵どの表情でほっと胸を撫なで下ろす。安堵したのは浩こう介すけも同じだったが──何か微妙な違和感があった。素す敵てき達のほうに視線を向けると、見えたのはそれぞれ一瞬だけ視線を交わしていた医術部二人の姿。陰かげる子こは苦笑したように顔の前の傘を小さく揺らし、素敵は軽く緩ゆるんだ頰ほおで肩を竦すくめ、それからまたドミノの進行を眺ながめ始める。気にはなったが、今はドミノだ。


　窮きゆう地ちを脱した波を、もはや押し留めるものはない。疾しつ走そう。疾しつ駆く。歓かん喜きするように牌が倒れていく。からから、からから。ゴール地点はすぐそこだ。最後は赤いドミノで作られた[image: ]の形をしたゾーン。下部から突入したドミノの波が滑すべるように広がり、さらららというこれまで以上に涼すずやかな音が流れ──そして。


　一番端はしのドミノ牌が倒れると、全ての音が途と絶だえる。先程の不安に満ちた沈黙ではない、それはひどく心地好よい静せい寂じやく。


「やったー！　やったよ、那な霧ぎりくん！　全部倒れた！」


　また伊万里が隣となりにいた浩介の腕に飛びついてきた。もう倒れるものはないからいいといえばいいのだが、今度はその柔らかい感触が純然と気になる。「お、おう、やったな」と浩介がもごもごしていると、伊万里もすぐに気付いて「あ、ごめんねっ」と僅かに頰を赤くして飛び離れた。そこに素敵がやってきて、


「塚つか原はらさん、どう、気分はすっきりした？」


「すっきりなんてものじゃないよー！　なんかもう、ふわーっとしてぱわーっとして、胸のつっかえが取れたみたいな感じで！」


「それならよかったわ。一応確認させて」


　素す敵てきは聴ちよう診しん器きを伊い万ま里りの首筋やら額やらに押し当てる。だがすぐに頷うなずき、


「大丈夫ね、治まってるわ。これでもう無む闇やみに何かを倒したいと思ったりはしないはず」


「うん、何かわかんないけど、自分でもそんな気がするんだ……本当によかった。ありがとう、藍あい坂さかさん、宵よい闇やみヶが原はらさん、那な霧ぎりくん……いないけど、黒くろ崎さきさんにも。みんなにありがとうって言わなくちゃ！」


　伊万里はとりあえず手近にいた素敵をハグしながら、その場にいる人間の顔を見回して言った。素敵は「こ、こら、にゃにすんのよ……！」と恥はずかしそうにもじもじしている。そんなスキンシップには慣れていないのだろう。陰かげる子こもこのときばかりは微笑ほほえましいものを見るような目で二人の様子を眺ながめていた。


　ひとしきり喜びの余よ韻いんを味わうと、次に訪おとずれるのは後片付けタイムだ。身体的には今すぐ家に帰って寝たいところだったが、さすがにこれを無視するわけにはいかない。急激に襲おそってきた眠気にフラフラしながら、浩こう介すけは散らばったドミノを搔かき集めて段ボールの中に入れていく。そう言えばこれはどこから調達してきたのだろうか。素敵が自腹で買ってきたものなら彼女の献けん身しんに頭が下がる……部費から出たのなら、この部に予算を与えている学校の寛かん容ようさに頭を下げよう。


　そんなとき、ふと浩介の近くに素敵がしゃがみ込んだ。浩介と同じようにドミノの牌はいを適当に段ボール箱に入れていく。何か言いたいことでもあるのか、ちらりと彼女の目がこちらに向けられるが──逡しゆん巡じゆんするかのように、その視線はすぐに逸それた。


「……何だよ」


　こちらから言ってみても、言葉はすぐには返ってこなかった。プラスチックの立てる小さな音が聞こえるだけの時間がしばらく続き、そうしてようやく、


「実はさ……あんた、この手伝いに来ないかも、って思ってた」


　今更何を言うのかと思った。浩介は顔を顰しかめ、


「お前が来いって言ったんだろうが。んでついでに言えば脅きよう迫はくしてきたんだろうが」


「そうだけど……」


　素敵はもごもごと口くち篭ごもるように呟つぶやいた。囁ささやき声で、言葉を続ける。


「あんたも、もう医術部の噂うわさくらいは聞いてるんでしょ。変人ばかりだとか、何をしてるのかわからない部活だとか、何されるかわかんないから近付かないほうがいいとか……」


「まあ、な」


「……だから、よ。来ないでもおかしくないかな、って思ったの。評判の悪い変人達と付き合ってると、あんたも変人扱あつかいされてもおかしくないわよ。まだ転校してきたばかりなのに」


　どこか寂さびしそうに、どこか不安げに、素敵はそんなことを言う。


　ああ、意味はわかる。言いたいことはわかる。でも──それは、あまりにもこちらを馬ば鹿かにした発言だった。怒りを通り越して呆あきれてしまう発言だった。浩こう介すけは乱暴にドミノを段ボールに放り込みつつ、


「残念だったな。実を言えば変人の相手は慣れてるんだ。いや、お前らなんてまだまだ甘いね。俺が今一緒に暮らしてる従い姉と妹こは凄すごいぞ。一応作家って職業らしいんだが、どう説明していいかわからないくらいの奇行博物館だ。お前は『効果的なパンツの見せ方！　効果的なパンツの見せ方！　締め切りまであと五時間、降りてきてよパンツの神様！　ヒギャー！』とか叫びながらリアルに床を転げ回る生き物の姿を見たことがあるか？　ちなみにそいつは二十三歳独身の女だ」


「それは……凄いわね。見たいような、見たくないような……」


　何やら戦々恐きよう々きようとした表情で呟つぶやく素す敵てき。それにな、と浩介は付け加えた。


「確かにお前らは変人だって言われてたけどよ……長なが尾おも、塚つか原はらさんも、悪い奴やつじゃないと思うって言ってた。悪い奴らじゃないのに付き合いを気にするのなんてヘンだろ」


「……ん」


　曖あい昧まいに素敵は頷うなずいた。ずっと視線は足元のドミノに注がれたままだが……なんとなく、その頰ほおが赤くなっている、ような。止やめろ、そんな態度をされるとこちらまで恥はずかしくなってしまうではないか。


　そうこうしているうちにドミノの片付けが終了する。そのころには素敵もいつもの雰ふん囲い気きに戻っており、眠そうに欠伸あくびを嚙かみ殺すだけになっていた。やれやれ、と腰を伸ばして立ち上がったとき、浩介はふと思い出す。


「なあ、そういや一回ドミノが止まったときがあっただろ。塚原さんは気付いてないみたいだけど、あのときなんかおかしな音がしなかったか？」


　ふひゃあぅー、と長い欠伸を漏もらしてから、素敵は何かを面おも白しろがるようににやりと笑った。


「うん？　……ふふん。あのへん片付けてれば証しよう拠こ品を見つけられたはずだけど、もう遅いわね。あえて私は何も言わないわ。気になるんなら陰かげる子こさんが撮ってたビデオでもチェックしてみたら？」


「……？」


「それじゃ今日はもう解散。私達は部室にこれ片付けに行くけど、あんたはもう帰っていいわよ。ふわぁ……ああ、それからこの余ったジュースとかお菓子はお駄だ賃ちんであんたにあげるわ」


　はい、と足元にあったビニール袋を拾い上げて手渡してくる。浩介は眉まゆをぴくりと動かし、


「中身がいつのまにかバリウムにすり替えられてるとかじゃないだろうな？」


「あ、その手があったか──じゃなくて、さすがにレントゲンは部室にはないわよ。いくら安くても数百万はするもの」


「金があったら当然買ってるみたいに言うな。まぁいいや、それなら遠えん慮りよなく貰もらっとくよ」


「ん。一応言っとくと、これ、持って帰って家で食べるより素敵な使い方があるかもね？」


「なんだそりゃ？」


　素す敵てきは鼻で笑っただけで何も答えず、伊い万ま里りと共に段ボール箱を持って部室に戻っていく。そう言えば「唯ゆい一いつの男手だから運べ！」と言われてもおかしくはなかった気がするのだが、あっさり解放されるなんて不思議だ。何か他に面めん倒どう臭くさくもやるべきことがあって、それを自分に押しつけようとしているのではないかと勘かん繰ぐってしまう。


「……ま、いいか」


　とりあえずは素敵が勿もつ体たいぶっていたあの疑問の答えをはっきりさせておこう。言われた通り、素敵達に続いて部室に戻るところだった陰かげる子こを捕まえてカメラを借りようとする。


「ほう──早さつ速そくですか。残念ですが、このわたくしが記録していた以上、貴方あなたの喜ぶようなものは何も映っていないと断言いたしましょう。パンチラも胸チラも期待するだけ無む駄だですわ」


「期待してねえ！　ちょっと確認したいことがあるだけだよ」


「まあいいでしょう。どうぞ」


　陰子からカメラを受け取り、今まで撮っていたドミノ倒しの動画をプレビュー画面上で再生する。早送りして問題の場面に辿たどり着き、


「……」


　辛かろうじて、映っていた。窓の外から飛び込んでくる、小さな小さな何か。その直後、カメラのレンズは激しい手ブレのように一瞬だけ体育館上部にある窓のほうを向き──その向こうにちらりと金色のものを映し出す。


　ふうと息を吐はきながら、浩こう介すけは陰子にカメラを返した。


「難しい子、とか藍あい坂さかは言ってたな。そんなレベルかこれ？」


「おほん……別に難しい子などではありませんわ。けっして悪人でもないですし。ただ、その……少しばかり、難しいだけです」


「どっちだよ」


　肩を竦すくめて言う陰子に半眼でツッコむ。あのときの意味ありげな目配せ……やはりこいつらには誰の助けがあったかわかっていたのだろう。カメラを受け取った陰子は、静かに踵きびすを返しながら、


「ともあれ──まだいると思いますわ。よろしくお願いいたしますわね」


　やっぱりそれが俺の後片付けなのか、と浩介は思った。


　予想していたのとは違って、別に面倒臭いとは思わなかったが。





「よう」


「うわっ!?」


　するすると木の幹を伝って下りてきた金髪ヘッドホン女の背中に声をかける。彼女は大おお袈げ裟さにビクリとしつつ振り向いた。そこにいるのが浩こう介すけであることに気付くと、いつものように眉まゆを吊つり上げ、


「なんだお前か変態。今度はあたしのスカートの中でも覗のぞきたくなったか？　誰が見せるか、全力で握にぎり潰つぶすぞ！」


「お前って……はぁー」


「な、なに人の顔見るなり溜ため息いきなんてついてやがんだ！　一応言っとくけど昼寝してただけだかんな!?　変な勘かん違ちがいするなよこの野郎！」


「さっきは助かった。ありがと。お前、いいやつだな」


「な……！」


　不意打ちで言ってみた。かーっと空くうの顔が赤くなる。けれどそれを自分でもまずいと思ったのか、顔を伏せるようにしてのしのしと歩き始め、


「な、なんだよそれ、わけわかんねぇ。死ね。黙れ。握り潰す前に潰れろ……あたしは帰るかんな。そしたらこの木に愛の告白するなりパンツ脱いで跨またがるなり好きにしろよ」


「帰るのは全然いいが、プレゼントだ。ほれ、持ってけ」


　横を通り過ぎようとした空の手に、浩介は持っていたビニール袋を強引に引っ掛ける。


「な、なんだこれ。プレゼントなんていらねぇぞ、キモい」


「心底嫌いやそうに言うな、さすがに傷つく……ただの買い出しの余りだよ。みんなで食ったんだ、お前も食っとけ」


　そうだ。素す直なおでなくても、難しくても、やっぱりこいつは医術部のメンバーで、彼女達の仲間だった。だったらこれは外せない。


　ち、と舌打ちをした空が、口をへの字にしたままビニール袋をまさぐる。中に入っているのは数本のジュースと、眠気覚ましの栄養ドリンクと──


「おい。なんだこれ」


「うまい棒だ……うまいぞ？」


　ふん、と空は鼻を鳴らし、浩介に背を向けて再び歩き出した。もうその表情は見えず、


「──知ってるよ」


　聞こえてきたのは、不ふ貞て腐くされたようなその声と。


　何かを齧かじる、さくり、という音だけ。
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　大変だったけど、楽しかった。自分の変な病気が原因だったとはいえ、いい思い出になったと思う。明日学校に行ったら、もう一回みんなにお礼を言わなくては。


　眠気はあったが、それ以上に興奮していた。伊い万ま里りは跳ねるような足取りで家路を辿たどる。その途と中ちゆうでふと思い出した。今日の予定のことを。


　素す敵てきに説明した通り、先月この変な欲求に気付いてから、伊い万ま里りはいろんなことを試していたのだった。頑がん張ばって我が慢まんする。我慢してみない。何か別の気晴らし方法、ペン回しやルービックキューブや携けい帯たいゲームを無理矢理にやってみる。そして──誰かに相談してみる。


　友達との何気ない会話の中で出てきた噂うわさ話。なんでも悩みを聞いてくれる、そして話を聞いてもらうだけで不思議に気分が楽になるという、《おはなしやさん》。雑居ビルの一室。そこで何度か話を聞いてもらった男の子のことが思い浮かぶ。はっきりとは聞かなかったが、雰ふん囲い気きからして多分上級生だろう。詰つめ襟えりの制服を着ていて、落ち着いた態度で、結構どころかかなり恰かつ好こういい（自分の趣味とはずれていたが）、美形の少年。


（どうしよう。もう治ったんだから、お話の約束はキャンセルしちゃってもいいかな……でも失礼かな……そうだよね。藍あい坂さかさん達のことはあまり話さないって約束だから言えないけど、このまま行って『治っちゃいました』って報告くらいはしとこう。時間も丁度いいし）


　結構眠いけれど、もう一頑張り。今日は気持ちよく眠れそうだ。


　そうして、伊万里はまっすぐ自宅へ帰ることを止やめ──





　千せん導どう賢けん慈じという名の少年が待つビルの方向へ、その足を向けた。






第三診「医療過誤」-breakdown, countdown, and please fall down-
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　まったく休んだ気がしない週末が明け、月曜日。


　簡単に言えば、伊い万ま里りが妙みようだった。体調でも悪いかのように、どこかぼんやりふらふらとしている。隣となりの席なのでどうしても目に入って気になってしまい、


「風か邪ぜでも引いた？　昨日無理しすぎたんじゃ？」


　と何度か聞いてはみたが、そのたびに伊万里は「ううん、大丈夫だよ？」と笑うだけだった。お茶を濁にごしているとか、虚きよ勢せいを張っているというよりは──彼女自身、自分がぼんやりしていることに気付いていないような気がする。話しかければ普通に受け答えしてくれるが、その話しかけられていることに気付くのに時間がかかるという感じだ。


「昨日!?　日曜日に塚つか原はらさんと何があったんだ!?　那な霧ぎり、お前……塚原さんにはファンクラブがあるから気をつけろとあれほど忠告したのに！　ナニ、聞いてない？　当然すぎて言い忘れたのか、じゃあ今から忠告だ。ぽっと出の転校生に奴やつらはきっと容よう赦しやしない……いいか、夜道には気をつけろよ。んでそれはそれとして二人で何をしてたんだ、教えろ！」


　とかなんとかやかましかった長なが尾おは単に風邪っぽいだけだと思っていたようだが、素す敵てきだけは浩こう介すけと同じように「妙ね……？」という怪け訝げんな視線を伊万里に向けていた。何度か伊万里に話しかけようとしているような気配も感じたが、伊万里は素敵と違って友達が多い。女子の輪の中でぼんやりしている伊万里に話しかけようとして、しかし気き後おくれしたように椅い子すに座り直す素敵の姿は、昨日聞いた彼女の言葉を浩介に思い返させた。自分達は変人。あんたも変人扱あつかいされるかも。まったく、気を利きかせてるんだか何なんだか。


　そして放課後──


「とと、そうだった。これ返さなきゃ……って、あれ？　塚原さんは？」


「帰ったんじゃね？　ちょっと前にふらふら出てったぞ。やっぱ調子悪かったのかなー」


　長尾の言う通り、隣の席にもう鞄かばんはない。それは困った。五時間目の数学の時間に爆ばく睡すいしてしまい、浩介は伊万里のノートを借りて六時間目の間に写させてもらっていたのである。数学教師はよりによって明日提出の宿題をノートに書き写させていたから、このノートを返さなければ伊万里は明日までその宿題ができないことになる。


「まずいな……早めに帰って家で寝るとか病院に行くとかって感じか。体調的にはむしろぜひそうしてくださいって感じだけど、ノート返せないぞ」


「そういや塚つか原はらさん、今日バイトの日だったんじゃねえ？　真ま面じ目めな人だからなー。ひょっとしたらバイトのために早く帰ったのかもよ」


「マジでか。もしそうだったら頑がん張ばりすぎだろ……」


　しかし充じゆう分ぶんありうることのように思えた。自分で自分がふらふらしていることに気付いていないのならば。じゃあどうする……？　と浩こう介すけは考えて、そして結局、


　こんな手に出た。


「頼む、藍あい坂さか！　俺と一緒に味み噌そ汁しるを飲んでくれ！」


「な……」


　医術部の部室。いつもの机の前ではなく、テーブル近くの椅い子すに座って陰かげる子ことオセロに興じていた素す敵てきが一いつ瞬しゆん固まって、それから大おお袈げ裟さにその椅子から転げ落ちた。ややあって身を起こすと、ヨロヨロオタオタとした足取りで奥スペースに歩き出し、


「ま、末期……末期症しよう状じようよ！　ついにこの男、《女なら誰でもいいから自分のモノにしたい病》に……！　しゅ、しゅじゅちゅが必要だわ……！」


「待て、違うぞ!?　今のは『僕のために味噌汁を』とかそういう系のプロポーズの言葉とかじゃねぇからな!?」


「ぷ、ぷろぽ……ふふ、ふふふふ！　面おも白しろいことを仰おつしやいますわね、面白すぎてわたくしも貴方あなたと遊んであげてもいいという気分になってしまいましたわ！　さあ遊びましょう、白！　黒！　白！　黒！　おかしいですわ、一枚もひっくり返りませんわ!?　オホホホ！」


「ゲル子、お前も意味不明な台詞せりふと笑顔でオセロの駒こまを投げつけてくるな！　痛いた怖こわい！」


　しかし今のは自分でも会話の切り出し方を間違えたような気がしないでもない。少しばかり反省し、改めて一から事情を説明してみる。


「……で、とりあえず塚原さんのバイト先に行ってみようと思うんだが、こないだ聞いたところによるとお店は味噌汁とかあんみつとか出す和風喫きつ茶さらしい。一人だとなかなか行きにくいっつーか、男一人でバイト先にまで押しかけるのはストーカーっぽいっつーか、なんかファンクラブまであるみたいだしこれ以上刺激したくないっつーか。今日長なが尾おに言われてから気付いたけど、マジで不ふ穏おんな視線を感じたりするようなしないような。まあそれは気のせいだとしてもやっぱり女の子一人をバイト先まで追いかけるのは誰かに誤解を招く恐れがあり」


　椅子に座り直した素敵が、そこで呆あきれたように手をひらひら振りながら言った。


「あーはいはい。だから一人じゃなくて誰かと一緒に行きたいってわけね。それがなんで私達なのよ。その……長尾だっけ？　あいつとでも行けばいいじゃない」


「あいつ部活なんだよ。てか男二人で喫茶店はなんか嫌いやだ」


「じゃあ他の女の子でいいでしょ」


「お前、俺が転校してきたばかりだってこと忘れてるだろ。自じ慢まんじゃねぇが、この学校で今まで話した女子は塚原さんとお前らだけと言っても過言ではない」


「うわあ。情けない男……」


「ほっとけ」


　浩こう介すけが半眼で呻うめく。しかし素す敵てきはそこで一つ息を吐はき、予想外にあっさりと、


「……でも、ま、いいわ。行ったげる」


「マジで!?」


　助かるのは助かるのだが、あまりのアッサリ具合に驚おどろく。しかしそれ以上に驚いていたのは陰かげる子こだった。ばーん、と片手でテーブルを叩たたいて立ち上がり、


「い、いけませんわ素敵さん！　こんな男と喫きつ茶さ店てんになど行ったら何をされるか！　気付かぬ間に飲み物に目薬を入れられるに決まっています、そして素敵さんが昏こん睡すいしたところで、この男は……ああ、もう、口にするのも忌いまわしくて汚けがらわしい粘液系の所業で素敵さんをオモチャに！」


「しねえよ！　目薬入れるのは酒だろ、んでちょっとそのネタも古い！」


「ああ、廃はい人じんのような目をした素敵さんなんか見たくありませんわ……どうかお考え直しになってくださいまし！　オモチャにされた挙句にヌル壊こわされてしまってもよろしいのですか!?」


「ヌル壊すって何だ!?」


「おぞましすぎる想像をそのまま言葉にしてみただけですわ！」


　素敵は首の聴ちよう診しん器きを自分の唇くちびるに押し当てるようにしていた。そしてどこを見るでもなく、


「でも、ちょっと気になることがあるのよね。私ももう一度あの子に会っておきたいし……心配してくれるのは嬉うれしいけど、やっぱり行くわ、陰子さん」


「──そうですか。それでしたらもう止めませんわ。代わりにわたくしも一緒に行かせていただきますが」


「お前も来んのかよ！」


　陰子がじろりと浩介を睨にらみ、


「わたくしが行ってはいけない理由が何かありまして？　素敵さんに不ふ埒らちなことをするつもりがないのならば問題はありませんでしょう？　そもそも一人で行くのが嫌いやだというのが理由ならば、二人が三人になろうとも関係ない……どころか好都合なはずですわよね？」


「いや……まあ、その通り……だ、な」


　別に素敵と二人だけがよかったというわけではないが、三人目がこいつだというのには何か不安を覚える。けれどそれを口に出すとまた面倒なことになりそうだったので黙だまっておいた。





　和風喫茶《桜の森の満開の下》。


　客の入りやすさを考えてか、《喫茶店であること》が一目でわかるよう適度に和洋折せつ衷ちゆうされた外観。内部はそれより多少、和のアピール度が高い。枯かれ木を模した風ふ情ぜいのあるテーブルと椅い子す、店内に置かれているのは観葉植物ではなく盆ぼん栽さい。数は少ないが奥には畳たたみ敷じきの一段高い半個室スペースもある。そしてそれ以上に和をアピールしていたのは──


「いらっしゃいませ～。ご注文はお決まりですか？」


「あ……え、ええと。俺はこの《今日のおすすめ味み噌そ汁しる》で……」


「わ、私もそれで。あとあんみつ」


「……彼女と同じものでいいですわ」


「はい、今日のおすすめ味噌汁が三つ、あんみつが二つですね。かしこまりました、少々お待ちください～」


　ミニスカ和服の店員さんが笑顔で厨ちゆう房ぼうに消えていく。短い丈の裾すそに、可愛かわいらしい柄がらの帯、そして盛り上がった胸部を洋服とは一味違う感じで強調する浴衣ゆかたライクな衣い装しよう……普通の喫きつ茶さ店てんで見るミニスカ店員さんとは一線を画する可愛さがある。


　その後ろ姿を目で追っていた浩こう介すけがはっと気付き、


「いかん、店員さんの姿にびっくりして塚つか原はらさんのこと聞き忘れた」


「ふん。これだから男という生き物は……」


「ま、可愛いのは認めるけどね」


　あの衣装を着ている伊い万ま里りの姿を想像してみる。素す晴ばらしすぎる。そして戯たわむれに眼前の二人にも着せてみた。素す敵てきは……まあ、なんというか、似合うだろう。背が低いから、こぢんまりとした和風マスコットのようなものが出来上がるに違いない。少なくとも、学校を出た今も変わらないこの白衣姿よりは百倍まともな恰かつ好こうだ。


　一方、さすがに店内では傘を広げず、畳たたんで横に置いている陰かげる子このほうは──


「駄だ目めだ。似合う似合わない以前に、客に頭を下げてバイトしてる姿が想像できないっ……！」


「よくわかりませんが何やら失礼なことを考えてはいませんか、貴方あなた？」


　ジト目の陰子が横の傘を摑つかむ仕草を見せたので、浩介は慌あわてて妄もう想そうをストップさせた。そのうちに頼んだものが運ばれてくる。大きめのお椀わんに入った美お味いしそうな味噌汁に、素敵達にはそれに加えて甘そうなあんみつ。


　今度は忘れなかった。注文を取ってくれたのと同じ店員さんに、


「すみません。今日、塚原さんっています？　俺達、クラスメイトなんですけど」


「あら、いまりんのお友達？　そっかそっか、千ち歳とせ井いの制服着てるもんね。いまりん、さっきまでいたんだけど……入れ違いだねー」


「入れ違い？」


「うん。なんかフラフラしてたから、風か邪ぜかなーって思って。あの子は大丈夫って言ってたんだけど、やっぱり客商売だから。先せん輩ぱい権限で早退させちゃったのよね」


「あ、そ、そうですか……ですよね」


「ごめんねー、折角来てくれたのに。フフフ、あの子狙ねらいのお客さんって多いのよねー」


　怪あやしげに含み笑いする店員さん。何か勘かん違ちがいしている。


「い、いや、そういうんじゃ。学校でも様子がおかしかったんで、早退したならしたでいいというか……明日までに返したいノートがあったし、様子見がてら来てみた、だけで」


「あらそう？　だったら後は直接家に行っちゃうしかないねー。まっすぐ家に帰れってきつく言ったし、ちゃんと帰ってるとは思うけど。友達なら家は知ってるよね？」


　素す敵てきと陰かげる子こが小さく首を横に振るのを横目で見つつ、


「あ、いや、二年で初めて同じクラスになったんで……というか俺は転校生なんで、まだ」


「あー。転校生くん。そっかそっか、君がねー」


　などと店員さんは何か合点がいったかのようにうんうんと頷うなずいた。よくわからない。そのとき他のテーブルから「すみません、注文いいですかー」という声が聞こえ、


「はいはーい、ただいま参ります～！　ごめんね、呼ばれちゃった」


「いえ、こっちこそすみません。仕方ないんで諦あきらめます」


「諦めるのはどうかなー。ま、とりあえず冷めないうちにお味み噌そ汁しるでも飲んじゃってよ、お客さん。そしたら何かいいことあるかもよ？」


　そんな謎なぞめいた言葉を最後に残し、彼女は別のテーブルへと去っていった。浩こう介すけと素敵は顔を見合わせて首を傾かしげる。


「……いいこと？」


「残念だったけど、美お味いしいお味噌汁でも飲んで気晴らししなさいってことじゃないかしら。まあほっとくと冷めちゃうのは本当よね……じゃ、いただきまーす」


「気晴らしも何も、俺は明日までにノートが返せないと困るんだが……」


「それは私には別に関係ないもん。知らないわよ……あつっ!?」


　大きめの匙さじで味噌汁を掬すくって飲もうとした素敵が、うー、と口元を押さえる。浩介も一口掬ってみるが、


「大おお袈げ裟さだな。別にこんなもんだろ。つーかアツアツこそが味噌汁じゃねえか……む、なかなか美う味めぇ」


「熱あふいものは熱あふいのよ！」


「まあまあ素敵さん、この男は人の気持ちなどわからない、わかろうともしない、本能のみに生きるケダモノなのですわ。人の気持ちがわかる強ごう姦かん魔まなどこの世に存在しません。こんな人じん面めん獣じゆう心しんの悪魔的変態が言うことなど無視が一番。素敵さん、わたくしがふーふーしてあげますわ？　ふー、ふー、と……はい、あーん」


「あ、ありがと、陰子さん。ちょっと恥はずかしいけど」


　猫舌らしき素敵は少しばかりもじもじしながら、陰子が息を吹きかけた匙を口に受け入れる。仲の良い二人だ。微笑ほほえましい光景に見えなくもないが……陰子が何やら「ああ、わたくしはもう幸福すぎて、ああ！」的にとろんと潤うるんだ瞳で素敵を見つめているのが何やらアヤシゲではある。今更なので気にしないことにした。


　そのうちに素す敵てきも「あ、もう普通に飲める」と味み噌そ汁しるのお椀わんを直接啜すすり始めたので、陰かげる子こは残念そうに自分の味噌汁を口に運ぶ。軽く目を丸くして「あら。うちのシェフもたまにはこういうのを作ればいいのに……」などと呟つぶやいていた。本当にお嬢様だったのか。


　二人がデザートのあんみつ（食い合わせとしてアリなのだろうか）をぱくついているときに、いつのまにかここの代金が自分のおごりだという話になっていることに気付いて浩こう介すけは驚きよう愕がくしたが、ついてきてくれるよう頼んだ立場としては強く拒否することもできなかった。しかし頼んでいないのについてきた陰子のぶんまで払わされるのは理不尽以外の何物でもないと思う。


　ともあれ食事を終えてしまえば、伊い万ま里りのいないここにもう用はない。さてどうしようか、とぼんやり考えながらレジに向かい、あの店員さんを相手に会計を済ませると、


「ありがとうございましたー。で、ちょっと待ってね……はい、レシート」


「あ、別にいらないですけど」


「取っといたほうがいいと思うよ。裏、裏」


「裏？」


　レシートをひっくり返してみる。そこにはどこかの住所と思われるものが手書きで書かれていた。そう言えば、さっき一いつ瞬しゆんだけレジの後ろで何かごそごそやっていたような気もする。


「これって、もしかして塚つか原はらさんの……」


「ん。いいことあったでしょ？」


　にんまりと笑う店員さん。確かに助かるが、


「いいんですか……？　個人情報なのに」


「特別だよ。うちのクラスに転校生が来たんですー、なんてこないだ嬉うれしそうにいまりんが話してたから。あんな顔でいまりんが喋しやべる相手に悪い子はいないさね。後はほら、お客様は神様ですから？」


「……ありがとうございます。あ、味噌汁美お味いしかったです。また食べに来ます」


「はいはーい。いまりんに会うついででもいいから、今後とも御ご贔屓ひいきにね～」


「だから、そんなんじゃありませんって……」


　陽気な店員さんに見送られて店を出る。ふむ、と手元のレシートを見下ろした。


「えーと、藍あい坂さか。一つお話が……」


「一人で行くとストーカー扱あつかいされるからついてこいって言うんでしょ。私は別に今日じゃなくてもいいんだけど、まあ早いに越したことはないわね。仕方ないから付き合うわよ」


「バイト先に押しかけた次は家に、挙句の果てには彼女の部屋にまで上がるつもりですわね……？　もはやストーカー扱いどころかストーカーそのものですわ。とても看過できませんので無論わたくしも同行いたします」


「へいへい……聞こうと思ってたけど、藍坂は何の用事があるんだ？　会って確かめたいことがあるとか言ってたけど」


　その言葉に、素す敵てきは目を細めて視線を逸そらしつつ、


「……たいした用じゃないわ。確かめたいこと自体、私の勘かん違ちがいかもしれないし」


　なんだろう。彼女の気にすることと言えば、真っ先に思いつくのはあの症候群シンドロームについてだが……伊い万ま里りの症候群シンドロームはもう治っている。あのドミノ倒しの後ではっきりとそれを告げているのだ。その可能性はないだろう。


「ほら、行くならさっさと行くわよ。それ貸しなさい。どうせあんた、この街の住所なんてわかんないでしょ」


「鋭い読みだ。頼む」


　素敵にレシートを渡し、揺れる白衣の背中を追って進み始める。外に出れば陰かげる子この日傘もまあそれなりにありえなくもない……という感じになるものの、素敵の白衣はやはり変だ。いくら言っても脱ごうとしないのでもう諦あきらめてしまったが。


　そのうちに周囲の光景は閑かん静せいな住宅街へと変わる。素敵の言葉によると目的地はもうすぐらしい。


「へえ、こんな落ち着いたとこもあんのか……お、でっかい公園」


　横手に広がっているのは、学校のグラウンドにも負けないほどの面積を持った公園だった。わりと元々の自然が生かされている造りで、緑が多い。何かショックなことがあったときにはここで森林浴でもするかなあ、と浩こう介すけが心のマップに一応チェックを入れていると、


「ん？　今、何か……」


「聞こえたわね」


「聞こえましたわ」


　足を止めた二人の顔に目を遣やり、浩介はぎょっとした。あまりにも真剣すぎる、緊きん張ちよう感を帯びた眼まな差ざし。二人はそれを横目で交換し合い、


「確認のために問わせていただきましょう。何が聞こえましたか、と」


「陰子さんは何を聞いたの、と私も確認のために言うわ」


　彼女達は短い呼気を挟はさみ、示し合わせたように、


『──悲鳴』


　もはや言葉はなく、二人は無言で頷うなずき合う。そして公園の中に向かって走り出した。


「お、おい!?　お前ら、いや本当に悲鳴なんて……ええ!?　おい、待てって！」


　何が起こっているのか理解はできなかったが、仕方ない。浩介も素敵達の後を追いかける。二人は立ち並ぶ木々の間を走り抜け、公園の奥へ向かっていた。もはやほとんど森そのものと言ってもいい、まったく人気のない場所。


　そこで素敵達は足を止め──浩介は見た。


　見知った誰かが、見知らぬ誰かを、


　楽しそうに襲っているその光景を。
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　　おかしい。何かが胸の奥で疼いている。


　今まで気にしないようにしていたが、一度その疼うずきの存在を認めてしまうとどうにもならなかった。なんだか苦しい。学校で那な霧ぎりくんが心配してくれていたのも、珠たま代よ先せん輩ぱいがバイトを早びけするように言ってきたのも、今ならば理解できる。


　その疼きに耐えて歩いているだけで疲れてきた。家まではもうすぐだったが、少し寄り道して休むことにする。広い公園の中、静かな場所にあるベンチを選んで腰を下ろした。落ち着く──いや、落ち着かない。ここはいつもの散歩コースで、こうやって木の匂においを嗅かぎながら一休みするのが自分はとても好きだったはずなのに──


　なぜか、今日は、苛いら々いらする。


　木が立っていることに苛々する。周囲に何本も立っていることに苛々する。何の役にも立たないのに目め障ざわりに立っていることに苛々する。ああ、苛々する、苛々する、苛々するッ……！


　そのとき、斜ななめ前にある別のベンチに誰かが近付くのが見えた。中年のサラリーマンだ。不ぶ精しよう髭ひげの浮いた顎あご、不ふ潔けつに脂あぶらぎった髪。不快感の化身のような存在が目障りに立って歩いている。苛いら々いらする。男は持っていた新聞紙を広げてベンチに座る。苛々感が少しだけ軽くなった。


　けれど、気付く。男は不自然に背中を丸め、ひどく目を近付けて新聞を読んでいる。目が悪いのか。違う。それは視線を下に置くためだ。なぜそうするのか。それは──


　あ、と気付いて、軽く開いていた膝ひざをぎゅっと閉じる。


　男の下げ卑びた視線が不機嫌そうに歪ゆがんだ。これで立ち去ってくれるかと思いきや、なんと男は、


「ふぅー……よっこらせ、っと」


　などとわざとらしく呟つぶやきながら、新聞紙を置いてベンチに横になる。腕うでを顔の上に置いて、昼寝の姿勢──と見せかけて、その腕の下からこっそりと視線をこちらの下半身に向けている。


　スカートの裾すそをぎゅっと押し下げた。同時に、先刻からの苛々に怒りが混じってくる。だから口が動いていた。
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「──やめてください」


　普段なら絶対に言わない。気付いても、黙だまって立ち上がって逃げるだけだ。だが今は違った。苛々していた。どうしようもなく苛々していた。


　そう言った瞬間、サラリーマン男の顔色が変わった。頰ほおを紅潮させてがばっと起き上がり、ベンチを下りて、のしのしとこちらに近付いてくる。立っている──ああ、苛々する！


「何をやめろというんだ！　何の言いがかりだ!?　無礼にも程があるだろう、謝れ！」


「だって、見てたじゃないですか。見てたんでしょう？　見ようとしたんでしょう？　私の、スカートの中。それは痴ち漢かん行為です」


「なっ……な、なにを馬ば鹿かな！　名めい誉よ毀き損そんだ、これは名誉毀損だぞ！　わかるか!?　お前みたいなガキにはわからないか！　はん、頭の悪い女子高生に興味なんかあるはずがないだろう!?　だいたいそんなに短いスカートを穿はいておいて人を痴漢呼ばわりも何もないぞ、お前みたいなのが電車で痴漢だと騒ぎ立てたりして人の一生を台無しにするんだ──聞いてるのか!?」


　聞いていなかった。見ていた。


　一歩。近付いてくる。立って歩いて近付いてくる。


　そしてまた、一歩──ああ。ああ。


「都合が悪くなるとだんまりか！　大人の世界じゃそういうのは通じないぞ！　まったくなってない、礼儀がなってない！　お前の親はどういう教育をしているんだ!?」


　礼儀。親。ずくん、と胸の奥が疼うずく。


（何度言ったらわかる!?）


　とうの昔に忘れたはずの、父親の叱しつ責せきの声が聞こえる。


　この俺の娘のくせに人並みの礼儀作法も守れんとは覚えられんとは本当に俺の子か図体ばかりでかくなって目め障ざわりだうるさい泣くな愚ぐ鈍どんめ立っていることすらおこがましい謝り方も教えたはずだもっと額を擦こすりつけろ誰が頭を上げていいと言った明日の朝までそうしていろ役立たずのお前などずっと虫のように伏せていろ伏せていろ伏せていろ──


「う……ああ……！」


　嫌いやだ。嫌だ。ふざけるな。大嫌いだ。死ね。お前こそ土下座しろ。お前こそ伏せていろ。目め障ざわりだ。立って歩いていることすら目障りだ。倒れろ。今この瞬しゆん間かんに倒れて土下座して床に額を擦こすりつけろよ！


（そう……想像してた、いつも……）


　大嫌いな父親をそうできたらどんなにすっとするだろう。胸がすくような気持ちになるだろう。快感を覚えるだろう。そんなことばかり考えていた。でもできなかった。あのときはほんの子供だった。


　けれど、今は？


　違う。自分は子供ではない。好きなことを好きなようにできる。


　だから、好きなことを好きなようにしてもいいのだ。それが人間なのだから。


　どこかの誰かから聞いたような言葉。でも真理だと思う。とても真理だと思う。


「どうした、怖こわいのか!?　悪いのはお前だ、もう遅いぞ！　来い、大人のルールを教えてやる、お前には罰ばつが必要だっ！　間違いを身体からだで直接理解させてやるからなっ！」


　鼻息を荒くして摑つかみかかってくる男の姿が目に入った。


　当然のように、思う。


　なんで、


　どうして、


　こんな人間のクズが、


　のうのうと立っているのか！


「……」


　刹せつ那な。ベンチから立ち上がりつつ、伸びてきた男の腕うでを避よけて逆にその手を摑む。ずっと想像していた大好きなことだから、勿もち論ろん、自分の身体はそのやり方を知っていた。摑んだ手を軽く捻ひねるだけで、男の重心は居場所を見失い、臭くさい中年男の身体がぐるんと回転して大地に叩たたきつけられる。


「……っ!?　が、げほっ……！」


　背中を強打し咳せき込む男。何が起こったかわからないように、涙の浮かんだ目を白黒させている。地面は柔らかい土で、落ちた木の葉なども散らばっている。何かあったとしてもせいぜい骨が折れた程度だろう。いや、そんなことより、


「うわあ……ふふ、あは、あはは……あははははははは！」


　これ、楽しい！


　目障りな何かを倒すのって、とても楽しい！


　それどころか、とってもとっても、背筋がぶるっと震えて、身体に電気が走ったみたいになって、脳のう味み噌そがぐちゅぐちゅになって……気・持・ち・いいっ！


「いやぁ、駄だ目め、これ駄目ぇ。癖くせになっちゃいそうだよぉ……ん、はぁ……」


「え……あ……？」


　混乱している男の顔を見下ろした。蟻ありを遊びで踏み潰つぶす男の子ってこんな感じなんだろうか。さらに笑いが出てくる。


「ねえ、そんなに私のパンツが見たかったの？　自分の半分以下しか生きてない女の子のパンツが見たかったの？　気持ち悪い、変態だねっ。あはは、変態って初めて見た！　こんにちは変態さん！」


「こ、この……！」


　起き上がろうとして、男が上半身を持ち上げる。せっかく倒したのに。そんなことを許しはしない。くすりと笑って、その身体からだの上に足を開いて飛び乗った。礼れい儀ぎ作法？　知りません。


「ダメダメー。おじさん、それは駄目だよ。あは、だって私が楽しくないもの。大人しく寝ててよ、倒れててよ。ね？　ああ駄目だよ、頭を持ち上げるのも駄目。頭だけ倒しちゃうよ？　ほら、こうやって！」


　必死に起き上がろうとしてくる男の顔を片手で摑つかみ、渾こん身しんの力を込めて、その頭を地面に叩たたきつける。何度も何度も。何度も何度も！　わあ、気持ちいい！


　いくら土の地面とはいえ、その柔らかさには限度がある。男の後頭部から血が出てきた。その痛みのためか、男は完全に戦意を喪そう失しつした様子で涙を零こぼし始めた。


「待て、やめて、すみません、ごめんなさい、やめて、やめてください……！」


「さっき私もそう言ったけど、逆ギレしてきたよねー。ね、まだ答えてもらってないよ。私のパンツ見て何したかったの？　今も見えてるから答えやすいよねっ？　ねえ、ねえ、ねえねえねえ？」


「うう……っ！　た、頼む、勘かん弁べんしてくれぇっ！　悪かった、俺が悪かったからぁっ！」


「うるさいよ」


　また顔を持ち上げようとしたので、当然、また後頭部を地面に叩きつけて倒してあげた。


　男は動かなくなった。ずっと倒れたままになった。


「ふあ・あっ……！」


　それを見た瞬しゆん間かん、さらにぞくぞくとした刺激が身体を走り抜けた。ひどく心地好よく、意識がここではないどこかに一いつ瞬しゆんだけ到達する。残ったのは生温くぼんやりとした脳の感覚。白く霞かすんだ、天国のような視界。すごい。こんなに素敵なこと、どうして今までやろうとしなかったんだろう。今まで知らなかったんだろう。あ、誰も教えてくれなかったからか。


　けれどもう知ってしまった。止やめられそうにない。毎日でもやってしまいそうだ。誰かを倒して、倒して、倒して、倒して、最後には二度と立てないように倒して──


「……やっぱり、ね。悪い予感が当たったわ」


「？」


　聞こえてきた声に、男に馬乗りになったまま、首を捻ひねって振り向く。そこにはクラスメイトの顔が二つあった。クラスメイトではないけれど、先日世話になった気がする人の顔も一つあった。あれ、おかしいな、と疑問に思う。


「どうしたの、みんな？　何か怖こわい顔してるよ？」


　そう言って、塚つか原はら伊い万ま里りは、晴れ晴れとした表情で笑った。


　いつも、学校でそうしているように。
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　自分の見ているものが信じられない。あれは何だ。あれは誰だ。


「な、んだよ、これ……なに、してるんだよ、塚原さん……？」


　いつもの笑顔を浮かべている伊万里。頭から血を流して動かない男。その上に馬乗りになっている伊万里。ぴくりとも動かない男。連結できない。現実に映画のシーンが混ざっているかのような感覚。今、自分は何を見ているのか。


　浩こう介すけがただそれを見つめて震えていると、


「──素す敵てきさん。いかが？」


「間違いないわ……近付いて調べるまでもない。重度罹患してる」


「あのドミノ倒しで治ち療りようは済んでいたのでは？」


「確かにあのときは治っていたわ。誤ご診しんじゃない自信はある」


「では、やはり。例の奴が──」


「……でしょうね」


　素敵と陰かげる子こはもはやお互いの視線も合わせず、ただ伊万里をじっと見つめたまま言葉を交わしていた。わからない。こいつらは何を言っているのか。なぜこうも平然としていられるのか。


「お、おい。お前ら、何の話を……喋しやべってる場合じゃねえだろ、あれが見えねぇのかよ!?」


「見えてるわ。だから喋ってる」


　白衣のポケットに手を突っ込み、素敵が一歩を踏み出した。肩越しに届く声は、ひどく静か。


「……あんたにまだ喋ってないことがあったわ。症候群シンドロームのことで」


「なに……？」


「こないだ説明したみたいに、何かを病的に好きになって、その欲求の充じゆう足そくに興奮を覚えるようになるのが耽溺症候群フイリア・シンドローム。でも、それだけならまだ軽度の話。自分はおかしいのではないかと思って悩んだり、欲求の充足に躊ちゆう躇ちよを覚えたり、誰かに助けを求めたりする。本当に問題なのは、そんな状態を飛び越えて──症候群シンドロームに重度罹り患かんしてしまった人間よ」


「重度、罹患……」


「そう。重度罹患者はもはや欲求の充足に躊躇を覚えない。法も倫理も道徳も社会も正義も常識も体面も保身も、他人の生命すらも顧かえりみない。あらゆる禁きん忌きを凌りよう駕がして、ただ自分の欲望の先にある快楽だけを一意に希求する存在になる。簡単に言えば」


　そして素す敵てきは、また一歩、その足を動かして。


　やはり浩こう介すけのほうは振り向かないまま、続けた。





「快楽殺人鬼のようになるのよ」





　笑ってしまおうかと思った。


　目を閉じて、腹を抱えて、涙を浮かべて、笑ってしまおうかと思った。


　だが──眼前の光景が、浩介にそれを許さない。伊い万ま里りは楽しそうに、ただ楽しそうに、見知らぬ誰かを傷つけている。幸福と快楽の表情を浮かべている。


「……さらに危険なのは、重度罹り患かんした症候群シンドロームが患者本人の肉体と精神を変容させる可能性があることよ。なんと言えばいいのかしらね……症候群は下手の横好きを許さない、という感じかしら。拳銃耽溺症ガンフイリアの人間がもし銃じゆうの扱あつかいが下へ手ただったら、その人間は拳けん銃じゆう遊びを充分に楽しめない。だから症候群はその人間を拳銃の扱いのエキスパートへと変容させる。無意識下での超常的自己暗示が肉体の可能性を百パーセント以上に引き出す、ということね」


　そんなバカなと思った。ベーブルースが大好きな男が、ベーブルースと同じようにバットを振れるかといえば間違いなく否いなだろう。ああ、しかし──それが病的なほどに、常識では考えられないほどに、他人から見れば狂っていると思えるほどに、そのためなら人を殺してもいいと思えるほどに、毎日ふとした瞬しゆん間かんに何千回も何万回もそのバットの軌き道どうを頭に描いて興奮している男だったら？　彼が、絶対にベーブルースと同じスイングができないとは、言えない。


　いや、今はそんなことを考えている場合ではない。今大事なのは、今一番聞きたいのは、


「な、治るのか？　その重度罹患した奴やつは、治せるのか？　どうなんだ、藍あい坂あか!?」


「治せるわ。私にはね」


　短い返答。それを聞いても浩介の胸中に安あん堵どは浮かんでこなかった。代わりに、その強こわ張ばった素敵の声に疑念を覚える。こいつは、まだ──何かを隠かくしているのではないか。


　素敵の歩みに気付いたか、そこで伊万里が男の上から降りた。スカートの土をぱたぱた払いつつ、


「どうしたの、なんだか難しいお話してたねっ。そろそろ私は帰ろうと思うんだけど……あ、実はうち近いの。来る？」


「──お誘いはありがたいけれど、その必要はないわ。ここであなたを治ち療りようする」


「治療？　私の治療は終わってるよ、藍坂さんがそう言ったんだよ？　何を治療してもらったのかは忘れちゃったけど、とにかく今の私は絶好調だから問題ないねっ。やっぱりちょっと眠いし、悪いけど私は帰るね？」


「駄だ目めよ。少し付き合ってもらうわ」


「眠いって言ってるのに……なんか、そういう強引なの、嫌いやだな。あ、ちょっと苛いら々いらしてきた。ごめん。ごめんね？　悪いんだけど、一つお願い」


「何？」


　伊い万ま里りはにこりと笑って、


「貴女あなた達がそこに立ってるのも目め障ざわりに感じてきちゃった。お願いだから、今すぐそこに倒れてくれる？　寝転んでくれる？　伏せってくれる？」


「残念だけど──お断りするわ。私は医者で、あなたは患かん者じや。治ち療りようのときにどちらが寝転ぶべきなのかは、わかるわよね？」


「わかんないよっ。ああもう、いいよ、ごめんね？　こっちで勝手にやるから。大丈夫、気持ちいいよ？　私が。主に私が。私だけが。あはは……あはははっ！　楽しみだねっ！」


　伊万里が素す敵てきに向かって歩き出す。素敵は嘆たん息そくしたように小さく肩を揺らし、


「那な霧ぎり浩こう介すけ。一つお願いがあるわ──私がこれからする治療を見ても、慌てないで」


「どういう、意味だ……？」


「と言っても、多分無駄なのよね。だから陰かげる子こさん、お願いするわ」


「……わかりましたわ」


　言葉と同時、背後から陰子に羽交い締じめにされる。畳たたんだ傘が首の後ろに回された、磔たつ刑けいのような状態。その傘と陰子の両腕が浩介の動きを封じる。


「な、なんだ？　なんで俺を!?」


「暴れないでください。これは貴方あなたが今後さらに暴れるのを見越しての処置ですわ」


　意味がわからない。浩介に動かせるのは視線だけだ。そこに映るのは、


「では──手術を開始するわ」


　その宣言と共に、素敵は白衣のポケットに片手を突っ込んだまま前方へ突進する。伊万里は素敵のほうから間合いを詰めてきたことに一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた表情を見せたが、


「駄目、だよっ……そんなに元気に目障りに、立ったり歩いたり走ったりしちゃ！　だから倒れて、倒れて倒れて倒れてよっっ！」


　すぐにその顔に苛いら立だちを浮かべ、伊万里は近付いてくる素敵に向けて腕を伸ばす。小こ柄がらな素敵とのリーチの差は歴然。素敵が伊万里に肉にく薄はくするのを制するように、その手が素敵の白衣の胸に触れ──


　刹那、素敵の小さな身体がぐりんと回転して真上に吹き飛んだ。突進の勢いそのままに。足元に埋まっていた地じ雷らいを踏んでしまったかのように。


「《伏倒耽溺症フオールダウンフイリア》！」


　頭の後ろで陰子が呻うめく。浩介は先刻素敵が言っていたことを思い出した。症候群シンドロームが患者本人の肉体と精神を変容させる──これがそうなのか。伊万里はその細い指先で、あのドミノの一枚目を倒したときのように、素す敵てきの胸をとんと軽く突ついただけだ。そうとしか見えなかった。なのにこんなことが起こるとは……ああ、本当に。これは、人の倒し方を、転がし方を、伊い万ま里りの身体からだ自身が熟知しているとしか考えられない。


　素敵は宙に吹っ飛ばされている。逆さまになって、今まさに落下しようとしている。いくら足元が土の地面でも、頭から落ちたらどうなるかわからない。駄目だ──


　と、その瞬間だった。


　素敵が時ここに至り、ようやくポケットから片手を出すのが見える。


　何かが光っている。空中にいる素敵の手の中で、何かが光っている。


　彼女の手に握にぎられているのは、その白衣と聴ちよう診しん器きにはひどくふさわしい、


　ただの手術用のメスだった。


「え……？」


「──執しつ刀とう」


　空中で逆さまになった姿勢のまま、重力に引かれて地面に落ちながらも、彼女はそのメスを横一文字に振るう。
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　曖あい昧まいな疑問符ふを発した伊万里の喉のどが、ぱっくりと裂さけて。


　そこから噴ふん水すいのように血が噴ふき出した。





「うわああああああああああああっ！」


　浩こう介すけは絶叫する。何をしている。何をしてやがる、藍あい坂さか素す敵てき！


　吐はき気がする。見知った顔の命が奪われたことに、その死に顔に。苦く酸すっぱいものが喉のど元もとまでせり上がってくる。だが浩介は怒りでそれを胸の奥に飲み込んだ。ゲロを吐いている場合ではない。助けないと。助けないと！　浩介は無茶苦茶に暴れた。だが陰かげる子この手で羽交い締じめにされているせいで動けない。邪じや魔まするな、邪魔するな、邪魔するな！


　伊い万ま里りが膝ひざから崩れ落ちる。素敵は落下の直前に身を捻ひねり、肩から地面に落ちた。ごろごろ回転して受け身を取ると、その勢いを利用してすぐに立ち上がって、


「え……あ……こ、ぽ……？」


　ぷくぷくと泡あわ混じりの血液を溢あふれさせている伊万里の背後に回り、今度は後ろから。


　そのうなじに、手中のメスの刃はを深々と突つき立てた。


　伊万里は最後まで怪け訝げんそうな目のまま、ゆっくりとその上半身を地面に倒し──そして。


　動かなくなった。


　死んだ。


　藍坂素敵に、殺された。


「あ、あああっ！　お前、お前、ふざけんな、何が治ち療りようだ、ふざけんなっ！　人殺し、この人殺しめ、殺人鬼はテメェだ、テメェのほうだっ！　離せ、離せぇぇぇぇっ！」


　陰子は離さない。こいつも仲間だ。人殺しの仲間だ。伊万里を殺した殺人鬼の仲間だ。ぶっ殺してやる。頭突きで鼻を潰つぶしてやろうとするが何かに遮られた。傘だ。邪魔だ！


「……落ち着いていただきたいですわ。ああ、予想通りの反応すぎて頭が痛くなりますわね……大丈夫ですわ。よく御ご覧なさい」


「見てるよ、死んでるだろうが！　あんなに血が出てんだぞ、間違いなく、塚つか原はらさん、ああ、塚原さんはっ、お前らのせいでっ……あ……？」


　我が目を疑う。異常で、信じられない光景だった。だが何度目を凝こらしてみても、それは眼前で確かに起こっている。


　地面の血液が、スライムのようにじゅるじゅると逆流して。


　ぱっくり開いていた伊万里の喉の傷が、じゅくじゅくと蠢うごめいて。


　ゆっくりと、塞ふさがっていく。


「見てもらわなければ信じられないと思って、言わなかったけど」


　全ての傷が塞がり、ただ眠るように目を閉じて地面に突っ伏している伊万里。その傍かたわらに立つ素敵が、どこか寂さびしそうな目を浩介に向けて言った。


「……心配はいらないわ。私は、どんな手段を使っても人を殺せないの」


　その手で依い然ぜんとして光る、一本のメスの輝きだけが。


　今まで浩介の見ていた光景が、夢や幻げん覚かくではないことを主張していた。





　伊い万ま里りの頰ほおに、そっと手を当てる。温かい。しっかりした鼓こ動どうを感じた。


「い……生きてる……」


「そう言ったじゃない。ああ、生きてるといえばそこに寝てるリーマンの人も生きてるわよ。出血は派手だけど、別に頭ず蓋がい骨こつが割れてるとかじゃない。命に別状はないわ……この子を殺人者にすることがなくてよかった」


　浩こう介すけが発した安あん堵どの呟つぶやきに、腕組みをして伊万里を見下ろしていた素す敵てきが答える。そして、


「症候群シンドロームの重度罹り患かん者を治ち療りようするには、私がこうするしかないの。死の体験──自分の命が絶える瞬しゆん間かんのショックこそが、重度化した症候群シンドロームに対する唯ゆい一いつの治療薬。ほとんどの場合、後こう遺い症しようは残らないから安心して。自己の精神を保つ本能で、自分が重度罹患していた間の記き憶おくはほとんど忘れてしまうし……」


　聞いてもいないのに、素敵はそんな言葉を続けた。安心して？　馬ば鹿か馬鹿しい。何を言っているんだこいつは。浩介の頭に何かが滲にじみ出てくる。今まで無理に押し留めていた何かが溢あふれ出てくる。


「でも……軽度の症候群シンドロームを一度治療した人間が、たった一日で再び重度罹患するなんてありえない。おかしすぎる」


「やはり──《周旋体イントロデユーサー》の仕業だと？」


「それ以外に考えられないわ」


　素敵と陰かげる子こが何かを話している。だがそれらは浩介の耳をただ素通りしていくだけだ。


　脳裏に浮かぶのは死体のビジョン。素敵と初めて出会った日に見た、彼女と一緒に降ってきた金髪の若者の死体も、見間違いではなかった。本当に死んでいた。自分が気絶している間に生き返っただけだった。どうして素敵の手にかかった人間が死なないのかはわからない。傷が塞ふさがるのかはわからない。どうでもいい。


　それでも、浩介は見たのだ。伊万里の首筋をメスが切り裂くのを。そこから冗じよう談だんのように鮮せん血けつが吹き出すのを。首の後ろに深々とメスが突き立つのを。さらに血を噴ふき出して彼女が怪け訝げんな目を見開いたまま動かなくなるのを。


　ああ、そうだ。


　たとえ、今は生きていても。


　今は傷が塞がっているのだとしても。


　さっき見てしまったのは、塚原伊万里の本当の死だ。


「おぇえっ……！」


　それを実感してしまうのと同時に、耐えがたい不快感が喉のど元もとにせり上がってきた。身を折って嘔おう吐とする。吐はくものがなくなっても吐く。咳せき込む。


「ち、ちょっとあんた、どうしたの!?　大丈夫!?」


　素す敵てきが駆け寄ってくる。だが──浩こう介すけは、伸びてきた彼女の手をぱしんと払った。滲にじむ視界の中で彼女を睨にらみ、


「どうしたの、だって……!?　誰だってこうなる。ならないお前らがおかしいんだっ……理り屈くつはわかんねえよ、全然わかんねぇけどよ！　治るからって平気で人を殺すのか！　そんなの、絶対に、まともじゃない。お前は、人殺しだっ……！」


「あ……」


　素敵は一いつ瞬しゆんだけ、愕がく然ぜんとした表情を浮かべる。強く払われた自分の手を見つめる。


　けれど、そのうちに。


　彼女はゆっくりとその手を白衣のポケットに突っ込んだ。そして、無表情に──


「そうね」


　肯こう定ていした。


「っ……」


「そう、私は──人殺しで、殺人鬼。だから言ったのよ。あまり私達に近寄らないほうがいいんじゃないか、って」


　ああ、確かに言われた。自分達は変人だと。一緒にいたらお前も変人扱あつかいされるぞ、と。


　だがこれは話が違う。ありえないような異常を引き起こす殺人鬼。それはとても変人なんて言葉で片付けていい代しろ物ものではない。異常で異常な異常者だ。


「……今、わかったよ。お前達と俺は、違う。仲間扱いなんか、されたくない」


「ええ。それが当然だと思うわ」


　無表情のまま、素敵は頷うなずく。浩介は立ち上がり、踵きびすを返した。もうここにはいたくなかった。人が死なないだけの人殺しのもとにはいたくなかった。伊い万ま里りを残していくのだけが多少気がかりだが、伊万里の家すら知らず、住所のメモがあっても簡単には辿たどり着けない自分に、一体何ができるのか。


「心配しないで。彼女は無事家に送り届けるわ。それだけは信じてほしい」


　自分で一度殺しておいて、無事に、か。笑える。


「忘れんな……塚つか原はらさんに何かあったら、俺はお前らを絶対に許さない」


「……わかったわ」


　背中越しにそんな言葉を交わし、歩き出す。陰かげる子この横を通り過ぎた。彼女は開いた日傘で浩介の視線を遮さえぎりながら、自分の表情を隠かくしながら、しかし隠しようもない不快と嫌悪を滲ませた声で、


「最後に一言──貴方あなたは最低の男ですわ。その腐った顔を見る機会が二度と訪おとずれないよう願っております」


「同感だな」


　それに対する返答はなかった。もはや素敵の言葉も陰子の言葉も聞こえない。浩介はただ苦い酸味を舌に感じながら足を動かし、公園を出る。


　今度こそ、本当に。


　自分が医術部の部室を訪おとずれることは、もう二度とないだろうと思った。
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　翌朝の教室。隣となりの席が軽く揺れる音に、浩こう介すけは平静を装よそおって顔を上げた。こちらがあまりに真剣な目をしていたからだろうか、伊い万ま里りは一いつ瞬しゆんぎょっとしたような顔を見せてから、


「おはよっ、那な霧ぎりくん！　今日は早いんだねっ？」


　いつものように、にっこりと笑った。見ているこちらの胸が温かくなる表情。どこもおかしなところはない。いつも通りだ。


「あ、ああ。その、ごめん……昨日、五時間目のノート借りてただろ。返し忘れてて、宿題出てたからまずいと思ったんだけど、その……とにかく、ごめん」


　鞄かばんの中からノートを取り出し、彼女に手渡す。緊きん張ちようの一瞬。だが伊万里は微笑を維い持じしたままそれを受け取り、


「あ、そう言えばそうだったね。気にしなくてもぜんぜん大丈夫だよ、休み時間の間にやっちゃうから」


「いや……でもさ」


「あっ、さては私のこと、宿題なんてゼッタイ忘れない優等生だって思ってるね？　あはは、そんなことないよー。一年のころだって、慌あわてて学校で宿題済ませたこと何回もあったし。それに昨日はやっぱり風か邪ぜ気味だったみたいで、バイト早退して帰っちゃってからずっと寝てたの。ノート返してもらっててもどうせ宿題できなかったと思うから、同じだよ？」


「へ、へぇ。バイト早退してたんだ……ちゃんと帰れた？」


　口にすべきこと、するべきではないこと。それを慎しん重ちように考えながら、浩介は聞く。


「それがねー、びっくりだよ！」


「な、何が!?」


　どきりとする。だが伊万里は明るい表情のまま、


「うちの近くに公園があるんだけどね、バイトから帰る途中にそこで一休みしてたら居眠りしちゃったみたいで……起きたらもう暗かったんだよね。あれでまた風邪引いちゃったっぽくて、家に帰ってからもなんかダルかったから寝るしかなくて……あ、でも一晩ぐっすり寝たからもう大丈夫だよ？　居眠りには気をつけよう、ってことだねっ」


「ま、まったくだよ。塚つか原はらさんは女の子なんだから、いろいろ危ねぇ」


「あは、そうだね。でも私なんて可愛かわいくないから誰も狙ねらわないよー」


　と伊万里は恥はずかしそうにぱたぱた手を振る。今のその姿が既すでに自己申告と矛む盾じゆんしてますよ、と浩こう介すけは胸中で思った。


　ともあれ、重度罹り患かんに関する記憶を忘れるというのは本当だったのか。あいつらはきっと、伊い万ま里りを公園のベンチに寝かせて、目覚めるまで見守っていたのだろう。家の住所がわかっていても、眠ったままの伊万里を家族のいる家に運べば面倒事が増えるばかりだ。そうするしかなかったのかもしれない。


　そのとき、ふと視界の端はしに白いものが映る。前のドアからこの教室に入ってきた──


　白衣の人影。


　彼女と目が合う。そのまま数秒間、無言でお互いの顔を見つめ続け、


「……」


　そしてどちらからともなく、視線を逸そらした。


　素す敵てきが自分の席に座る。浩介は誰にも聞こえないように小さく鼻を鳴らす。


　伊万里はそんな二人の顔を、どことなく悲しそうな顔で眺ながめていた。





　一日の授業が終わる。素敵は伊万里のほうを気にしているようなそぶりを何回か見せていたが、結局誰とも言葉を交わすことはなかった。


　今日もバイトだという伊万里を教室で見送ってから、浩介はのんびりと下げ駄た箱へ向かう。特に用事もない暇ひまな放課後の復活だ……さて今日は帰ってから何をするか、などと考えながら校門を潜くぐったとき、


「ぐえっ!?」


　いきなり喉のどが圧迫され、酸素の供給がストップする。覚えのある感覚。首を回すと、背後にいたのは──案あんの定じよう、これ以上なく不機嫌そうな顔をした陰かげる子こだった。


「話がありますわ」


「そうかい。でも俺には別にないな。俺の体質が変だからどうこうって話ならもう聞いた」


「それとは別の話です。付き合いなさい」


「俺は暇潰つぶしに何やるかを考えるのに忙しい。他を当たってくれ……と答えたらどうする？」


　浩介を睨にらんでいた陰子の目がさらに細くなる。つかつかと歩いてきて浩介の腕を摑つかみ、


「──こうしますわ」


　それを自分のスカートの下へと引き込んだ。浩介は必死で腕を抜こうと力を込めるが、陰子の力も存外に強い。スカートの下で拮きつ抗こう。致ち命めい的な最深部にまで到達することは免まぬがれたが、浩介の指先には柔らかな太ふと股ももの感触が伝わってくる。


「お、おいっ……!?　何のつもりだ!?」


「わたくしが、今ここで悲鳴をあげればどうなるのでしょうかね？」


「な──」


　腕を抜こうとしているのだ、と言っても誰も信じはしないだろう。もし自分が無関係な他人の立場でこの状況を見たとしても、スカートの中に入ってきた痴ち漢かんの手を女が必死に振り払おうとしているのだな、と間違いなく思う。というか普通はそれ以外の選択肢しなど思いつかない。


「ちょ、ちょっと待て！」


「あまり長く待つ気はありませんわ。なんでしたらこの状況のままスカートを捲めくり上げて、貴方あなたのなさっていることを強制的に衆目に晒さらしてあげてもよろしいんですのよ？」


「お、お前のパンツも丸見えになるんだぞ……下校してる奴やつら全員に！」


「そうですわね。構いません。今はわたくしの下着ごとき些さ細さいな問題です」


　真剣な目だった。駄だ目めだ。この女はそれが必要なら間違いなくそうする。その覚悟がある。


　どうしようもない。このままでは学校生活が終わるどころか普通に前科がついてしまう。


「わ、わかった。話を聞く。聞くから離せ……！」


「最初からそう言えばよろしいのですわ」


　やっと浩こう介すけの手が解放される。陰かげる子こは平然と踵きびすを返しながら「ついておいでなさい」と言い、浩介は溜ため息いきを一つついてその後を追った。


　そして数十分後。


「おい、話があるんならさっさと済ませろゲル子。お前とのんびりお茶する趣味はないぞ」


「わたくしにもその趣味はありませんわ。土下座で頼まれてもごめんです、気が合いますわね。いいからもう少しお待ちなさい」


　浩介達は駅前の喫きつ茶さ店てんにいた。ビルの二階にある店の、窓まど際ぎわのテーブル席。陰子は未いまだ不機嫌そうに頰ほお杖づえをつき、思い出したようにホットコーヒーを口に運びながらじっと窓の外の駅前広場を眺ながめている。浩介も軽く舌打ちをしてコーヒーを啜すすった。無為な時間に苛いら々いらしてくる。
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「……話がないんならマジで帰るぞ」


「貴方には忍耐というものがないのですか。器うつわが知れますわ──と。来ましたわ。見なさい」


　陰子が顎あごをしゃくるようにして言ってくる。その視線を追って、浩介も駅前広場に視線を落とした。一いつ瞬しゆんだけぎょっとする。


　煉れん瓦がで囲まれた花か壇だんの縁ふちに座る白色。素す敵てきだった。たった一人、いつもの制服と白衣を着たまま、駅から吐はき出されてくる人波を眺めている。誰かを待っているのだろうか。陰子がその相手かとも思ったが、向かいの席の彼女は腰を上げようとはしなかった。じっと素敵の姿を見下ろしているだけだ。


「……一応言っとくが、あいつと話をする気もないぞ」


「そんなことは言っていませんわ」


「じゃあ何のつもりだよ」


「今は見なさい。ただ見ていなさい。そうでなくば伝わりません」


　わけがわからない。それからさらに数時間、浩介達は無言で素敵の姿を見下ろし続けた。素敵は駅前の人々を眺め続けた。浩介は何度も席を立とうとしたが、そのたびに陰子の視線が気になった。何か辛つらいものを見るような、悲しいものを見るような、今すぐ素す敵てきのところに駆け寄りたいと思っているかのような、視線。もう少しすれば陰かげる子こが何かを話し始めるのかもしれない。もう五分だけ待ってみるか。そんなことを繰り返しているうちに時間が経たっていたのだ。


　けれど結局、陰子が自主的に口を開くことはなかった。彼女の沈ちん黙もくを破ったのは、そのポケットで鳴ったクラシック音楽の着信音。


「──はい」


　静かな店内。電話の相手の声も、辛かろうじて浩こう介すけの耳に届いてくる。そうでなくとも、電話の相手が素敵であることは明白だった。視線の先にいる素敵も携けい帯たいを耳に当てていたからだ。


『陰子さん？　新しいのを見つけたわ。今、暇ひま？』


　陰子は小さな息を吐はいてから、


「……いえ。申し訳ないのですが、大事な用事の真っ最中ですの。今日はお手伝いできそうにありません」


『そうなんだ……わかった』


「黒くろ崎さきさんはどうですの？」


『つかまんない。仕方ないから一人でやるわ』


「大丈夫ですか？」


『こないだみたいなことがないように気をつけるわよ。逃げられそうになってビルの二階から落ちるなんて洒しや落れにならないし。ま、じっくりチャンスを窺うかがえば大丈夫よ』


「そうですか。重ね重ね、申し訳ありません。あまり無理はなさらないように」


『うん。じゃあね』


　通話が終わるなり、陰かげる子こは鞄かばんを持って立ち上がった。


「移動しますわ」


「は、はぁ？　まだ何も話してねえってのに、一体……」


「お急ぎなさい！　ああもう、会計もわたくしが済ませますわ！」


　苛いら立だったように「釣つりは要いりません！」と五千円札を店員に押しつけ、陰子はさっさと店を出て行く。てっきり自分が払わされるものと思っていたのに、と浩こう介すけは驚おどろいた。あとドラマの中でしか聞いた覚えがないセレブな台詞せりふがリアルで聞けたのにも驚いた。


　陰子を追って店を出る。彼女は苛々と足踏みしながら、ビルの入り口に隠かくれるようにして浩介を待っていた。いつもと違って日傘を開いてはいない。こっそりと何かを窺うような彼女の視線の先にいるのは、さっきまでと同じ、白衣の人影。


「遅いですわ、まったく愚ぐ鈍どんな男ですこと。危あやうく見失うところでした。では行きます」


「おい、まさかとは思うが、あいつを尾び行こうでもすんのか」


「その通りです。見つからないように気をつけなさい」


「なんでそんなこと……電話で噓うそまでついて。一緒に行けばいいじゃねえか。俺は帰るけど」


「噓？　わたくしが大事な用事の最中なのは本当ですわ。いいからついてきなさい。逃げたら被ひ害がい届を出しに交番へ駆け込みますので、先に希望する罪状を教えていただけると助かりますわ。強ごう姦かん罪あたりが罪の重さからしてお勧すすめです」


　さっきから、こいつは自分のしていることが脅きよう迫はく罪だということに気付いていないのだろうか。そんなことを考えながらも、浩介は仕方なく陰子と共に素す敵てきの尾行を始める。


　ほどなくして気付いたが、尾行対象である素敵のほうも誰かを尾行しているようだった。つまりこれは二重尾行だ。物陰に隠れたりコンビニの入り口をじっと見つめて待ったりする素敵を、浩介と陰子は慎しん重ちように追う。喫きつ茶さ店で時間を使ったせいで既すでに日は暮れかけており、程よい暗さが尾行の手助けをしてくれた。


　最後に素敵が足を止めたのは、住宅街に立つ一いつ軒けんのワンルームマンション。そのころにはもう、素敵が尾行しているのがホスト風の若い男だということが明らかになっていた。マンションのエントランスに消える男の背中を見送ってから、素敵も小走りに建物の中に入っていく。


「ここで一いつ旦たん待ちます」


「へいへい……で、あいつは誰だよ」


「さあ？」


　陰子は馬ば鹿かにしたように肩を竦すくめた。聞いてはみたが浩介もだいたい予想はついていたので、それきり黙だまる。待つこと数十分。尾び行こうしているのを考えてのことだろう、マナーモードにされていた陰かげる子この携けい帯たいが震えた。


「──もしもし」


『終わったわ。一応報告』


「無事で何よりです。相手は？」


　マンションの見える曲がり角に潜ひそんでいた陰子が、答えながら軽く身を退き、口元を手で押さえる。素す敵てきがマンションから出てきたのだ。暗くてその表情は見えない。


『よくいる幼児耽溺症ぺドフイリアか、あるいは飼養耽溺症ブリーデイングフイリアか──とにかく小学生くらいの女の子が、裸はだかで鎖くさりに繫つながれて飼われてたわ。衰すい弱じやくして倒れてたけど、死んではいない。いつものように適当に匿とく名めいで救急車と警察を呼んどいたから』


「そうですか。お疲つかれ様です。もう暗いので夜道にはお気をつけて」


『陰子さんはお母さんみたいなこと言うねえ。わかった、気をつける。じゃね』


　携帯をポケットに仕舞う素敵と陰子。陰子は再び素敵を追って歩き始めた。前方に見える素敵の背中が不自然に揺れているのを不思議に思いながら、浩こう介すけは小声で聞いた。


「やっぱり……さっきのあいつ、症候群シンドロームの重度罹り患かん者って奴やつだったのか」


「そうですわね」


　素敵の治ち療りよう。伊い万ま里りへの治療。また、気分が、悪くなってきた。思い出したくない。そうだ、思い出したくないから近付かないようにしていたのだ。なのになぜ自分はまたこいつらの近くにいるのか。話などしているのか。帰るべきだ。今からでも帰るべきだ──


「ここからが本題ですわ。もう少し付き合いなさい」


　こちらの胸中を読んだのか、陰子が言ってくる。浩介は小さく舌打ちして、


「……何が狙ねらいだ」


「そうですわね。言ってしまえば──貴方あなたは素敵さんのやっていることを知るべきだと思った、という感じでしょうか。見ましたでしょう？　素敵さんは日々、ああして人通りの多い場所で症候群シンドロームの重度罹患者を探しています。そして見つければ治療しています。深夜までやっていることもありますから、たまに死んだように部室で寝ているのはそのせいですわ。何のためにそんなことをしているのか、と問われれば答えは単純──街を守るために」


　浩介はひっそりと失笑した。


「そりゃ変態殺人鬼がいなくなれば街は平和になるだろうな。でも、わざわざ人を殺してまでやることか？　生き返るから殺してもいいと思ってやっていいもんか？　平気な顔でそれができるのはやっぱり異常だ。楽しんでやってるって言われても俺は疑わないね。第一──電話で言ってたが、通報したんだろ。だったら最初から警察を頼ればいいじゃねえか」


「……貴方はやはり馬ば鹿かです。度し難がたいほどの馬鹿ですわ。馬鹿にもわかるように言いましょう。警察は証しよう拠こがなければ動きません。すぐに誰かが殺人鬼だとわかればいいですが、現行犯でもなければ即そく座ざに逮たい捕ほに踏み切れるわけではない。証拠を集める間に新たな犠ぎ牲せい者しやが出たらどうします？　今日衰すい弱じやくして倒れていた女の子は、明日には死んでいたかもしれないのです。それに、逮捕されたとしてどうなります？　全員が死刑になるなら安心でしょうね。けれどそんなわけがない。何人かは時が経たてばまたこの街に帰ってくる。そして同じことを繰り返す。彼らは捕まって何十年を無む駄だにしても、それで懲こりて反省して犯行を止やめるようなことはありません。好きだからやる。やってしまう。それが耽溺症候群フイリア・シンドロームという病気なのですから。治ち療りようしない限り、病気は病気のままですわ」


　静かな、けれど畳たたみ掛けるような、陰かげる子この言葉。納なつ得とくできる部分もあったが、納得したくはなかった。


　そのとき、追っていた素す敵てきがふと歩みの方向を変えた。道の脇わきにある小さな公園へ。昨日伊い万ま里りがいた公園のように広くはなく、野球をするには厳しそうな面積の四角い更さら地ち、その端はしに申し訳程度に備え付けられたブランコ、そして薄汚れた公衆トイレがあるだけの寂さびしい場所だ。素敵はその公衆トイレに駆け込んだ。


「ここまで説明しても駄だ目めなら──仕方ありませんわね。気は進みませんが」


　そして陰子もそのトイレに向かって歩いていく。どこか痛ましい色を浮かべていたその瞳が、久しぶりに広がった傘で隠かくされた。近付きすぎではないのか。目立つ傘を広げるということは、もう尾び行こうは終わりなのか。


　怪け訝げんに思いながら、浩こう介すけもトイレに近付く。と──


　その中から、聞こえてきた。


「げぇっ……う、えぇ、かはっ……」


　誰かが激しく嘔吐しているような音と、


　誰かが密やかに啜り泣いているような音が。


「な……」


　頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げき。聞き間違いではなかった。公衆トイレの中で何が起こっているのか、その音だけで手に取るようにわかった。


　違う。これは違う。だって、昨日はあんなに、平然としていて。クラスメイトを殺しても、クラスメイトの死体を見ても、それが当然みたいに立っていたのに。


　なのに、どうして、こんな──


「さて、馬ば鹿かな貴方あなたは何と仰おつしやいましたかね……平気で人が殺せる？　それが馬鹿だというのです。たとえ殺せないのだとしても、生き返るのだとしても、傷が塞ふさがるのだとしても、唯ゆい一いつの治ち療りようのためだとしても──平気なわけがありませんでしょう？」


　愕がく然ぜんとしたまま、浩介は振り向く。陰子の顔は見えなかった。そのために傘を広げたのだとでもいうように。


　ただ、怒りか、それ以外の何かで震えた声だけが、傘の下から届いてくる。


「貴方あなたは……昨日、あの後素す敵てきさんがどうしたか想像もしてらっしゃらないのでしょうね。彼女は泣きましたわ。泣いてわたくしに縋すがりついて、わたくしの制服に嘔おう吐として、がたがたと震えていました。何度も塚つか原はらさんが生きていることを確かめました。ごめんなさいごめんなさいとうわ言のように誰かに謝りました。少し落ち着いてから、殺人鬼って言われちゃったよ、と泣きながら笑いました。それからわたくしの制服を汚したことを謝りました。三十七回目なので気にしませんとわたくしは答えました」


　無感情な詩の朗ろう読どくのように一息に言って、そこで僅わずかな沈ちん黙もく。トイレの中から、誰かがえずく音だけが小さく聞こえていた。


（ああ……そう、か）


　唐とう突とつに思い至った。


　藍あい坂さか素敵が、この自分の体質に興味を抱いて検査をしようとしていた理由。


　彼女は考えたのではないだろうか。


　たとえ無意識にでも、考えてしまったのではないだろうか。


　耽溺症候群という病気のメカニズムをより深く理解すれば、ひょっとしたら自分が人を殺す以外の解決策が見つかるのかもしれないと。そのためのヒントくらいは得られるのかもしれないと。


　正解かどうかはわからない。単純な学術的興味で、ただの知的好奇心だったのかもしれない。


　それでも──もしも、自分の想像が正しいのなら。


　取り返しのつかないことをしてしまったという感覚に、ぞっとする。


　そんな彼女に、自分は何を言った？


　本当に些さ細さいな救いの可能性を求めようとしていた彼女に、何を言った？


　お前達の事情に俺を巻き込むな、と──


　切り捨てた。


　息を吸う音。圧迫感のある、けれど静かな言葉で、陰かげる子こは自ら沈黙を破る。


「わたくしにしてみれば、貴方こそが平気で人を殺す殺人鬼です。貴方こそ彼女を殺そうとしたのです。何も知ろうとしないまま彼女を人殺しと罵ののしり、自分は殺人鬼なのではないかと迷い耐えている彼女の心に致ち命めいの刃やいばを振るったのです。だから、わたくしは──貴方のことを許しません。永遠に、嫌いです」


「……」


「ですが、彼女はわたくしにとって大切な人。大切な人が殺人鬼のように思われたままでいるのは我が慢まんなりません。だから連れてきました。自分が最低の男であることを知らしめてやろうと思いました──その様子では、目論見は果たせたようですわね。最低なことですが」


　大切な人。陰子がただ素敵のためだけに真しん摯しに動いていることは、もはや疑う余地はなかった。けれどその根本の理由が浩こう介すけにはわからなくて、


「どうして……お前は、そこまで……？」


　くる、と陰かげる子この傘が軽く半回転する。浩こう介すけを嘲あざ笑わらうように。


「それは、わたくしが彼女に救われたからであり、彼女はわたくしの恩人であり、また彼女が単純に可愛かわいらしいからですわ。最後の理由はあえて言うまでもないことですけれどね？」


「救われた？」


「ええ。わたくしはかつて症候群に重度罹患しました。わたくしだけでなく──黒崎さんも、今は入院しているもう一人の部員も。医術部にいる部員はみんなそうなのです」


「な……」


　それはつまり、陰子も素す敵てきに治ち療りようされたということなのか。殺されて殺されなかったということなのか。元々は──殺人鬼、だったのか。


「お前は……人を、殺したことがあるのか」


「さあ。そこは貴方あなたのご想像にお任せしますわ。わたくし達が人殺しなのか、それとも昨日の彼女のように、人を殺しそうになった間ま際ぎわで素敵さんに救われた人間なのか」


　陰子が言葉を濁にごしたのは、殺人鬼扱あつかいされたくないが為か、それとも本当にその過去を忘れたいが為か。二択だ。けれど答えはなんとなくわかるような気がした。もし本当に、取り返しのつかない過ちを犯してしまったならば──きっとこの女は、救われた、などという言葉を使いはしないだろう。


「でも、おかしいだろ。あいつに治療されたんなら、重度罹り患かんしていたときの記き憶おくは忘れているはずで……それに。黒くろ崎さきやもう一人のことはわかんねーけど、とりあえずお前は」


「今も症候群に罹患しているようにしか見えない──ということでしょう？」


　頷うなずいた。少なくとも陰子は、出会ったときからずっと、異常なほど傘を愛好している。実を言えば最初から疑っていた。けれど素敵の膝ひざ元もとである医術部の部員が症候群シンドロームに罹患したままでいるはずがない、と考えないようにしていたのだ。


「まあ、そのあたりの事情はわたくしが口にすべきことではないと思いますわ。何にせよ、わたくしは過去確かに重度罹患しており、そして今は素敵さんの手により治療されている──だから彼女はわたくしにとって大切な、一生をかけても返せないほどの借りがある恩人なのだと。それさえ理解していればよろしいですわ」


「そんな中途半端な説明で納なつ得とくできるかよ……！」


「でしょうね。ですから、後はわたくし以外の誰かにお聞きなさい。そろそろ貴方のような最低の人間と話をするのが苦痛になってきたところですの。あと勘かん違ちがいしないように。これは彼女に元気がないからであって、わたくしは彼女にはいつも笑っていてもらいたいと思っているというただそれだけ。その笑顔が取り戻せるなら何でもいたします。そのために大嫌いな人間を利用しなくてはならないというのならそうします。だからそうするだけです。こうやって」


「は？　お前、一体……ぐふぅっ!?」


　それはあまりに唐とう突とつな攻こう撃げきだった。とても避よけられない不意打ちだった。スカートを翻ひるがえしてのハイキックが顔面を直撃し、浩こう介すけは受け身も取れずに吹き飛ばされる。


「ああ、気持ちいい……今日はこの瞬しゆん間かんのために我が慢まんしてきたと言っても過言ではありませんわ。本音を言えばもう二、三発蹴けっておきたいところですが、今日のところはこれで勘かん弁べんしてさしあげます。ではごきげんよう」


　困惑と衝しよう撃げきではっきりしない意識の中、陰かげる子このそんな声が聞こえたような気がした。起き上がろうとするが、頭がくらくらする。身体からだが言うことを聞かない。落ち着け。背中にある硬い感触。コンクリートの壁かべか何かに背中を預けて倒れているのだと理解した。その壁に両手をつけ、それを支えにして身を起こす。ようやく意識がはっきりし始めた。視線を巡らすが、既すでに陰子の姿はどこにもなかった。代わりに、


「うえっふ……う、じゅる……ふぇ？」


　トイレから出てきた藍あい坂さか素す敵てきと目が合った。自分が背中を預けているこの壁が、先刻まで見つめていた公衆トイレの外壁だったことを浩介はようやく理解する。まさか、あのハイキックは自分をここまで移動させるために……？　ストレス解消の目的も多分に混じっていたのだろうが、移動手段にそれを選択する女とはやはり永遠に仲良くなれそうにない。


「……」


　涙と鼻水でぐちゃぐちゃだった素敵の顔が、きょとんとした表情のままで数秒固まり、そしてみるみるうちにその頰ほおが赤く染まっていき──


「うぎゃー！　み、見りゅなーっ！　なんであんたがここにいんのよーっ!?」


　この期ごに及んでまた悲鳴は『うぎゃー』だった。そしてこの期に及んでまた嚙かんでいた。





　ベンチがないので二人でブランコに座る。


「か、陰子さんの、仕業だったのね……まったく……ぐしゅ」


「ええい、鼻くらいかめ！　ほらティッシュ！」


「あ、ありがと……って私もティッシュくらい持ってるわよ！　ていうかティッシュを常備してる男子ってなんだかキモいわ。神経質そう……つーかあんたも微び妙みように鼻血出てるし！」


「何ィ!?　ダブルの意味で、マジか!?」


「ダブルの意味で大マジよ。ほらティッシュ！」


「お、おう……」


　なぜかお互いのポケットティッシュを交換し、素敵はちーんと鼻をかみ、浩介はねじねじと鼻の穴にティッシュを詰め込む。道理でさっきから呼吸がしにくいと思った。ゲル子め。


　ふう、とお互いが息を吐はく。しばらく沈黙が続いてから、浩介は意を決して口を開いた。


「……訂正する」


「え？」


「俺はゲロった。お前もゲロってた。おんなじだ。こうするのが当然で、だからこうしないお前は──なんてあのとき言ったのは、なんか、違ってたと思う。悪い」


「別に……いいのに。前から思ってたことだし。人を殺せない人殺しは人殺しなのかどうか、って」


　きい、と素す敵てきの乗ったブランコが揺れ始める。その顔を見ることはできなかった。


「他に陰かげる子こさんから何聞いたの？　この際だから、何か疑問が残ってたら全部答えたげる」


「いろいろ、だよ。お前が駅前で重度罹り患かん者を探して、んで治ち療りようしてることとか。街の平和のために、な」


「殺人鬼は見逃せないからね。知ってる？　あまり大っぴらには公表されてないんだけど、実はこの街、猟りよう奇き犯罪の発生件数がひどいの」


「症候群シンドロームのせいで、か」


「うん。だから被ひ害がいが広がるのを防ぐためにも、重度罹患者は見つけ次第治療することにしてる。軽度罹患者も、いずれ重度のものに発展する可能性がある以上、できれば治療しておきたいんだけど……きりがないから。軽度罹患者の治療は、基本的に医術部に相談に来た人だけをやってる感じ」


　医術部。その単語に浩こう介すけは思い出した。


「それから、ゲル子が話してたんだが……医術部の部員のことを聞いた。元・重度罹患者なんだろ。なのに、少なくともゲル子はまだ症候群シンドロームに罹患してるようにしか見えない。あいつもはっきりとは否定しなかった。どういうことだ？」


　きい、とブランコのペースが上がる。白衣がぱたぱたと音を立てる。


「昨日、塚つか原はらさんを治療したときにあんたに言った言葉……覚えてる？」


「何のことだよ。いろいろありすぎて覚えてねぇ」


「彼女を手術した後だったかな。あんたに対して言った覚えがあるわ……その言葉を意図的に選んだから覚えてるの。私はこう言ったわ。『ほとんどの場合、後こう遺い症しようは残らないから安心して』ってね」


「まさか……」


「それは逆に言えば、後遺症が残る確率はゼロじゃない、ということよ。ま、後遺症っていうか……私的には、限りなく《治療に失敗した》という感じだと思ってる。はっきり言うとね、それは重度症候群の狂的な欲望充足願望は切除できたけど、症候群自体は切除できなかった、という状態」


「まだわからん……結局、あいつらは今どんな状態になってるんだ？」


「基本的には軽度罹患の患者と同じよ。変なフェチを持ってて、普段はどうにもなってないけど、たまに我が慢まんできずに変なことをしちゃう。勿もち論ろん、人を殺してまでそんなことをしたいとは思わない。その一方で、彼女達は重度罹患した症候群シンドロームによって生まれた肉体と精神の変容をそのまま残してる」


「変容……塚つか原はらさんが指一本でお前を吹っ飛ばしたみたいな、あれか？」


「そう。で、あとは……もう私には今の彼女達を治療することはできない、という点かしら」


　ブランコの音に混じって、耳を疑うような発言が聞こえてきた。それはさらりと言うことではない気がするのだが。


「私の外科手術は重度罹り患かんした患者にしか通用しないし、軽度患者に対する治ち療りようは重度患者には通用しない。だから、そのどちらでもない彼女達を私はどうすることもできないわ。彼女達が医術部にいるのは、経過観察のため。事情を知ってるから私の治療を手伝ってもらったりもしてるけど、それは二次的なものね」


「経過観察、か……」


「これからどうなるかは、私にも彼女達にもわからないから。仮にもう一度重度罹患したときのことを考えたら、できるだけ私の近くにいたほうがいいでしょう？」


　息を呑のむ。その気配が伝わったか、素す敵てきは意識してそうしたかのような軽い口調で、


「仮に、よ。本当に可能性の話。一度症候群シンドロームに罹患した人間は、抗こう体たいができたみたいな感じでほとんど再罹患はしないわ。彼女達も、そう簡単には二度目の重度化なんかしないと思うけど……万が一ということがあるから」


　もしそうしたら、素敵はどうするのだろうか。やはり治療を行うのだろうか。殺さない人殺しを行うのだろうか。またこうして、吐はきながら、泣きながら──同じ部活の、仲間に。


　理解してしまった。


　素敵も、彼女達も、それを覚悟したうえで、同じ場所で同じ日々を過ごしているのだと。


　ああ、それは。潔いさぎよすぎて、強すぎて、あまりにもやるせない関係性だ。


「どうしたのよ、もう質問は終わり？」


　なぜこんなことになっているのか。何が原因でその関係性が始まったのか。そこに至る根本の疑問を、最後に浩こう介すけは問う。


「じゃあ、これが最後の質問な……藍あい坂さか素敵。お前は何なんだ？　人知れず街を守る正義のヒーローなのはまあいいとしよう。でも、人を殺しても殺せない体質、なんてのは普通じゃない。お前は何だ、超能力者か、魔法使いか、超古代文明人か？」


　素敵はくすりと笑った。そしてあっさりと、


「そんなんじゃないわ。私のこれも、みんなと同じ。症候群に罹患しているせいで生まれた変容よ。普通の人とは比べ物にならないほど特とく殊しゆな症候群シンドロームだから、普通の人とは比べ物にならないほど超常的な変容が生まれているというだけ。まるで超能力みたいなね」


「お、お前もなのか？　特殊な症候群シンドロームって……」


「その在り様も内容も、よ。これは遺伝性の症候群なの。代々女系遺い伝でんしてきたって話。つまりこうやって街を守るのは、代々受け継つがれてきた使命……なんていうと大おお袈げ裟さかしらね。内容は、単純に言えば《世界と乖かい離りする》症候群シンドローム。この症候群に罹り患かんしているということは、世界から無視されているのと同じなの。だから世界に影えい響きようを与えることができない。世界を構成する大事な要素である《生命》に直接関与することを許されていない。また同様に、人が世界と繫つながっている主要な方法──他人が何かを好きと思うこと、その強さを部分的に感じ取れる。これがたまたま症候群の判別に利用できているというわけね」


　突とつ拍ぴよう子しがなさすぎる。けれど素す敵てきの口調は冗じよう談だんを言っているようなものではなかった。


「その……人を殺せない、っていうのは症候群シンドロームのせいで生まれた《能力》みたいなあれなんだろ。何かを好きになる病気だって話はどこ行った。実際の症しよう状じようは何なんだ？」


「ああ、何に耽たん溺できしていくか、ということね。この症候群シンドロームの特殊性はもう一つあって、それが時の経過に応じて徐々に完成していくということ。耽溺するのはそのまま《世界との乖離》よ。つまり、一人になっていく。それでいいと思っていく。そして完成された症候群はさらに私の身体からだを変容させて、最終的には」


　きいっ、と、一ひと際きわ大きなブランコの音。


「私は世界から消える。他の誰にも、私自身にも認識できないように、症候群シンドロームが私の存在を作り変えるの。聞いた話だと──これを遺伝させてきたうちの家系に、三十を迎えられた女はいないと聞いているわ」


「な──！」


　それは──寿じゆ命みようが短いというのと同じことだ。誰にも、自分自身にも認識されずに消えてしまう。それは死とどこが違うのか。何も変わらない。


　浩こう介すけは時ここに至り、ようやく首を捻ひねって素敵を見る。だが見えなかった。


　そこには、何も乗せずに揺れているブランコがあるだけ。消える。消えた。まさか。


　胸中から溢あふれ出す、心臓が止まってしまいそうなほどの恐怖感。だが違った。


「あ……」


　素敵は飛んでいただけだった。


　白衣を翻ひるがえし、ブランコの揺れを利用して、高く高く、遠く遠く。


　よっ、と前方に着地した彼女は、おどけたように「十点満点ね」と呟つぶやき──


　笑顔で、振り返る。


　いつかこの世界から失われてしまう、残り時間の少ない、笑顔で。


「ま、そういうことよ。これで私達については全部話したと思うわ。すっきりした？」


　しない。全然しない。するものか。


「なあ……お前さ。自分で自分を治ち療りようすることは──」


「できないわ。私は誰も殺せないと言ったけど、例外がある。世界への関与を許されていないから殺せないってさっき言ったけど、それは逆に言えば、世界に関係のない人間なら殺せるってことだわ。つまり、私が普通に殺せるのは私だけ。治療じゃなくて自殺になっちゃうわよ」


　それに、と素す敵てきは軽い口調で続けた。


「たとえ治ち療りようできても、するわけないでしょ。私がこれを治したら、誰が他の患かん者じやを治すのよ。殺人鬼になりたくてなる人なんていないわ」


　お前もな、と浩こう介すけは思った。


　お前だって、人を殺せなくたって、人殺しになんてなりたくないんだろう？　毎回吐はくほど、毎回泣くほど、辛つらいことなんだろう？　なのにどうして、それをやろうとするんだ。続けようとするんだ。


　自分の未来を、犠ぎ牲せいにしてまで。


　いつか自分が消えてしまうことを、覚悟してまで。


「おお、いつのまにか真っ暗だわ。でもこういうの、なんかいいわね。お月様は綺き麗れいで、家のあったかい明かりがいっぱい光ってて、ごはんの匂においがしてて、おっと、元気な犬もわんわん鳴いてて──」


　素敵は小さな公園の中央に立ち、背筋を伸ばして周囲の世界を満足げに眺ながめていた。彼女が口にするのは、世界から切り取られたかのように小さく寂さびしいこの空間を囲んでいるものの全て。どこにでもあるもの。毎日あるもの。いつまでもあるもの。けれど素敵はそれらがまるで今この瞬しゆん間かんにしか存在しないもののように、とてもかけがえのないもののように、


「みんな、とっても、素敵」


　その全てを抱きとめようとするが如ごとく、軽く腕を広げて。


　自分の名前と同じ言葉で、それらを祝福した。


「だからさ、これを私が守れるのなら、私にしか守れないのなら、それもいいかなって思うの。それだけよ……ありふれてて、安っぽい自己満足なのかもしれないけど」


　浩介のほうを見ないまま、続けられる言葉。それが噓うそ偽いつわりのない彼女の理由なのは明らかだった。


　ああ、彼女は本当にこの街が、この街に住む人々が好きなのだ。だから一人で戦っている。


　一人で？　違う。医術部の奴やつらがいる。まだ見ぬ一人を加えて四人。たった四人。


　少ない。愚おろかなほどに少ない。人手が足りているはずはないな、と思った。


　さて。


　もし、ひどいことを言って彼女を傷つけてしまった最低の男がいたとして──


　しばらくの間、その人数をプラス一にしてやってもいいとそいつが提案したら。


　それは、罪つみ滅ほろぼしには、足りるだろうか。






第四診「術式開始」-killing human lover, loving human killer-
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「えー。最初に言っておきますが、これは告白ではありません。いやマジで」


「あ。そ、そうなんだ……私、てっきり……いや、そ、そうだよねっ？　私なんかがそういうの、ないよねー。あはは、自意識過剰でしたっ」


　どことなく緊きん張ちようした面おも持もちだった伊い万ま里りが、ぽくり、と自分の頭をおどけて叩たたく。ないわけがない。毎週あってもおかしくない。勘かん違ちがいした気まずさを誤ご魔ま化かすための噓うそだろう……と浩こう介すけは思ったが、まあ他の男達にとっては高たか嶺ねの花すぎて逆に告白しにくいということもあるのかもしれない。ファンクラブにバレると殺されそうだし。それを言うなら放課後の体育館裏に呼び出して二人きり、という現在のシチュエーションが既すでに彼らの制裁対象になりそうな気もするのだが、そこは考えないようにする。


「じゃあ……その、話って何かな、那な霧ぎりくん？」


「ああ。塚つか原はらさんには俺に教える義理は微み塵じんもないとは思うんだけど……ちょっと聞きたいことがあるんだ。いいか？」


「う、うん。あんまり恥はずかしいのじゃなかったら」


　なぜか伊万里は恥ずかしそうに首を縮める。もしやスリーサイズや初体験とかの話を聞かれるとでも思っているのだろうか。そんな男だと思われているのだとしたら多少ショックだ。


「別に恥ずかしいことは聞かないけど……まあ、その、プライベートの話だからな。ひょっとしたら恥ずかしいのかもしれない。聞きたいのは、塚原さんがあのドミノ倒しの後どうしたのかってことだよ。次の日学校に来るまでの間のこと、できるだけ詳くわしく教えてほしい」


　言うと、伊万里は軽く顔を伏せた。なぜか少しだけ暗い顔で。


「……日曜日のことだよね。うん。あの日は、ドミノの片付けをしてから、まっすぐ家に帰ろうとした……けど」


「けど？」


　何かを躊躇ためらうような数すう瞬しゆんの間を挟はさみ、伊万里は答えた。


「実は、あの《何かを倒したい》って感じの癖くせが止められなくなってから、ちょっと他の人にも相談しに行ってたの。悩み相談の相手になってくれる人っていうか、《おはなしやさん》って呼ばれてる人のところなんだけど。日曜日にもたまたまそこに行ってお話する約束をしてたから、ついでに寄って《治りました》って報告をしようと思って……あ、でも、藍あい坂さかさん達のことは言ってないよ？　秘密にするって約束だったから」


「《おはなしやさん》、ね……」


「うん。そこで普通にお話をして、それが終わったらまっすぐ家に帰った……だけかな。後は十一時くらいに寝て、起きたら月曜日で学校に行って、みたいな。えと、家で何をしたのかも言わなきゃダメかな。えとね、ごはん食べて、それは湯豆腐で、それからお風呂に入って、私がまず洗うのは足からで──」


「そ、そこまでプライベートなのはいいよ!?　つまり、日曜日に会ったのは俺達以外だとその《おはなしやさん》だけってことだよな？　悪いけど、その人の名前、あとどこに行ったら会えるのかを教えてくれると……」


「う、うん。いいよ」


　伊い万ま里りが教えてくれた情報を、浩こう介すけは携けい帯たいを使ってメモする。


　よし。聞きたいことは聞けた。一つ大きく頷うなずいてから浩介は携帯を閉じる。そのとき伊万里はもじもじと肩を縮めており、


「あのね、那な霧ぎりくん。ちょっといいかな。実はね、私もちょっとお話が……」


「いや、大丈夫だ。何でこんなこと聞くのかってんだろ？　別に悪用したりはしない、約束する。ただちょっと聞きたかっただけだ。気にしないでくれ」


「ううん、それはいいんだけどね。その……」


　そこで突然、浩介の携帯がぶるぶる震え始めた。メールの着信だ。内容は見ないでもわかる。


「ぬお、どうせ早く来いってんだろ。もうちょっと気長に待てよな……悪い塚つか原はらさん、俺、ちょっと用事があるから行くな！　マジありがとう！　じゃ、また明日！」


「あ……うん。ばいばい……」


　手を振る伊万里を背後に残し、浩介は走り始める。


　最後に見えた彼女の顔は、なぜか、困ったように眉まゆを寄せた曖あい昧まいな笑顔だった。





　そして医術部の部室。


「なるほど──《おはなしやさん》か。そんな奴やつがいるならもっと早くに気付きたかったけど、口コミだけで広がるような情報はさすがに手に入りにくいのよね……」


　聴ちよう診しん器きを口元に当てながら、素す敵てきが呟つぶやく。確かに、一般人とあまり会話をしない素敵達と口コミという情報伝達方法とは相性が悪いような気がする。


「にしても驚おどろきだわ。無む償しようで話を聞くだけの人間なんて、普通は誰にも相手にされないと思うんだけど……そこまで噂うわさが広がるってことは、よっぽど会話のテクがあるのかしら。まあとにかく、急激に感じるようになった自分のフェティシズムに不安を覚えた人がそいつに相談しに行って──ということでしょうね」


「そいつが、お前らの言う《敵》なのか？　なんつったっけ……」


「周旋体イントロデユーサー、ね。説明したけれど、最近の街の重度罹り患かん者の多さ、それと一度治ち療りようしたばかりの塚つか原はらさんが重度化したというありえない現象から判断すれば──《症候群シンドロームを重度化させる症候群シンドローム》の持ち主がどこかにいるとしか考えられないわ。日曜日に塚原さんを治して月曜日にはもう重度化でおかしくなってたんだから、容疑者は日曜日に唯ゆい一いつ会ったというそいつが最有力候補ね」


　確かにそれは昨日も聞いたことだった。素す敵てき達が以前から探しているという敵の存在。今までは推測していただけだったが、それは伊い万ま里りの不自然な重度化で確信に至った。


　素敵への罪つみ滅ほろぼしのため、しばらく彼女に協力することを決めた浩こう介すけだったが、そうでなくてもそんな奴やつは許せなかった。そいつのせいで伊万里は重度化し、あんなことをして──そして素敵の殺人治療を受ける羽目になったのだ。


　浩介には早さつ速そく仕事が与えられた。伊万里を重度化させた以上、そいつは必ず伊万里に接せつ触しよくしている。何にせよ彼女から話を聞くことが必要だ。しかし「手術で重度症候群シンドロームを切除したばかりの患かん者じやに、私はできるだけ接触をしたくないわ。症候群が復活することはないけど、フラッシュバックでそのときの記き憶おくが戻る可能性があるの」ということらしく──結局、その役目を浩介が果たすことになったのだった。


「にしても、わざわざ体育館裏なんかに呼び出すことはなかったと思うけど」


「し、仕方ねぇだろ。二人っきりで落ち着いて話せるチャンスがなかったんだから」


「どうですかね。これ幸いとまたよからぬことを企たくらんでいたのではありませんこと？　いえ、よからぬことこそが主目的だった可能性までありますわ。なにせ体育館裏です。大声を出しても聞こえねえぜ、大人しくしろ。この写真をばらまかれたくなければ知っていることを喋しやべれ……とか。彼女が今、ぼろぼろの制服で泣きながら帰っているのでなければよいのですが」


「おいテメェ。ケータイ見せてみろ。変な写真があったら二重の意味で握にぎり潰つぶすぞ」


「どんな鬼き畜ちくだよ!?　んでお前もゲル子の言うこと信じるな！」


　部室には陰かげる子こと共に空くうもいた。傘にヘッドホン、といういつもの奇態だが……浩介はもうその理由を知っている。彼女達が具体的にどういう症候群シンドロームを持っているのかはわからないにしても、それはあえて聞き出す必要のあることでもない。あまり気にしないことにした。


「まったく……で、これからどうするんだ」


「陰子さん、さっき頼んだあれは？」


「千せん導どう賢けん慈じという男の情報収集ですわね。塚原さんの証言を元に、詰つめ襟えりの制服を使用している近きん隣りんの学校の名簿を調べるよう家のものに言っておきましたが……個人情報でもありますし、なにぶん数が数なので、結果はすぐには。わかり次第、連絡が来るとは思いますが」


「なるほど。じゃあとりあえず今夜できることは一つね。その《おはなしやさん》とやらが実際に活動してる場所に行ってみましょう。何にせよ姿くらいは確認しておきたいわ……まあ外から盗み見するにしても、あんまり人目にはつきたくない。結構遅めの時間にならないと駄だ目めだと思うけど」


　素す敵てきは自分の椅い子すにぐっと体重を預け、天てん井じようを眺ながめながら目を細めた。


「実際にこの目で見れば、それなりに判断できるし……そいつが周旋体イントロデユーサーだという確信が得られたなら、そのまま機会を窺うかがって手術に入ればいい。今日はそこにいない可能性もあるけど、そしたら陰かげる子こさんの情報を待ってそいつの家や学校に行ってみるだけよ」


「……大丈夫なのか？」


「いくら特とく殊しゆな症候群シンドローム患者でも、そいつも重度罹り患かん者であることには変わりないはずだもの。治ち療りようできるわ」


　そんな意味で浩こう介すけは大丈夫かと聞いたわけではなかった。ひょっとしたら、素敵はそれがわかっていてあえて間違った答えを返したのかもしれない。


　彼女の言う手術とは、彼女が人を殺すということ。死ななくても殺すということ。そこには死体がある。血液がある。痛みがある。凄せい惨さんと猟りよう奇きある。自分は殺人者なのではないかという苦悩がある。それに耐たえられるのか。あれほど、吐はいて泣くほど苦しむ行為なのに、それでも彼女は続けるのか。


　やるのだろう。


　それがわかっているから、それが止とめられないとわかっているから──


　自分は、自分達は、ここにいる。


「そんなわけで……わりと大一番よ。今夜手が空いてる人は付き合ってほしいんだけど、どうかな？」


　椅子を軋きしませて、素敵が一同に向き直る。特に何の気負いも緊張もない、いかなる答えが返ってこようが気にしないというような態度だった。


「わたくしは言うまでもなく。常に素敵さんと共に在りますわ……コレクションを久しぶりに大だい開かい帳ちようせねばならないようですわね」


　陰子が傘の下で微笑を浮かべつつ首しゆ肯こうする。


　少し離れた場所の壁かべによりかかっていた空くうは、いつものように不機嫌そうな顔で、


「ち……あたしは、お前を手伝う気なんてこれっぽっちもねぇ。頼まれたってやらねぇ」


　ぷい、と視線を逸そらす。ややあって、小さな声が続いた。


「でも──最近、運動不足だからな。ドミノ倒しなんてクソうぜー仕事やらされてストレスも溜たまってる。手加減なしに殴なぐっていい誰かがいるんなら、まあ気が向けば日課の夜の散歩をちょっとコース変更してやっても……」


「夜の散歩が日課なんて初めて聞いたけど。とにかく手伝ってくれるのね。ありがと、くー」


「べ、別に手伝う気はねえっつってんだろ、ただの散歩のついでで、ただのストレス解消だ！　あとその呼び方止やめろ、握にぎり潰つぶすぞ！」


　そして、最後に残った一人。つまり浩介に素敵は視線を向けた。


「あんたは……その、私は別に気にしてないんだけど、罪つみ滅ほろぼし？　なら塚つか原はらさんから情報を聞き出してくれたのでもうチャラよ。それに、あんたは医術部の部員でもないし」


「だから来るな、ってのか？　そりゃ聞けないな。折角聞き出した情報が正しかったのかどうかくらいはこの目で確かめないとスッキリしねえ。ついてくさ」


　苦笑するように、素す敵てきは目を細めて。


　先刻空くうに向けて言ったのと同じような、ひどく優しい語調で、


「……ありがと」


　と呟つぶやいた。
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　目的の雑居ビルは街の中心地から少し外れたところにあった。面している一車線の道路から見て右隣どなりはコンビニの駐車場、左隣はとうの昔に潰つぶれたらしきラーメン屋がシャッターを下ろしている。ビル自体の造りは三階建てで小さめだ。古ぼけた看板に記されているのは一階にある整体院のものだけで、他は空くう欄らんになっている。不景気の影えい響きようか、それともビルの持ち主にテナント集めをする気がないのか。


　時刻は集合時間である夜九時を少し過ぎたころ。一階の整体院はとうの昔に閉院しており、テナントの入っていない二階にも明かりは点ついていない。同じくテナントが入っていないはずの──そして《おはなしやさん》が悩み相談を行っているという三階部分だけに電灯の光が見えていた。伊い万ま里りから聞いたところによると、その営業時間は平日は夕方から夜遅くまで、休日は朝から夜まで。つまりは学生が動ける時間をフルに使っているらしい。やる気があるというかなんというか。


　浩こう介すけ達がいるのは、そのビルから少し離れた場所にある坂道だった。多少の距離はあるが、坂の脇わきに植えられている木で姿を隠かくしながらビル内部の様子が窺うかがえるというベストポジションだ。ちなみに、ここに隠れることはいつもの素敵製《おはなしやさんの正体を確かめるしおり》に書かれていたのだが、そのしおりは「今回は学校外のことだし一応気をつけておきましょう」ということで全員が読んだ直後に集められて廃はい棄き処分にされた。だったら最初から作らなきゃいいのに、と思わざるを得ない。


「どうだ？」


　監かん視し場所で仰ぎよう々ぎようしい双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいた素敵に聞いてみる。と、


「ふん……なるほど。八割以上の確率で当たり、という感じがするわ。あんたも見る？」


　手渡された双眼鏡を覗く。三階の窓の向こうにある部屋の内部が見えた。スチール机に観葉植物、本棚、椅い子す、ソファ、そして──一人の男子。短い髪をしたかなりのイケメン優やさ男おとこだ。今は来客がいないのか、椅子に座ってファイルか何かを捲めくっている。


「あいつが周旋体イントロデユーサーか……で、どうする」


「しおりに予定は書いてたでしょ。もう少し待つわ。早くなんとかしたいところではあるけど、処置の最中に誰かが来て見られたりしたら洒しや落れにならない」


「でも、こうしてる間に客が来て重度化させられても困るんじゃないのか」


「そうね。そのときはリスクを冒おかしても動く必要があるわ……だから、客が来れば臨りん機き応変に対応。来なければ、相談時間が終わってあのビルを出てきたところを尾び行こうしてどうにかする、という感じね」


「ふむ。了解」


「素す敵てきさんがせっかく作ってくれたしおりを熟読していないなんて、キリスト教徒が聖書で鼻をかむようなレベルの不敬罪ですわね。いつ地じ獄ごくに落ちていだたけるのでしょうか……ともあれ貴方あなた、わたくしにもお見せなさい」


「はいはい、と。あとさっきからずっとツッコもうと思ってたんだが、お嬢様にはこれからゴルフのご予定でも？」


　陰かげる子こに双そう眼がん鏡きようを渡しながら、ついに耐たえきれずに聞いてみる。いつもの傘に加え、背中に大きなゴルフバッグを装備していた陰子がふんと鼻を鳴らした。


「別にお気になさらずともよろしいですわ。あとわたくしに向けて軽々しく突っ込むなどという言葉を向けないように。嫌いやな連想ができるその動詞を聞くだけで凌りよう辱じよくされたような気分になりますわ。反射的に舌を嚙かんでしまいそうです」


「……そりゃすみませんでしたね」


　浩こう介すけは半眼で呻うめく。前からだが、この嫌われっぷりはどうにかならないのだろうか。


　それから陰子が双眼鏡を空くうに回し、不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでレンズを覗のぞき込んだ空がつまらなさそうな鼻息を一つ。ぽいと投げ捨てられるようにして、双眼鏡は再び素敵の手に戻った。


　そのうちに時間は流れ、客が来ることもなく時刻は午後十一時を迎える。さすがにそろそろ営業時間も終わる頃合いだろう、と浩介が思ったまさにそのとき──覗いていた部屋の明かりが消え、内部が見えなくなる。ビル全体が暗くら闇やみを身に纏まとった。


「よし……もうすぐターゲットも出てくるはずよ。さっきも言ったけど、尾行して、人気がないところで機会があれば治ち療りように入るわ」


　緊張感を高め、一同はさらにビルの監視を続ける。そのまま十分、二十分──


　素敵が眉まゆを顰ひそめ、声に僅わずかな焦しよう燥そう感を滲にじませて言った。


「おかしいわ。どうして出てこないの？」


　空がチッと舌打ちをして、


「お前らがボーっとしてるから見逃したんじゃねぇのか」


「出入り口があそこしかないのは確認済みですわ。見逃したとは考えられません。どこかの窓から出たならわたくし達が気付かないこともありえますが──いつも三階から雨どいか何かを伝って帰宅する趣味があるのでもなければ、その可能性は限りなくゼロに近いでしょうね」


「だよな。俺達がここにいて見てるなんて、あそこからじゃわかりっこないんだし。つーことは、あいつはまだ中にいるってことだ。なんで帰らないんだ？」


「ひょっとしたら、中に布団でも用意してあって泊まれるようになってるのかもしれないわね。ま、ある意味好都合だわ……さすがに明かりの消えたビルに入ってくる客はいないでしょ、誰かに見られるのを気にせずに済むわ。もう少し待ってみて、それでも出てこないようなら突入するわよ」


　それから十分ほどが経たっても、やはりビルから人影が出てくることはなかった。一同は無言で頷うなずき、移動を始める。周囲に人気がないのを確認して素早くビルの中に入った。


　遅い時間のせいか、中の階段を照らすべき内部照明も既すでに消されていた。足を踏み外さないように注意しながら、踊おどり場の窓から射し込んでくる月明かりだけを頼りにして忍び足で階段を上っていく。そんなとき、ふと陰かげる子こが呟つぶやいた。


「……何かおかしな臭においがしませんこと？」


「そうか？　んー……」


「貴方あなたには聞いていません。嗅きゆう覚かくを働かせるのも許しません。わたくしや素す敵てきさんの体たい臭しゆうを嗅かいで興奮されると困ります」


「お前が変なこと言うからだろうが。どうすりゃいいんだよ俺は」


「言われてみれば、何か変な臭いがする気もしないでもないわね……何だろ。と、着いたわ」


　ぼそぼそと話していた一同が足を止める。三階の廊下を進んだ先には一枚のドアがあるだけだった。電気を消したこの部屋で奴やつは寝ているのだろうか。


「おい、今気付いたけど鍵かぎがかかってるんじゃないのか？」


「心配は無用よ。部屋に立て篭こもる患かん者じやを治ち療りようするための必須スキル、知ってる？　一流の医者ならピッキングくらいできて当然！」


　どの世界の医者だよ、とツッコむ気にもならない。半眼を向ける浩こう介すけの前で、ふふんと胸を張って言った素敵がノブに手を伸ばす。一応、鍵がかかっているかどうかを確かめようということなのだろう。が──ぴくりと眉まゆを寄せ、素敵はそのまま動きを止めた。囁ささやくように言う。


「……開いてるわ。不用心ね。一流お医者さんスキルを繰り出す必要もなくなったわ」


「俺はこれ以上犯罪者っぽくならなくてよかったと心から思ってるよ。ただでさえ建造物侵入なのに」


「医療のために法律が無視されるのなんてよくあることよ。救急車だって赤信号無視するじゃない」


「それはまた別の話だと思うが……」


　ともあれ、鍵が開いているならばもう歩みを押し留めるものはない。場の緊張感が再び高まった。準備はいいか、と一同が顔を見合わせる。浩介はごくりと唾つばを飲み込み、陰子は悠ゆう然ぜんと、空くうは行くならさっさとしろと言うように、それぞれ頷うなずいた。


　それら全てに、素す敵てきも頷きを返した。ノブを握っていないほうの手でメスを取り出し、深呼吸を一つ。それから、ゆっくりとドアを押し開けていき──そして。


　浩こう介すけ達はその刹せつ那なに悟さとった。誰もが同時に悟った。


　これは罠だったのだと。





　その瞬しゆん間かんに鼻び孔こうに届いたのは、もはや疑いようもない、多量の油の臭い。


　暗い部屋の中、僅わずかな光の反射でその床が濡ぬれているのがわかった。わかったときにはもう遅かった。


　闇やみに慣れた目を唐とう突とつに突き刺したのは、鮮せん烈れつな赤。


　そして生まれた猛もう烈れつな熱気が、一瞬にしてその空間の中に氾はん濫らんする。
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　サイレンの音が遠くに聞こえていた。


「ぐはー……ま、マジ危ねぇ……！」


「今のは本当に、死ぬかと思いましたわ……！」


「んだよ畜ちく生しよう、散歩のついでで全力ダッシュする羽目になるなんて聞いてねぇぞ……！」


　あの雑居ビルから全力疾しつ走そうで十分。たまたま見つけた静かな団地の敷地内で、浩介達は荒い息を吐はいていた。誰かに通報されてサイレンが聞こえ始めるまでには僅かに間があったから、自分達があそこにいたのは見られていないと思うが──何にせよ、あのときのことを思い返すだけで心臓が止まりそうになる。まさに命からがら逃げ延びた、というような状況だった。もしもっと勢い込んで室内に突入していれば素敵は火に巻かれていたかもしれなかったし、それを助けようとして自分達も逃げ遅れていたかもしれない。


　軽く焦こげた白衣の袖そでをじっと見つめつつ、素敵が口を開く。


「ええ。本当に、一歩間違えれば死んでいてもおかしくなかった。電気を消してから油を撒まいておいて、ドアを開ければ火が点つくような自動発火装置を仕掛けておく……今日び、その程度の仕掛けを作る方法ならいくらでもネットに転がってるわ」


「周旋体イントロデユーサーは──当然、逃げたのでしょうね。ですがあんな派手なことをしたのです。あちらにもかなりのリスクがあるはずですが……と、失礼」


　そのとき陰かげる子この携帯が鳴った。その電話を取った陰子はすぐに眉まゆを寄せ、「──そうですか。ご苦労様でしたわ」と通話口に呟つぶやいて通話を切る。


「悪い知らせです。詰襟の制服を使用している近隣の高校全てを調べてみても、千導賢慈という男子生徒の存在は確認できなかったと」


「な……どういうこと？」


　素す敵てきの言葉に、陰かげる子こは小さく嘆たん息そくした。


「可能性としては二つですわね。偽ぎ名めいを使っていた。自分の素す姓じようを隠かくすために、あえて別の学校の制服を着ていた。いえ、その両方、という三つ目の可能性もありますか」


「そう……私達をあそこで焼き殺すつもりだったんなら、当然自分の身の安全についても考えているはずよね。素性が全て噓うそだからこそあんなことができた、というわけかしら。でも、これはちょっとまずいわ。名前は違うかもしれない、学校も違うかもしれない、それどころかそもそも学生じゃないかもしれない──手がかりがほとんどゼロになっちゃったじゃない」


「ええ。あそこを焼き払ったのなら、もう《おはなしやさん》として表立って活動することは止やめるつもりなのでしょうし。どうしたものでしょうか……」


　深刻な顔で、素敵と陰子が話している。だが浩こう介すけはそれどころではなかった。


　二人が話していることももっともだとは思う。けれど──それ以前に、気にすることはあるではないか。明らかにおかしなことがあるではないか。


「待て、待てよお前ら。それよりも、変だぞ……」


「何がよ？」


　素敵の、きょとんとした顔。彼女には当然のことすぎて気付けないのだろう。だが自分には当然ではないから、この疑問の存在がわかる。それを知ったばかりだからわかる。


「なんであいつはお前達をいきなり焼き殺そうなんて考えたんだ？」


「何言ってんのよ。それは……あれ？」


　そうだよ、と浩介は頷うなずいた。


「お前らには当たり前なことなんだろうが──いいか。普通の奴やつは、藍坂素敵って女が重度症候群を治療できるってことなんか知らないんだぞ。お前と約束したから医術部のことは伝えなかった、って塚つか原はらさんは言ってた。彼女が噓をつくとは思えないし、百歩譲ゆずって何かの拍子に医術部っていう単語やお前の名前をぽろっと出したんだとしても、それだけじゃ普通は信じないだろ。まあ塚原さんじゃなくて、長なが尾おが言ってたみたいに単なる噂うわさ話でお前や医術部の治ち療りようのことを知ってたっていう可能性もあるけど……それにしたって、いきなり『焼き殺してでもお前から逃げなきゃ』とか考えるはずがない」


　一息に言うと、素敵ははっと息を呑のんで瞳を険しくした。聴ちよう診しん器きを弄いじりつつ、


「そうね。私が重度罹り患かん者の前に立ち塞ふさがって治療しようとしたときに、自分がやってくる気持ちいい行為を邪じや魔まされたくない、って感じで抵抗されるのはよくあること──だから気付かなかったけど、今回は違うんだわ。私はまだ相手の前に姿を現していない。治療するとも言っていない。ということは──相手は自分が症候群シンドロームに罹患しているということに気付いていないはずだし、そして気付いていないのなら、それを治している私から逃げる必要もない。そのはず、なのに」


「お前が踏み込んでくるのを見越した罠わなが仕掛けられてるのはおかしいよな。で、ついでに言えばその罠もおかしい。油を撒まいて、発火装置を仕掛けて、自分はこっそり窓から逃げる──前々から油やら何やらを準備してたんならまあその手段自体はいいとしよう。でも、なんで奴は俺達が今日踏み込んでくることを知ってたんだ？」


　その言葉に絶句したのは素す敵てきだけではなかった。陰かげる子こも、空くうも。誰もが浩こう介すけを見つめていた。


「それは……確かに、そうですわ。今夜こうすることは、さっき決めたばかりですもの」


「おい。じゃあ、テメェはこう言いたいのか？　あたし達の中に裏切り者がいる、って」


　最初に思いつく可能性はそれだった。それなら全てが説明できる。


　だが、


「んなわけねーだろ」


　浩介は肩を竦すくめて軽く言う。火事場ダッシュのダメージが残ってなければ、肺はいをフル活用してゲラゲラ笑ってやってもよかった。それは真ま面じ目めに答えるのも馬ば鹿からしい疑念だ。


　そうだ、そんなわけがない。それだけはありえない。


　素敵のしていることを知って、それでも傍そばにいて、彼女を助けている部員が。


　変人ではあっても、けっして悪人ではない彼女達が。


　そんなことを、するはずがない。


「じゃあ……どういうこと？」


　眉まゆを寄せて聞いてくる素敵に、浩介は頷うなずく。答えは一言。


「わかんねー」


「……」「……」「……」


「ぬお、おいお前ら！　無言でメスを取り出すな傘を畳たたむなポキポキ指を鳴らすな！　三人同時ツッコミは疲つかれる！」


「あ、あんだけ勿もつ体たいぶっといてそれはないでしょっ！」


「少しは見直してやってもいいかと思って聞いていましたのに……やはり最低の男！」


「あたしはストレス解消のために来たって言ったよな？　あ？」


「わかんねーもんはわかんねーんだからしょうがねぇだろ！　これから考えるんだよ！」


　三人に詰め寄られるが、本当にわからないものはどうしようもない。


　このまま答えを出さないと本当に三人に折せつ檻かんを受けそうだったので、浩介は必死に頭を巡らせる。周旋体イントロデユーサーは素敵のことを知っている。そして今夜訪おとずれることも知っていた。だがこのメンバーの中に裏切り者はいない。それらを説明することのできる答えはどこにある？


「……」


　そして、ふと。


　浩介の頭の中に、一つの可能性が浮かび上がってきた。


　しかしそれはただの可能性だ。確信などない──現時点では。


　だから浩こう介すけは、それを確かめるべく、


「なあ。一つ、提案があるんだが」


「何よ？」


　素す敵てき達の顔を見渡しながら、言った。


「今から──部室の大掃除をしないか？」


『──は？』


　返ってきたのは、勿もち論ろん、コイツ狂ったんじゃなかろーかというような視線×３だった。
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　手がかりは見つけた。後はその糸の端はしをさらに辿たどっていくだけだ。


　だから翌日の放課後。下校時刻ギリギリになって、浩介は昨日と同じくゴルフバッグを背負った陰かげる子こ、ヘッドホンで耳を塞ふさぐ空くう、いつもの制服に白衣の素敵と共に、その手がかりを突きつけるべき人物のもとに向かう。


　つまりは──保健室へ。





「あれ～。みんな揃そろってどうしたのかしら～？　集団食中毒でアイタタ……でも、なさそうだし。もしや、恋の多角関係の相談かな～。先生、相談受けたことあるのは三角関係までなんだけど、可愛かわいい生徒ちゃん達のためなら頑がん張ばりますよ～？」


　椅い子すを軋きしませて、桐生きりゆう長閑のどか養護教きよう諭ゆが一同に振り返る。いつも通りのほえほえとした笑顔だった。だが浩介は笑わない。


「相談と言えば相談です。今日は先生に聞きたいことがあって来ました。まず……先生、今部室の鍵かぎを持ってますか？」


「そりゃあ持ってますよー。顧こ問もんさんですから～」


　と、長閑は白衣のポケットからキーホルダーを取り出して揺らす。それで可能性が高まった。


「ども。じゃあ次の質問です……これ、何だかわかりますか？　昨日、部室の大掃除をしてて見つけたんですけど」


　そうして浩介がポケットから取り出したのは、掌てのひらに収まってしまうほどの、一つの小さな機械。長閑はこくんと首を傾かしげ、


「なんでしょう。先生、そういうのあんまり詳くわしくなくてわかんないな～」


「盗聴器です」


「……」


　長閑はにこにことした笑顔のままで言葉を止めた。


　これは昨夜あれから夜の学校に忍び込み、部員総出で部室をひっくり返した結果として見つけたものだ。素す敵てきの机の裏にくっついていた、電波を飛ばすタイプのもの。


　疑問の答えは単純だった。素敵の治ち療りようのこと、昨夜《おはなしやさん》のところに向かうこと──それらは昨日の放課後、どちらも部室で話していたことだ。医術部の部員に内通者がいないのなら、誰かがその会話を聞いていたとしか考えられない。だからその可能性を確かめるべく、浩こう介すけは部室の大掃除を提案してみたのだった。


「え～っと。その、そんなものがあるなんて信じられないなー。勘かん違ちがいじゃない？」


「──俺は昔、こういうものの仕組みを調べるのが趣味になったことがあるからわかります。さすがに実際仕掛けたりはしませんでしたけど、間違いないです。問題は、これが仕掛けられていたのが医術部の部室だということ。職員室で厳しく管理されてるっていうマスターキーを除けば、部室の鍵を持ってるのは部員であるこいつらと──さっき見せてくれた通り、後は顧こ問もんである桐生きりゆう先生だけです」


「……」


「一番端はしの棟とはいえ、部室があるのは一応校内。鍵を盗んだり借りたりしても、部外者が仕掛けるのは難しいしリスクがあるでしょう。だから──これを仕掛けた可能性が一番高いのは、桐生先生だと判断するしかないんです」


　浩介は一度言葉を切り、深呼吸をしてから続けた。


「これを仕掛けたのが先生なら、俺達は先生に聞かなきゃならないことがある。先生は、千せん導どう賢けん慈じと名乗っていた《おはなしやさん》という男と知り合いで……何らかの形で、奴やつに協力してるんじゃないですか？」


　長閑のどかはくすりと笑った。嫌いやだなあ、というように手を振りつつ、


「なんのことかわかんないけど、そんな人は知りませんよ～？　もしそれが盗とう聴ちよう器きだったとしても、仕掛けたのは先生じゃありませんし。先生はちょっとズボラなんで、ひょっとしたら鍵を盗まれてコピーされたりしちゃったのかもしれませんね～。もしそうだったとしたら、先生も責任を取らなくちゃいけませんが……証しよう拠こもないのに犯人として可愛かわいい生徒ちゃん達に疑われるなんて、ちょっとショッキングです。くすん」


「それは可能性が低いと思います。さっき見せてくれた鍵のおかげで言えます──あの男には、盗んで鍵のコピーを取ってそれをまた戻す、なんてことをする必然性がありません。盗んだものをそのまま使えば盗聴器を仕掛けるには充分です。それに──証拠が必要と言うなら、いろいろ調べさせてもらっていいですよね？」


「いろいろって？」


「まずはこの保健室や、職員室の先生の机。盗聴器の受信機があるかどうかを調べさせてください。それから──この盗聴器の指し紋もんでも調べてみましょうか。すみませんがこれは俺達にとっての重大事件です。そこまでやんなくちゃ、先生の疑いを晴らすことはできません」


「あ～。うん。そっかー。そうですよね～……」


　ふう、と疲つかれた表情で長閑のどかは息を吐はいた。


　そして、やはりにこやかな笑顔で──





「じゃあ仕方ないですね。認めちゃいましょう。はい、それを仕掛けたのは先生ですよ？」





　予想していたとはいえ、ショックは大きかった。なぜ先生が。どういう目的で。


　そこで素す敵てきが浩こう介すけの前に進み出た。厳しい目で腕組みしつつ、


「桐生きりゆう先生。今までも見てたし、さっきからもう一度確認してたけど、あなたは重度罹患者ではない。それはつまり、あなたは純然たる周旋体イントロデユーサーの協力者であるということ。教えてほしいわ。あの男とどういう関係なのか。あの男は今どこにいるのか」


「周旋体イントロデユーサー……っていうのは彼のことですか。よくわかりませんけど、なんだかカッコいいですね～。まあ関係と言われても、昔からの長いお付き合いといいますか、お互い知らないことはない関係といいますか。で、彼が今どこにいるのかは……実は先生も知らないんですよね～。電話したらわかるかもしれませんけど」


「では電話して。居場所を聞き出すか──逃げている最中だというなら、私達のことは知らせず、理由をつけて会う約束を取りつけるの。先生がどこまで理解しているかは知らないけれど、あの男には治ち療りようが必要で、その治療ができるのは私しかいない。悪いようにはしないから、信じてほしいわ」


「……愛すべき生徒ちゃん達に、信じてほしい、なんて言われたら信じないわけにもいきませんね～……わかりました」


　まだ油断はできないが、とりあえず道は繫つながった。これで新たな手がかりが手に入る、と浩介は表情には出さずにほっと息を吐く。先生とあの男の繫がりについてはまだ聞きたいこともあるが、それはあの男を追い詰める手て筈はずを整えてからでも充じゆう分ぶんだ。


　そのとき、白衣をごそごそやっていた先生がふと首を傾かしげた。それから顔を上げ、


「藍あい坂さかさん、そこに掛けてあるハンドバッグの中に先生の携けい帯たいがあります。取ってくれませんか～？」


　言葉通り、素敵が手を伸ばせば丁度届く位置の壁かべに、先生のスーツの上着とハンドバッグが掛かっていた。早く周旋体イントロデユーサーを追い詰めたいという気持ちからか、素敵はいささか乱暴な手つきでバッグを引っ搔かき回し、中から携帯を取り出す。型が古いのだろう、かなり大きめで無骨なデザインの携帯だった。そして、素敵がそれを先生に手渡したとき──


「あ。どうでもいいことなのかもしれませんけど、さっき先生、一コだけ噓うそをつきました」


「──え？」


　にこり。携帯を手渡した、つまりは長閑の最も近くにいる素敵に向けられた笑み。浩介は直感的に、その表情に嫌いやなものを感じる。だが、


「彼が今どこにいるのかわからないというのは噓です。実はばっちり知っちゃってます」


　遅かった。


　次の瞬しゆん間かんに見えたのは、受け取ったばかりの携けい帯たいを、長閑のどかが素す敵てきを抱き締しめるようにしてその首筋に押しつける光景。続いて、ばぢっという耳みみ障ざわりな音と共にそこで弾はじける光。


「あぐっ……」


「素敵さんっ!?」


　陰かげる子この悲鳴じみた叫び。四し肢しを痙けい攣れんさせてよろめく素敵の身体からだを、長閑がそのまま受け止める。しかしまだ意識が残っていたのか、彼女は震える手を伸ばして長閑の髪を懸命に摑つかみ──


　そして、ずるり、とその髪が滑った。


「な──」


　誰もが言葉を失う。失わなかったのは、ただ一人。


「まあ、答えは簡単。居場所も何も。君達の目の前にいる、ということなんだがね」


　長い髪のカツラの下にあったのは、清せい潔けつな髪型にカットされた短髪。そして薄ら笑いで眼鏡めがねを取り去れば──そこには。


[image: ]


　あの診療所で見た男の顔があった。


　ああ、髪と眼鏡だけが原因ではない。表情が変わっただけで、人はこうも印象が変わるのか。変わっていいのか。顔の造りは同じはずなのに、それは間違いなく、


「周旋体イントロデユーサー……ま、さか、そんな。でも、確かに、今は……重度罹り患かん者に、なってる……！　二重、人格……!?」


　途切れ途切れに発せられる素す敵てきの言葉に、男は──男のように見える存在は微笑ほほえんだ。今までとは全く違う、けれども温かな印象を受けることだけは同じ、微笑。


「そんなところかな。今どき二重人格者が犯人の正体だなんて、自分でも陳ちん腐ぷで滑こつ稽けいな話だとは思うよ。目新しくもない真実にガッカリしたなら勘かん弁べんしてほしい。それにしても、愛しい、愛しいね！　君の意志力は称賛に値する。使命感を持った人間の強さか……実に愛しいッ！　だが僕はまだ、君に治ち療りようされるわけにはいかないんだ。眠っていたまえ」


　もう一度、周旋体イントロデユーサーが素敵の首筋に携けい帯たいを──携帯に偽ぎ装そうされた改造スタンガンを押しつける。繰り返される電気の光。


　素敵が、今度こそ完全に意識を失った。
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　塚つか原はら伊い万ま里りは迷っていた。彼に、話したいことがあったのだ。


　心に抱えている、一つの秘密について。


　それはとても大事なこと。


　けれど、簡単には話せないこと。


　どうしようどうしようと迷っているうちに、時間が流れてしまった。放課後になってしまった。教室を見回したときには既すでに彼の姿はなく、伊万里は嘆たん息そくする。鞄かばんもないから、もう下校してしまったのだろう。決断力のない自分が嫌いやになる。これは、いつまでも心の奥に仕舞っておけるものではないのに。根こん拠きよはなかったが、きっとそうだと伊万里は思っていた。


　彼の帰ってこない教室にいても意味はなかった。鞄を持ち、自分も教室を出る。昇降口に向かう途中で、再度勇気を奮い立たせて彼の立ち寄りそうな部室に足を運んでみたが、鍵がかかっていて入れなかった。中には誰の気配もない。諦あきらめてとぼとぼと立ち去る。


　どうしてこうなんだろう。肝心なときに勇気が出ない。勇気が出たときには間が悪い。


　ふう、と自己嫌悪の息を吐はきつつ、伊万里は下げ駄た箱を開けようとする。そこでふと思い立って、確認のためにこそこそと彼の下駄箱を開けてみた。まだ外そと履ばきが残っていた。とすると……彼はまだ、校内にいるのだ。


　でも、どこにいるのかわからない。学校は広いのだ、見つけることなんてできないだろう。


　……明日で、いいや。


　諦めて、彼女は靴くつを履き替えて外に出る。だが、校門を潜くぐったところで──


　足が、止まった。振り返り、出てきたばかりの校舎を見上げる。


　思い出したのだ。昨日も、彼に言おうとして結局言えなかった。明日にしようと思った。今日も、明日にしよう、と思った。だったら、


「明日も……明日にしようって、きっと、思っちゃうよね……」


　ぽつりと呟つぶやいて。


　そのまま、伊い万ま里りは彼のいる校舎を見上げ続ける。


　ずっと。


　ずっと。
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　素す敵てきを腕に抱えたまま、周旋体イントロデユーサーが椅い子すから立ち上がる。重なる二人の白衣。


「まず言っておこう。僕は人間というものが愛しくてたまらない。だから、他人には理解されない欲求に悩む愛しい人間に手を差し伸べてあげたいと思う。そして男という性も女という性も区別なく愛しいからこうしている。ただそれだけだ。結局のところ、僕は身分を捏ねつ造ぞうし性別を偽いつわって、世のため人のためにボランティアをしていた──というだけさ。思春期の人間には同じ年頃の人間にしか話せない悩みというのもあるからね。心を開いてもらうには学生のふりをしていたほうがやりやすかったんだ。愛しい人間の悩みを聞いて、愛しい人間の悩みを肯こう定ていして、愛しい人間を救うのはとてもいいことではないのかい？　少なくとも僕はそれに誇ほこりを感じている。見逃してくれる気はないかな」


「あるわけ……ねぇだろ。藍あい坂さかを離せ！」


「おや、那な霧ぎり浩こう介すけくん。いきなりきついもの言いになったね」


「うっせぇ。気安く名前を呼ぶな……！」


「前に言ったかな？　愛しい人間の、つまりは愛しい生徒達の顔と名前は覚えていて当然だよ。呼ぶなと言われても困る。ああそうか、急に敬語がなくなったのは僕が僕だからか。ふむ。確かにスカートを穿はいてサラシも胸に巻いていないのに、僕、と言うのは僕自身も違和感を覚えないではない。この身体からだの元々の生物学的性別が女性であるのは間違いがないしね。では桐生きりゆう長閑のどかに戻ろうか……そちらのほうが君達も自然に話せるだろう。ああ、先程この彼女は僕のことを二重人格と言ったが、どちらも僕であることに変わりはないよ。記き憶おくも経験も共有している。つまりは今まで多少演技していたということだから、何か君達にも違和感があるかもしれないが、受け入れてくれると嬉うれしい」


　ぺらぺらと喋しやべりながら、男は眼鏡めがねを掛け直す。肩に引っ掛かっていたカツラを付け直す。それだけで彼は彼女へと、桐生長閑へと戻った。外見だけは。


「……ふう。そんなわけだから、愛しい生徒ちゃん達。今まで騙だましててごめんなさいって言うべきかな？」


　男の長閑の落ち着きと、女の長閑の温かさ。その二つが同居した彼女の微笑は、当然ながらそのどちらとも違っていた。形の良い胸を張り、唇くちびるを不ふ遜そんに歪ゆがませ、ちろりとピンクの舌を出した──どこか妖よう艶えんな表情。


「それにしても、びっくりしたわよ。元々、医術部がおかしなフェティシズムみたいな病気を治ち療りようしている、というのは噂うわさで聞いてたんだけど……噂は噂、であまり気にしてなかったの。でもちょっと前に、塚つか原はら伊い万ま里りちゃんが男のわたしのところに偶然相談に来てね」


　悪びれた様子もなく、長閑のどかが彼女の名前を口にした。嫌悪と怒りが沸わき上がる。そうだ。お前が彼女を歪めた。人殺しを禁きん忌きと思わないほど狂わせた。そして彼女は素す敵てきの手で死を体験させられた。


　浩こう介すけが拳こぶしを握にぎったのに気付いているのかいないのか、長閑は陶とう然ぜんと言葉を続ける。


「とても愛しい子だと思ったわ。可愛かわいい顔が愛しかったし、綺き麗れいな肌が愛しかったし、男子が毎日自分について妄もう想そうしているなんて夢にも思っていないほどうぶなところが愛しかったし、そして父親の虐ぎやく待たい的なしつけで何かを倒したいなんていう欲望を胸の奥に秘めてそれを恥はずかしいことと思って必死に我が慢まんしているのが愛しかったわ。だからじっくり彼女の話を聞いてあげて、じっくり彼女を肯こう定ていしていこうと思ったのに──驚おどろいたわ。そのとっても人間らしくて愛しい欲望がなくなってしまったっていうじゃない。どうしてそうなったのかは教えてくれなかったけれど、想像はついたわ。実際にあなた達と一緒にドミノ倒しをする彼女の姿を見ていたから。ああ医術部の噂は本当だったのか、とそこで気付いたわけね。それでわたしは、頑張ってお話をして伊万里ちゃんにその人間らしい欲望を思い出してもらってから、あなた達のやってることをもっと詳くわしく教えてもらおうと部室に盗とう聴ちよう器きを仕掛けて……」


　そして、知ったのか。素敵の力を。今まさに自分が狙ねらわれているのだということを。


「もういい、わかった。話が長なげえよ。とりあえず黙れ。黙って──」


「あれ、もしかして那な霧ぎり浩介くん、怒ってる？　どうして怒ってるのかしら？　先生、何か気に障さわるようなこと言った？　大丈夫よ、塚原さんにはまだ手を出していないから。女同士でも愛しい行為はいっぱいできるけれど、そういうのは彼女が本当に救われてからかなと思ってたから──」


「黙れと言いましたわッ！」


　実際言ったのは浩介だが、陰かげる子こも気持ちは同じだったのだろう。唐とう突とつに彼女はキレた。そしてその唐突さが功を奏した。


　ぐんと身を屈かがめて踏み込む陰子。閉じた傘を槍やりと化し、その先端を手加減なく長閑の首筋へと突き入れる。慌あわてて長閑は身を捻ひねり、半ば倒れながら傘を回かい避ひ──陰子はその刹せつ那な、奇術のように手中の傘を回転させ、前後を逆にして持ち替えていた。最初からそうすることを考えていたかのように、Ｊ字に曲がった柄えの先を素敵の胸元に引っ掛ける。そしてビリビリと制服が破ける音がするのにも構わず、その小さな身体からだを力任せに引っ張って長閑の腕の中から引き摺ずり出した。


　取り戻した──けれど気絶したままの素す敵てきを大事そうに抱えつつ、陰かげる子こは再び傘を持ち替えて長閑のどかを睨にらむ。安あん堵どの息を吐はいたのは一いつ瞬しゆん、浩こう介すけも身構えた。空くうも同様だ。


　長閑は傘を避よけたせいでバランスを崩し、保健室のベッドにダイブしたような状況になっていた。白衣とシーツを擦こすり合わせつつ、ベッドの上でゆっくりとこちらに向き直る。


「あらあら。取り返されてしまったわね」


「自分を治ち療りようできるのは素敵さん一人──だから素敵さんをまず狙ねらったのでしょう。正しい判断です。ですがそれは最高に間違った判断です。わたくしは、彼女に手を出そうとする人間をけっして許しません。もはや、貴女あなたに対する慈悲の心は微み塵じんも残っておりませんわ」


「……ではどうするのかしら？」


「はん、結局テメェを治療できるのはこいつだけだ。面倒くせーが、このマヌケ女が起きるのを待つしかねえ。ま、それまでに──ちょっとはストレス解消できそうだけどよ」


　空が長閑を見下ろしながら言う。陰子も冷れい徹てつな表情で頷うなずいた。


「逃げようとしても無駄ですが、別にトライするのは止めません。その場合は骨の一本でも折らせていただきますわ。一本と言わず、二本でも三本でも可です。泣いても叫んでも許しませんのでぜひ泣いて叫んでください。貴女はそれだけのことをしました」


「怖こわいわねぇ」


　くすり、と長閑が笑う。浩介の胸中に違和感が生まれた。なぜこの女はこうも余裕を見せているのか。まるで、まだ何か奥の手があるようではないか──


　ベッドの上で尻しり餅もちをついた姿勢のまま、長閑が長い脚を悠ゆう然ぜんと組み替えた。その拍子に、彼女のガーターストッキングの最深部がちらりと視界に入る。浩介が彼女の顔に視線を固定すると、長閑はそんな浩介を面おも白しろそうに見返しながら、ぽんぽんとベッドを掌てのひらで叩たたいた。


「ああ、可愛かわいい……とっても、愛しいわ。ねえ、那な霧ぎり浩介くん。恥はずかしがることはないのよ、そういうのもとても人間らしい愛しいことだもの。見たかったらもっと見てもいいし、触りたかったらもっと触ってもいいの。好きなことは好きにしてもいいのよ？　このベッド、実は何回もそういうことに使っちゃってるし」


「……吐はき気がする女だな」


　空が顔を顰しかめて呟つぶやく。僅わずかに身を退いたのは、そのベッドを何か汚けがらわしいもののように感じてしまったからだろう。


「そう？　あなたもやってみればいいと思うわ、とっても気持ちいいから。まあつまり、何が言いたいかというと──保健室の先生は、生徒ちゃん達からいろんな相談を受けるものよ。その意味では夜のお仕事と変わらないわね。まあ《おはなしやさん》は幅はば広い少年少女ちゃん達の話を聞けて、昼のお仕事ではこの学校の生徒からしか話を聞けないという違いはあるけど……優しい保健室の先生と生徒、大人の女性と思春期の子供、という立場でお話しできるという観点で言えば、その違いも愛しいものよ」


「よくわかりませんが、貴女あなたの存在が気持ち悪いということだけはわかっておりますわ。毎日大変に気持ち悪いお仕事ご苦労なことです」


「でもね、やっぱりこっちのわたしが戸こ籍せき的には本当だから、思うまま生徒ちゃん達の欲望を肯こう定ていして救ってあげるのはちょっと躊ちゆう躇ちよしてたの。注目を浴びてもうお仕事できなくなると困るし。もどかしかったわ」


　んふふ、と長閑のどかは含み笑いする。何だ。こいつは何を言おうとしている？


「でもね。藍あい坂さかさんの力のことを、あなた達のことを知ったから──それどころではなくなっちやったのよ。だってわたし、こうやってみんなを助けたいって気持ちを病気扱あつかいされて治ち療りようなんてされたくないもの。だからね、背に腹は代えられないと思って」


　少女のように、ぺろりと長閑が舌を出した。そして、


「──助けてもらうことにしちゃった[image: ]」


　長閑が素早く身を折り曲げてベッドの下に手を伸ばし、そこから両手で何かを引っ張り出す。大きなトランクが二つ。長閑の手がそのロックを外すと、トランクは弾はじけるような勢いで勝手に開き──


　その中に、それぞれ身を折り曲げて入っていた、二人の生徒が立ち上がる。


「なん、ですって……!?」


「今までずっと入ってたってのかよ。頭沸わいてんな、アホらしすぎるぜ……！」


　驚きよう愕がくする浩こう介すけ達の視線の先、


「うふふ……昨日の罠わなが失敗したみたいだったから、急いで今日の昼間に呼び出して、もしものときのために放課後残ってくれるように頼んでおいたの。お話しして、我が慢まんしてた心を気持ちよく解放してあげて、ついでに身体からだも気持ちよく解放してあげながらお願いしたら、みんな快（こころよ）く聞いてくれたわ」


　二人は長閑を守る近この衛え兵へいのように、ベッドの前に立っている。男子と女子。男子は筋肉質な角かく刈がりの生徒で、女子は小柄でおとなしそうな三つ編み。二人ともが──ひどく幸せそうに、気持ちよさそうに、その目を細めている。あの日の伊い万ま里りのように。


　男子は虎とらのマスクを被かぶりながら、


「俺は正義の味方だ、タイガーマスクだ……悪人どもめ、覚悟しろ。俺の四次元殺法からは逃げられない……くく、クククク！」


「ええ、その通りよ。彼らは悪い人達なの。だからあなたは思う存分その力を振るってもいいのよ。これはあなたのいるプロレス研究会の興業なんかではないから、本当に、思いっきり。あなたはかっこいいわ。最高にかっこいいわ」


「そう、タイガーマスクは恰かつ好こういい……恰好よくなくてはならないッ！　そして強くなくてはならないッ！　だから俺は強い！　おお、おおおっ……虎だ、俺は虎になるのだ！　俺はこの日のために生きてきた！　悪、成敗する！」


　どこか幼児をあやすように長閑のどかが言い、時代遅れで最高にダサい虎とら覆ふく面めん男が勇ましく答える。完全に役に入り込んでいるらしい。一方、女子のほうはポケットから大きな裁たち鋏ばさみを取り出し、それをうっとりした目で眺ながめていた。さらに、うわ言のように、


「何かを裁つのって、気持ちいいの。ざくざくって。じゃくじゃくって。その音が、鋏に伝わる感触が、何かの結合がぷつって途と切ぎれる様が、とってもとっても、気持ちいい、の！　裁ったものはもう二度と元には戻らないの、断裁はかけがえのない至高の乖かい離り行為なの、もっと裁ちたい、何でもいいから、もっともっといっぱい裁ちたいよぅっ……」


「裁っていいのよ。あなたは何もかもを裁っていいのよ。手芸部で使うような布だけじゃなくて、紙もプラスチックも人間も裁っていいのよ。あなたの前にあるのはそのために用意したものよ。好きに気持ちよくなっていいのよ」


「ほんと、せんせ、ほんと？　わあ、やったあ……嬉うれしい……お肉って、とっても気持ちいい感かん触しよくがするの。ねえ、あなた達、切り落とさせて？　あなた達の耳も鼻も指も切り落とさせて？　じょきん、ざくざく、じゃくって！　すごい、想像しただけでわたし、わたし、もうっ……あ、ひぃん、我慢できないぃっ……」


　虎マスクの生徒と同じように長閑が声をかけると、女子は頰ほおを紅潮させて身体からだをもじもじ震わせ始めた。鋏の鳴る音が激しさを増す。


　素す敵てきの診しん断だんがなくとも、二人の様子を見ただけでわかった。彼らは症候群シンドロームに重度罹り患かんしている。させられている！


「心底、反へ吐どが出るな……何が《お願い》だよ！」


「貴方あなたと意見の一いつ致ちをみるのはこれを生しよう涯がい最後にしたいですが、同感ですわね。周旋体イントロデユーサー、貴女あなたは最低です。貴女は自分を頼ってきた生徒を便利な道具に、身を守る武器にしているにすぎませんわ。ただの人間武器です」


「ひどいわね。仕方ないじゃない、先生はただひたすらに人間が好きで、好きなだけで、その人間愛以外の取り柄えなんてないもの。みんなみたいに、超人みたいな力が発はつ揮きできるような《好き》の種類ではないのよ。先生は平和的なのです。あ、ごめんなさいね？　一応、他の子達にも電話しておくから」


　そう言って、長閑は白衣のポケットから取り出した普通の携けい帯たいでどこかに電話をかけ始めた。他の子達。この二人以外にも、この瞬しゆん間かんのために重度化させた手て駒ごまを用意していたということなのか。


　どうする。素敵はまだ気絶中だ。眼前の二人は既すでに臨戦態勢──自分の欲望を満たす気満々な様子で、こちらに足を踏み出している。重度化した症候群シンドロームによる変容とやらで、常識では考えられないような能力が備わっているのだとしたら──


　そんな逡しゆん巡じゆんを浩こう介すけが見せていたときだった。身体の前部に加わる重み、そして視界には浩介の前に進み出る人影。重みの正体はぐったりした素敵の身体で、進み出た人影は勿もち論ろん、今まで彼女を抱えていた陰かげる子こだった。


「甚はなはだ不本意ですが──素す敵てきさんは貴方あなたに預けます。どこか安全なところまで逃げて目覚めるのを待ちなさい。ここはわたくしがなんとかいたします」


「なんとかって……」


「なんとかはなんとかですわ。この二人を打破してあの男女の逃亡を阻そ止しします」


　平然と言う陰子。浩こう介すけがなおも言い募つのろうとするより早く、


「別に手伝う気はねえが、あたしにも鬱うつ憤ぷんを晴らす機会があってもいいんじゃねえか」


　空くうの言葉に、陰子は首を横に振った。電話中の長閑のどかを睨にらみながら。


「必要ありません。というか、あの様子からするとまもなくさらに増ぞう援えんが来るのでしょう。わたくし達の勝利条件は素敵さんが奴やつを治ち療りようすることのみ。それまでに気絶した素敵さんが敵の手に渡ればおしまいです。この愚ぐ鈍どんな男が素敵さんを連れて安全なところまで逃げるには、どうしても貴女あなたの力が必要かと」


「ち。しゃーねーな……」


「ちょ、なに納なつ得とくしてんだよお前!?　あいつらは重度罹り患かんしてるんだろ、そしたら塚つか原はらさんみたいにわけのわからんスキルが！」


「うるさい男。貴方が代わりにやってくださるのならそれでもいいんですのよ？　でもそういうわけにはいかないでしょう。今最高に戦力的にどうでもいいのが貴方で、だからこそ今最高に重要な《素敵さんを連れて逃げる》という役目を果たせるのは貴方しかおりませんの」


「いや、俺でも無理かもしれんけどな、お前よりかは──」


　はぁー、と心底馬ば鹿かにしきった溜ため息いき。それから陰子はぞっとするような冷笑を見せた。


「貴方は忘れているようですわね。この間、わたくしの蹴けり一発で吹き飛んだことを。それから──わたくし達が重度罹患者の後遺症持ちだということを」


　いつのまにか、陰子は背負っていたゴルフバッグを床に降ろしていた。前方から視線を切らないまま、そのチャックを開くと──中に入っていたのは、彼女の嗜し好こうを考えれば当然、


　大小様々の傘。


　杖つえのような太さを持ったものがある。宝石のような輝きを持ったものがある。先端が刃物のように鋭く尖とがったものがある。一見して傘だとはわからないような傘がある──


　そのうちの一本を適当に引き抜き、陰子は元々持っていたものと合わせて二本の傘を両手に持った。二刀流の剣士のように、と表現するのも馬鹿馬鹿しい姿だが、なぜか浩介はその洗せん練れんされた立ち居振る舞いに畏い怖ふのようなものを感じた。直感的に、わかる。こいつは普通ではない。もし自分が今の陰子に立ち向かっていったとしても、なすすべなく叩たたきのめされるだろう。


「わたくしは《傘耽溺症アンブレラフイリア》……いくら血の雨が降ろうとも、それは全て眼前の愚ぐ者しやのものですわ。傘を持った者が雨と名のつくものに濡ぬれるわけにはまいりませんもの。かかっておいでなさい、《英雄化耽溺症タイガーマスクフイリア》に《断裁耽溺症フアンシイワークフイリア》──なんでもない驟しゆう雨うのようなお二方！」


「タイガーマスクを馬ば鹿かにするとは！　おのれ、やはり悪ッ！」


「ちょきちょきさせて、ね、お願いだからちょきちょきさせてっ！　綺き麗れいに切るから、切ってあげるから！　断だん裁さいの快感と絶頂をわたしにちょうだい！」


　生徒二人が急激に間合いを詰めてくるのと同時、浩こう介すけは空くうに襟えり首くびを引っ張られる。それから、と釘を刺すような陰かげる子この視線が横目で向けられていた。


「やむを得ないとはいえ、素す敵てきさんの服を破ってしまいました。いいですか。もし彼女の胸元を覗のぞくようなことがあったら、次に無残な雨う滴てきと化すのは貴方あなたです。肝きもに銘めいじておきなさい」


　転びそうになりながら、なんとか身を捻ひねる。目的地は保健室の出口だ。素敵の小さな身体からだを抱えてそこに走りながら、


「アホか、この状況でこいつのブラ見てる余裕なんてあるわけねえだろ!?　俺を変態扱あつかいするのもいい加減にしとけよゲル子！」


「その呼び方はお止やめなさいと何度言ったら！　そして訂正しておきますが貴方の望むものは見られません。なぜなら素敵さんはノーブラ派です！」


「おおぃっ!?　それこそ今俺に伝える必要がある情報かっ!?」


　そんなマヌケな会話が最後だった。拳こぶしと傘、そして鋏はさみと傘の交こう差さするレアな音が、ぴしゃりと閉めた保健室の扉とびらで遮さえぎられる。同時に気付くのは、遠くの廊下を誰かが走っているような足音。敵の増ぞう援えんか。


「あー畜ちく生しよう、めんどくせえことになりやがった……！　ボーッとしてんじゃねえ、さっさとそのアホ女担かつげ、走るぞ！」


「わ、わかってるよ！　くそっ！」


　走りやすいよう、急いで素敵をおんぶする。手には滑なめらかな足の感触、背中には彼女の破れた制服から零こぼれかけている、搗つきたての餅もちのように柔らかな──くそ、ゲル子が最後に変なことを言ったせいで妙に意識してしまうではないか。


　けれど浩介は必死にそれらを頭から追い払う。今はこの窮きゆう地ちを脱することが、素敵を安全な場所に運んで目覚めさせることが第一だ。


　そして浩介は、先行する空を追って全力で走り出した。


　背中にある柔らかな女の子の身体は、必死にこの街を守ろうとしている女の子の身体は、


　驚くほどに、軽かった。
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　今までいた保健室は、グラウンドで怪け我がした生徒が足を運びやすいように校舎の一階にあった。どこの学校でも基本的にはそうなっているのだろう。


　空くうが目指している目的地はわからないが、とりあえずは彼女についていくしかない。懸命に浩こう介すけは足を動かした。素す敵てきの身体からだがいかに軽くても、やはり人一人分の体重だ。全力疾しつ走そうと合わせて次第に疲ひ労ろうが溜たまっていく。それでも足は止めない。止められない──激しく肩を揺らす浩介の姿を空が何か言いたげな目でちらりと振り向いてきたが、結局何も言わなかった。それでいいと思った。


　そのまま暗い校舎の中を走ることしばらく。階段を二階分上り、校舎の三階同士を繫つなぐ渡り廊下に浩介達は足を踏み入れる。そのとき、不意に前方を走っていた空の足が止まった。その背中にぶつかりかけ、


「はあ、はあっ……ど、どうした」


「止まれ」


「き、休きゆう憩けいはいらねぇぞ。俺は、まだまだ、大丈夫だ……おえ」


「誰がんなこと心配するかよ。聞こえねえか」


　空が渡り廊下の前後に視線を走らせる。そのどちらからも足音が近付いてきていた。


「ち……まじいな。挟はさみ撃ちされるぞ」


「ど、どうすんだよ!?」


「逃げ道はねえ。飛び降りるのも無理……つーことになれば、はぁ……仕方ねえな。仕方ねえ、マジで仕方ねえ。でも、くそ、やりたくねえ……！」


「何言ってんだお前？」


「うっせえ！　いいか、非常事態だからやるだけだ！　勘かん違ちがいすんなよ、握にぎり潰つぶすぞ!?」


「な、なんかわからんが、上う手まい手があるんならさっさとやってくれ！　もう来そうだ！」


「んなこたわかってるよ！」


　不機嫌そうに言い返しつつ、空は頭のヘッドホンを乱暴に外した。その拍子にコードの先端も彼女のポケットから飛び出し、浩介は目を丸くする。ＭＰ３プレーヤーにも何にも繫がっていない。じゃあどうしてこいつはヘッドホンなんか被かぶっていたのか。


「ん……」


　目を閉じた空の肩が、ぶるりと震える。何度か繰り返される深呼吸。けれどそれはただの深呼吸ではなかった。単調に繰り返されるのではなく、独特のリズムを持って吸気と排はい気きが交互に歌われる。複雑な法則性を持った呼吸の楽曲。


「すぅ……はぁ……ん、くぁんっ……」


　そのうち、空の吐と息いきになぜか悩ましげな声が混じり始める。呼吸のリズム自体は維い持じしながらも、ぴくんと震える身体。上気した頰ほお。


「畜ちく生しよう、恥はず、恥ずいぞ……でも、最高の、呼吸……いいんだよ、くそったれっ……！」


「お、おい、どうした!?　何してる!?」


「んっ……う、うるせえ。仕方ねえからだ、仕方ねえからだよ！　で……くそ、これ、これが、一番嫌いやだが……」


　そして空くうは、その独特なリズムの呼吸を繰り返したまま。


　なぜか官能的に頰ほおを上気させたまま。


　浩介に真正面から抱きついてきた。
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「ぬああっ!?　い、いきなり何を!?」


「う、うるせえっつったろ！　ああくそ、なんだよお前、だから聞きたくねえんだ……お前、いい呼吸、してるじゃねぇか。身体からだに、響ひびくぞ、ボケ……」


　耳元で聞こえる彼女の声。彼女の体温。それらにどきりとしながら聞き返す。


「……いい呼吸？」


「あたしにとっては、人間は二種類しかいねぇ。いい呼吸の奴やつか、悪い呼吸の奴か。いい呼吸音を聞けば、くそ、こんなんなっちまうし、悪い呼吸音を聞けばムカついてしょうがねぇし……だ、だからいつもはヘッドホンでどっちも聞かねぇようにしてんだよ！　ああそうだ、あたしは《呼吸耽溺症ブリーズフイリア》だよ、悪いか！」


「わ、悪かないけど!?　で、なんでこんな状況に!?」


　ふうー、と空の息が耳に吹きかけられる。背筋がぞくぞくした。


「……お前、一流のスポーツ選手は呼吸法も重視してるって知ってるか。呼吸は酸素を運ぶ。脳と筋肉に酸素を運ぶんだ。なら、酸素を上う手まい具合に、完かん璧ぺきなタイミングで取り込むことができれば──それは、身体からだが完かん璧ぺきな状態で、最高のポテンシャルで動けるってことだよ。脳は最高の集中力を発はつ揮きするってことだよ」


「そ、それが？」


「わかんねーのかバカ。あたしは呼吸が好きで好きでたまんねー病気にかかっちまったから、呼吸の全てがわかる。その最高のリズムの呼吸がわかる。それが、あたしが今やってるこれだ。聞こえてんだろ？　真ま似ねしろ。合わせろ。そうしたら、百パーセントとはいかねーが、お前もある程度は脳と身体を最高の状態に持っていける──ほら、すぅ……はぁ……」


　囁ささやき声で言い終わると、もはや空くうは言葉を発しない。浩こう介すけの耳元で、彼女が舌を伸ばせば浩介の耳に届いてしまう距離で、ただ呼吸を繰り返す。温かな女の子の吐息が、子守唄うたのように耳に吹きかけられる。恥はずかしい。だが冗じよう談だんではないだろう。騙だまされたと思ってやってみることにする。空の呼吸を聞き、ゆっくりと彼女のそれに合わせていく──


　ああ。なんだろう、これは。


　とても落ち着く。とても気持ちいい。


　頭がぼーっとしてきた。と同時に、寝覚めに冷水を被かぶったときのようにすーっとしてきた。不可思議な感覚。けれど悪い感覚ではない。視野が広がる。世界の奥行きが深く見える。


　だからというわけではないが、そのとき視界に映る人影が四つ。


　渡り廊下の前方からは、男と女。男はこの学校のものとは違う制服、女は大学生風の私服を着ていた。長閑のどかは以前に重度化させた罹り患かん者も近くで待機させておいたのだろう。使えるものは何でも使うということか。そして服装以外の姿はやはりどちらも異様すぎるもので、


「千せん導どうさんが言った通り……馬ば鹿かそうな奴やつらだ。聞いたぞ、お前ら、自転車を凌辱りようじよくしたんだってな。許せない、絶対に許せない。教えてあげようよ、僕達の怒りを……！」


「おはなしやさんが教えてくれたの。ああ、とっても可愛かわいい人形になりそうね、あなた達。着せ替えさせてあげる。可愛くかっこよく着せ替えさせてあげる。服はいっぱい持ってきたから。だから、ねえ、早く……人形になって？」


　男子は高そうな自転車を持っていた。乗っていたのではない。フレームを摑つかんでただ持っていた。女は肩にかけた鞄かばんから多量の服を溢あふれさせつつ、もう片方の手で包丁を握にぎっていた。危険と異常という概がい念ねんを体現したような姿の二人。


　後方にいた敵達も異常さで言えば似たようなものだった。こちらはこの学校の制服を着ている女子二人だ。一人は頭部にだけ猫の着ぐるみを被り、ぐるるると喉のどを鳴らしている。一人はエレキギターのネックを摑んでずりずりと廊下に擦こすらせている。


「来た、ぞ……」


「わかってる。いいから、集中しろ。あたしに、あたしだけに、集中しろよ……お前は、あたしだけ、感じてればいいんだよ。もう少しだから、もう少しで、最高に、気持ちよく、してやるから……んっ……すうっ……」


　浩こう介すけの匂においを嗅かぐように、空くうが息を吸い込む。もはや彼女は浩介の頭を両手で抱え込むようになっていた。呼吸に夢中な様子で、ぐいぐいとその身体からだを浩介に押しつけている。


「もう少し、もう少しで、合う……ほら、もっと、聞け。聞けよ、ばか……」


「聞いてる。聞いてる……すう、はあ──あっ!?」


　唐とう突とつに、ぱちん、と頭の奥で何かが弾はじける感覚。今まで感じていた意識の広がりがそのまま固定された。なんという多幸感と全能感。世界はこんなに広かったのか。それにも負けないほど、自分はこんなに大きかったのか。


「ん、んんんっ、くはぁっ……!?　あ、っ、は……っ！」


　同時、空も背筋をぴんと伸ばして身体を震わせていた。浩介の頭に回された彼女の腕に、頭を抱き潰つぶさんばかりの力がぎゅっと込められ──そして、ゆっくりと、抜けていく。


　彼女のぬくもりが浩介の身体から離れる。名残なごり惜おしいような、ほっとしたような。空は口元をぐしぐしと拭ぬぐいつつ（ひょっとしたら涎よだれでも垂れていたのかもしれない）、真っ赤になった顔をいつものように凶悪に歪ゆがめて──


「な、なに見てんだこの野郎！」


　いきなり殴なぐりかかってきた。おかしい。そのパンチの軌き道どうが容易たやすく見えた。だから軽く首を捻ひねってかわす。空は不満げに口を尖とがらせつつ、その手を引き戻し、


「ふん……い、一応ちゃんとできてるみたいじゃねえか。ちくしょ、お前、何でも好きになる資質のある奴やつだって言ってたか。だから、他の奴らよりも相性がいいのかもしれね……じゃなくて、いいから忘れろよ、さっきのは忘れろよ、気にすんなボケ！」


「わ、わかったわかった！　にしても、すげえなこれ。なんか頭がすーっとしてて、身体が軽くて、今ならなんでもできそうな……」


「アホか、集中力と身体能力がちっと上がってるだけだ。刃物で刺されりゃ死ぬし鉄パイプで殴られりゃ骨が折れる。過信すんな」


「おっけーだ。いつのまにか息切れも治まってるし、また全力疾しつ走そうできるぞ」


「よし……後ろの二人は気にすんな。前の二人だけを突破すんぞ。別に倒さなくてもいい、擦すり抜けて走れ！」


　完全に挟はさまれてしまう前に、浩介と空は一気に前進した。そこに立ち塞ふさがっているのは、


「ああ、教えてやろう、君の素す晴ばらしさを教えてやろうよ！　この安産型の素晴らしいフレーム、綺き麗れいな歌声を聞かせてくれるチェーン、肉感的に回る車輪、健康的に軽やかなペダル……君はどこも最高に素晴らしい！　ほら、見ろよ、見ろよ、自転車の素晴らしさがわからないクズども！　僕の彼女の素晴らしいところを見ろよぉっ！」


　自転車がスイングされる。けれどそれもまた見えていた。恐れは皆無。一いつ瞬しゆんでその男子に接近し、足を止めることなく身を屈かがめる。酸素が正しく循じゆん環かんする身体はかつてなく軽い。浩介の髪を掠かすめて自転車の車輪が通り過ぎた。体勢の崩れた男子生徒の膝ひざを低い姿勢で蹴けりつけると、関節がどうにかなったのか、彼は悲鳴をあげて倒れる。ちらりと見ると、空くうはもう一人の女の包丁をかわしてその顔面に拳こぶしを叩たたき込んでいた。手加減が微み塵じんも見えなかったのが恐ろしい。


「止まんな、走れ！」


「お、おう！」


　走る、走る。渡り廊下を抜けると、目的地がどこだか浩こう介すけにもようやく考えが至った。そりゃそうだろう。廊下の脇わきに並ぶのは文化部の部室。美術部の油絵の具や写真部の酢さく酸さんの匂においを感じながら疾しつ駆く。ゴールはすぐそこだ──


　見えた。プレートに書かれているのは勿もち論ろん《医術部》の三文字。


「ち……案外足が速ぇ！」


　空の呻うめき声と同時に聞こえたのは、背後から近付いてくる猫っぽい鳴き声と、床で引き摺ずられているギターの弦げんが振動する音。


　そのとき、浩介の顔に何かが飛んできた。受け止める──空が投げてきた鍵かぎだ。


「これで入って、また中から鍵を閉めろ。んでなんとかしてその呑のん気きに寝てる女を起こせ。この際だ、白雪姫っぽくキスで起こそうが胸揉ももうが手段は問わねえ、とにかく早くしろ！　あのお嬢女には黙っててやるさ……は、ゲル子か。間抜けな響ひびきでなかなかいい渾あだ名なだな」


　空はにやりと笑う。いろいろ言いたいことはあったが、それは言っても仕方のないことだと思った。藍あい坂さか素す敵てきが自分達の唯ゆい一いつの勝利条件。それは正しい。だから陰かげる子こも、空も──ただその勝利の鍵を真しん摯しに守ろうとしている。それだけなのだ。


　浩介は彼女の目を見つめ、


「……悪い。頼む」


「はん、やっとストレス解消タイムだ。あたしが飽きねぇうちに早くしろよボケ」


　そして彼女は身を翻ひるがえしてＵターンし、今まで走ってきた方向へと逆進していった。


　浩介は数瞬を使ってその背中を見送ってから、彼女に言われた通りに鍵を開け医術部の中に入った。急いでまた鍵を閉める。素敵の身体を床に下ろすが、彼女はまだ目覚めない。大きく破れた胸元が呼吸に合わせて上下しているのが見え、浩介は慌あわてて視線を逸そらした。


　とにかく早く起こさねば。周囲を見回すと、部屋の隅すみに水道があった。なりふり構ってはいられない。近くの棚に並べられていたコップを二つ手に取って並々と水を注ぎ、


「起きろ、こら、藍坂！」


　寝ている素敵の顔にぶっかける。起きないのでもう一度。さらにもう一度。適当なボブカットの髪がしんなりと額に張りつき、頰ほおを伝う雫しずくがその滑なめらかさを声高に主張し、破れたうえに濡ぬれて透けた制服の胸元がこれ以上なく危険な様に。それでも素敵は目覚めない。さすがに少し焦あせってきた。


「おい。藍坂、頼む。頼むって……！」


　外の廊下が次第に騒がしくなってきている。その騒音が部室に近付いてきている。空が押されていることは見ないでもわかった。いくら呼吸法で身体能力を上げていても、相手は複数だ。一人で相手をするには限度がある。それでも彼女は戦っている。陰かげる子こも戦っている。


「寝てる場合じゃねえだろ、部長さんよ……みんな、お前を待ってんだぞ」


　空くうの声が頭に蘇よみがえってきた。白雪姫っぽくキスで起こそうが胸揉ももうが手段は問わねえ。


　その通りだ。手段は選んでいられない。だからこうするしかない。


　浩こう介すけは素す敵てきの身体を跨またぐようにして腰を下ろした。見下ろす。息を一つ吐はいて、その襟えり首くびを摑つかむ。引っ張る。彼女の頭を持ち上げる必要があったからだ。そのせいで破れた制服の胸元に見える肌色の面積がさらに増してしまった。だがどうでもいい。


　やることは一つだった。キスでもなく、ましてや胸を揉むのでもなく、


「起きろ、よ……！　みんなを、守るんだろ、お前！」


　その頰を力一杯に張る。


　こんなことをしたくはなかった。けれどもこんなことくらいしか自分にできることはなかった。なんとしても、素敵には目覚めてもらわなければならないのだ。


　もし、このまま全てが手遅れになってしまったら──素敵は自分を責めるだろう。後こう悔かいして、苦しんで、悲しむだろう。自分が無力なせいで、起こすことができなかったせいで、こいつが苦しむようなことになるのは──さすがに、情けなさすぎる。


　だから、なんとしてでも起こすのだ。短絡的で頭の悪い、非難されて当然の起こし方なのはわかっている。後でどんなに怒られてもいい。二度と口を聞いてくれなくてもいい。ただ、今は、今だけは。頼む、起きてくれ。藍あい坂さか。


　唇を嚙かんでから、もう一度。浩介は乾いた音を響かせる。だが、


「くっそ……」


　それでも素敵は起きなかった。そのビンタでも起きなかった。掌てのひらが痛い。赤くなった彼女の頰ほおを見ているのが痛い。他にどうすればいいのだ。何もできない自分が彼女を起こすには、どんな手段があるのだ。


　そのときだった。不意に、背後からけたたましい音。


　振り返ると、部室のドアが吹っ飛んで中に倒れ込んでいた。そのドアに乗っているのは──ぼろぼろになった、空。一瞬で血の気が引いた。


「く、はぁっ……まだ、かよ。のんびりしすぎだろコラ……逃げろ、アホ……がっ!?」


　ギターの一振り。空は再度吹き飛ばされて床を転がる。猫の着ぐるみを被かぶった敵はいない。ギター女も傷ついてはいる。それでも──二人を完全に叩たたきのめすより早く、空の呼吸法の効果は切れてしまったようだった。元々あまり長くは効果がないものなのかもしれない。もはや空は床にうつぶせになり、乱れに乱れた息を吐いているだけだ。


「いい音楽……痺しびれる……もっと、聞きたいわ。鳴らして。官かん能のう的なＧの音を。退たい廃はい的なＦの音を。麻ま薬やく的なＣの音を」


　ギター女が、六弦全てが切れてぼろぼろになったギターを引き摺ずって近付いてくる。やるしかなかった。浩こう介すけは拳こぶしを握にぎって女に殴なぐりかかる。が、


「子供じみたＥ[image: ]……つまんない音」


　せっかく空くうが制御してくれた自分の呼吸も、先刻よりは格段に効果が落ちていた。パンチはかわされ、横よこ薙なぎに振るわれたギターが胸を強打。肺から空気が絞しぼり出され、浩介は無様に崩れ落ちる。


「ああ……うふふ。この子ね。この子が一番いい音を鳴らすって、先生、言ってた。聞かせて聞かせて。あなたの最後の音を聞かせて？」


　ギター女は浩介に対する興味をそれきり失った様子で、寝ている素す敵てきに近付いた。ぴくりとも動かない素敵に向けて、凶器のギターを振りかぶる。


「や、止やめろっ……！」


　浩介の声は当然のように届かない。世界に暗幕が下りつつあるのを感じた。


　頼む。止めてくれ。そいつを、殺さないでくれ。


　変だけど、いい奴やつなんだよ。


　人殺しだけど、人殺しじゃないんだよ。


　白衣は全然似合ってないけど、笑うと可愛かわいくて。


　興奮すると嚙かみまくるけど、それを全然認めようとしなくて。


　この街が大好きで、一人で街を守ろうとするなんて馬ば鹿かなことを、本気でやろうとしてて。


　吐はくほど泣くほど辛つらくても、いつか自分が消えてしまうのがわかってても、止めない。


　それが藍あい坂さか素敵だ。そこにいる藍坂素敵だ。


　まだよくわからない部分もある。知らないこともいっぱいある。それでも確かにわかっていることがある。そう、藍坂素敵は。それなりに、その名前が噓うそじゃないくらいには、


　素敵な奴なんだ。


　だから。だから、


「頼む……止めてくれ……！」


　無む駄だだった。


　本当に楽しそうに、病的に幸せそうに。


　ギター女は、その凶器を藍坂素敵の頭に向けて振り下ろした。


　そして──





　そのギター女の身体が、まるで人形のようにくるんと回転して倒れる。





　それを為なしたのは。


　この部室に飛び込んできて、そのギター女を指先一つで転倒させた人影は、


「つ……塚つか原はら、さん……？　なんで……？」


「あ、あのね。外で那な霧ぎりくん待ってたら、なんだかガラスが割れるみたいな音が聞こえて、校舎が凄すごく騒がしくなって、その、何かあったのかなって──」


　ひたすらに困惑した顔で、彼女は浩こう介すけや空くうや素す敵てきの姿をおたおたと見回しながら喋しやべる。


「で、ここに来たら、この人が……よくわかんないけど、なんだか危ないことしてたから……」


「い、いや。ま、待った。こっちもよくわかんないけど待った。マジで助かったけど、それより塚原さん、なんで今みたいなことが、まだ──」


「え、ええと、それは。それはね？」


　伊い万ま里りが肩を縮め、視線を落とす。そこで浩介ははっと気付いた。ギター女がその背後で起き上がり、怒りに満ちた目で伊万里に向かって凶器を振り上げている！


「塚原さん！　危な……！」


「──それは、私のせいだわ」


　女の首筋に、銀の光が吸い込まれる。噴ふん出しゆつする鮮せん血けつ、瞳の焦しよう点てんを失って倒れるギター女。


　その後ろには白衣の姿が立っていた。メスを握って、立っていた。


　藍あい坂さか素敵。


　ようやく目覚めた彼女は、どこか悲しそうな顔でギター女を見下ろしている。死んだ女は死んでいない。ぱっくり開いた肉が醜しゆう悪あくに蠢うごめき、飛び散った血が緩かん慢まんな逆流を始める。


　素敵の視線が、ゆっくりと動いた。痛ましい目で同じものを見ていた伊万里に向けて。


「驚おどろかないということは、やっぱり。塚原さん、あなた──覚えているわね？　自分の身に何が起こったか。あなたがどういう状況にあったか。あなたが何をしようとしていたか」


「……うん」


　それは、浩介には信じられない返答だった。彼女は確かに素敵の治ち療りようを受けた。殺された。けれどそれを覚えている。症候群シンドロームのせいで変容した性質も持ったままでいる。矛む盾じゆんだ。


　けれど浩介は、その矛盾を既すでに説明されていた。


　ああ──そうだ。それは、陰子達と同じ状態だということ。


「……ごめんなさい」


　その素敵の言葉に、伊万里ははっと顔を上げた。


「どうして、藍坂さんが謝るの？」


「その後こう遺い症しようが残ったのは、症候群シンドロームが完全に除去できなかったのは、私のせい。どうしてそうなるかは私にもわからないけれど、私が上う手まくできなかったということなのは間違いない。だから、失敗して、ごめんなさい……それと、もう一つ。単純に言わなくちゃならないことがあるわ」


　伊万里と入れ替わるようにして、素敵が顔を伏せる。歪ゆがんだ顔を見られたくないのだと、わかった。


「……あなたを殺して、ごめんなさい」


　伊い万ま里りは無言で歩を進めた。素す敵てきは彼女が至近に近付いても顔を上げなかった。何かを覚悟しているかのように。


　そして伊万里は、唐とう突とつに──素敵を、抱き締しめる。


「ふあっ!?　な、なにっ？」


「それは違うよね。多分、私が、こう言わなくちゃダメなの……私を殺させてごめんなさい、って」


「……」


「半分寝てたけど、聞いてたよ。那な霧ぎりくんや、藍あい坂さかさんの声。どうしてあんなことをする必要があったか。那霧くんが怒ったこと。それから、那霧くんが帰っちゃった後で──藍坂さんが、泣いてたこと」


　素敵の顔を覗のぞき込むようにして、伊万里は頰ほおを緩ゆるめた。色々な感情が混ざった、けれども彼女らしい優しさを具そなえた微笑ほほえみ。


「あのままだったら、私はあの男の人を本当に殺しちゃってたかもしれなかったんだよね。それを藍坂さんが助けてくれた……それも、わかってる。だから言わせて。ありがとう、って」


「べ、別にそんな言葉、いりゃな、いらないわよ……やらなくちゃいけなかったからやっただけ、で」


　もぞもぞと身を捻ひねり、素敵が伊万里の腕から逃れる。照れ隠しのようにふんと胸を張って、


「こういう言い方はアレだけど、塚つか原はらさんの後こう遺い症しようの件は今はどうにもできないわ。それよりも、これからしなくちゃならないことがあるの。覚えてるならわかるでしょ？　あなたに僅わずかに残っていた症候群シンドロームの残ざん滓しを肥大させて、重度罹り患かん者にした男──正体はうちの学校の保健医、桐生きりゆう長閑のどか。あれを治ち療りようしなくちゃならない」


「え？　桐生先生、が……？」


「そりゃ簡単には信じられないわね。あの人は二重人格的な存在になっていたのよ。素養はあったにしても、あの男の人格は症候群シンドロームに罹患したことが原因ではっきりとした形を持って生まれたものだと思うわ……初めて見る症例だけど、どうやらそっちの人格が《症候群シンドロームの欲求を体現させた存在》のような扱あつかいになってたみたい。言い換えれば、罹患者としての存在は男としてのほうが主だった。だからさっきまでわからなかったのよ。聴ちよう診しん器きで直じかに詳くわしく調べてたらわかったのかもしれないけれど、女性の桐生長閑が表に出ている状態では、見ただけで重度罹患者だと診しん断だんするのは至難の業わざで……これは言い訳ね。で、今はどういうわけかその二つの人格が統合されたような状態になってて──」


「……？　……[image: ]」


　伊万里は怪け訝げんに首を傾かしげているだけだった。研究者のような顔でぶつぶつ呟つぶやいていた素敵がはっとそれに気付き、咳せき払ばらいを一つ。


「ええと、ごめんなさい。今はこんなことはどうでもいいんだわ。とにかく、なんでこんな状況になってるのかと言うと──」


　手早く素す敵てきは今までの流れを説明する。最近増えていた重度罹り患かん者のこと、伊い万ま里りの事件がきっかけになって周旋体イントロデユーサーの存在を確信したこと、昨日の罠わなのこと、そして今日保健室に向かってからの出来事のこと──伊万里は驚おどろいた顔でそれを聞いていたが、その説明が終わると、


「そう、なんだ……わかった。じゃあ、私にも手伝わせて」


　素敵の視線に、伊万里は力強く頷うなずく。


「もう、私みたいな子を出さないためにやるんだよね。私にも手伝う権利くらいあると思う」


「そう……そうね。わかった。危険かもしれないけど、気をつけて」


　伊万里と同じように頰ほおを緩ゆるめて答え、素敵も頷いた。それから浩こう介すけに目を遣やり、


「で、とりあえずピンチだったってことはわかるけど、それ以外が全然わかんないわ。私がやられちゃった後の状況を説明してよ。みんなはどうしたの？　って、そこでダウンしてるのくーじゃない、大丈夫!?」


「やっと起きやがったか、この野郎……いてて。あたしは大丈夫だが、喋しやべるのはめんどくせぇ。こいつに聞け」


　辛つらそうに身を起こす空くうが、視線で浩介を指し示す。それは望むところだったが、


「あのね、ちょっといいかな？　私も那な霧ぎりくんに聞きたいことあるの。どうでもいいといえばどうでもいいのかもしれないけど、私的には物もの凄すごくどうでもよくないから、一言ですっきり答えてくれると嬉うれしいなっ」


　浩介の視線から素敵を守るように立ったまま──伊万里はにこりと浩介を見み据すえた。笑顔なのになぜか恐ろしかった。


「ねえ。どうして、今まで気絶してた藍坂さんがおっぱいを出してるの？」


「……。……。……!?　うぎゃー!?　あ、ああ、あんた、あんた、まさかーっ!?」


「ち、違うんだ！　それはゲル子が元々の原因であって、俺は何もしていないのであって！」


　伊万里に言われて初めて気付いたのか、慌あわてて胸元を搔かき合わせる素敵。伊万里はなおも怖こわい笑顔でにこにこと笑っている。浩介は助けを求めて空を見るが、


「あーくそ、しんどい……ああ？　知らねーよ、あたしが最後に見たときにゃお前のチチなんて出てなかったぞ。確かに、起こすためなら胸揉ももうが何だろうがしてもいいって例え話のつもりで言ったけどよ。真に受けてこの変態が調子に乗ったんじゃねえか？」


「へー。そうなの、那霧くん。へー」


「あっ、今気付いたけどなんだかほっぺも痛いわ!?　何コイツ、私の胸揉みながら乱暴に顔をピシピシしてたの……!?　へ、変態だわ、ちょっとすぐには病名が思いつかないくらいの変態的な病気だわ!?　し、しゅじゅちゅ、しゅじゅちゅしなくちゃっ！」


　……素す敵てきが起きて、これからようやく反はん撃げきを始められると思っていたが。


　どうやら、自分の窮きゆう地ちはもう少しだけ続くらしい。





「今はのんびり話してる場合じゃない」と必死に訴えたことで浩こう介すけの処遇は有う耶や無む耶やになり、とりあえず素敵は破れた制服を着替えるため奥のスペースに入った。さすがにあれではいろいろ気になって動きにくかったのだろう。伊い万ま里りがぼろぼろの空くうを抱き起こしたりしているうちに、存外に早く着替えを終えた素敵が奥のスペースから出てくる。


　白衣と聴ちよう診しん器きは同じだ。だが下に着ているものが違う。


　柄がらのない、淡い水色をしたワンピース状の布。丈はひどく短く、彼女の太ふと股ももは今までのスカート以上に露あらわになっている。布地自体の薄さもあって、ひどく無防備な印象を受けた。


「お、おい藍あい坂さか。なんだそれ……？」


「知らないの？　患かん者じや用の術衣よ。い、言いたいことはわかるわよ私だって足がすーすーするわよ！　でもこれしか着替えが見つからなかったんだからしょうがないの！　着てみたらわりと軽くて動きやすいし、問題ないわ」


「そりゃそうだろな」


　それに、と素敵は自分の術衣と白衣を見下ろした。何かを優しく受け入れるような目で。


「なんか、こういうのもいいじゃない。私に合ってる気がする」


「なんでだよ」


「……医者なのか患者なのかわからない感じが。私自身も、自分がどっちなのか本当ははっきり言えないもの。同じ病気に罹かかってて、でも治ち療りようする。自分も人殺しなのに、人殺しさせないために殺す。人を殺せないけど殺す。そんな矛む盾じゆんだらけなところがぴったりだわ……あいた!?　なんで私の頭叩たたいたの今!?」


　それは自分でもわからなかった。ただ叩きたくなったのだ。浩介は肩を竦すくめ、


「ま、お前の服装はとりあえずどうでもいいや。準備ができたんなら行こうぜ。みんな、お前を待ってるんだ」


「……そうね。くー、ついてこれる？」


「走るだけなら、まあなんとかな。でも《呼吸》を使うのはちょっとしんどいぞ」


　ヘッドホンを再び装着しながら空が答える。痣あざの残る腕や太股が痛々しい。


「敵の重度罹り患かん者がいたら私がなんとかする。くーは何もしなくていいわ。でも不意打ちとかあるかもしれないから、そのときは塚つか原はらさん、くーのフォローお願いね」


「う、うん。わかった。頑がん張ばる……！」


　じゃあ、と素敵が身を翻ひるがえし、壊れた部室の扉とびらを踏み越えて走り始める。浩介達も後に続いた。耳に届くのは、自分に気合いを入れるかのような、素敵の声。


「さあ、患者はどこ!?　──手当たり次第に治療してあげるから、かかってきなさい！」





　　　　[image: ]





　白衣が翻ひるがえる。


　廊下の前方には敵が二人立ち塞ふさがっていた。バットを持った坊ぼう主ず頭と、拳こぶしにバンデージを巻いたボクシング部らしき男子の二人組。素す敵てきは速度を微み塵じんも落とさず、それどころか逆にスピードを上げて突っ込む。


　足を折り畳たたみ、術衣の裾すそから太ふと股ももを飛び出させて跳ちよう躍やく。振るわれたバットを飛び越え、空中で横一文字にメスを振るってそのバット男子の喉のどを切り裂く。着地は片手を支えに、床に顎あごをつけるような低姿勢でボクサーのパンチを回避。それから身体を伸び上がらせてメスを突き込む。顎の下から頚けい椎ついに至るまで深々と突き刺され、男子は一時の死を与えられた。


　そのとき背後からどたんという物音が聞こえて浩こう介すけが振り向くと、


「藍あい坂さかさんっ！」


　横手の教室から空くう目掛けて襲いかかってきた女子生徒を、伊い万ま里りが廊下に捻ひねり倒していた。方向転換した素敵が再度の跳躍。膝ひざ立ちで着地するのに合わせ、メスをその女子の目に突き立てる。眼球から脳までを破壊された女子は死ぬ。あるいは死なない。


「ご、ごめんね、なんか」


「どうせ手術しなくちゃならないもの。後で邪じや魔まされたら困るし、見つけ次第治療していったほうがいいわ。敵がいたらどんどん呼んで」


　メスを引き抜き、そしてまた走り始める。浩介はその横顔をちらりと見た。


「……なに？」


「いや……大丈夫かな、と思って」


「私は絶好調よ。それよりあんたのほうがしんどそうだわ。もっと身体を鍛きたえたほうがいいんじゃない？」


　そういうことを聞いたのではなかった。あの夜の公園、伊万里を治療した直後に見た無表情を思い出す。それと似たような、無理に何かを我が慢まんしているかのような横顔。


「確かにさっきから走りっぱなしで汗ダクだ。制服の汚れっぷりがハンパねぇ。だから」


「……だから？」


「別にゲロで汚れたところで今更たいした違いはねぇぞ、と言っとく。明日みんなが登校してきて廊下がゲロ塗まみれだったら大迷惑だろ」


　意識した軽い口調で言うと、素敵はくすりと笑った。


「……馬ば鹿かじゃないの」


　そして笑いながら、彼女は曲がり角で待ち伏せしていた男子生徒の喉を裂いて殺した。


　とても自然に。


　とても手慣れた動作で。


　とても当たり前のことのように。





　──藍あい坂さか素す敵てきが、殺人鬼なのかどうか。


　その難問に答えを出せる人間が、はたしてこの世にいるのだろうかと浩こう介すけは思った。





　　　　[image: ]





　なおも何人かの重度罹り患かん者を治ち療りようしつつ、階段を下りて保健室前の廊下に辿たどり着く──その瞬間しゆんかんに見えたのは、廊下の向こうから歩いてきていた袴はかま姿すがたの女子生徒。彼女は素早くこちらに向けて手中の弓を構えた。まずい。


「ご、ごめんねっ！」


「ぬお、塚つか原はらさん!?」


「いってえ！」


　空くうと浩介の足が、しゃがみ込んだ伊い万ま里りの手で払われる。なすすべなく、疾走の勢いのまま二人同時にひっくり返った。そのすぐ上を矢が通過していく──疲ひ労ろうした足では急な回かい避ひ行動も難しかった。伊万里が咄とつ嗟さに倒してくれていなければ本当に刺さっていたかもしれない。


　素敵だけは伊万里の手が届かない距離にいたが、彼女も無事だった。弓道部女が弓を構えたと見るや、彼女は横の窓枠に向けて跳ちよう躍やくしていた。そこを足場にしてさらに高く跳び、天てん井じようの蛍光灯に頭を掠かすめるようにしてから敵に肉薄──落下力を利用して体当たりし、彼女の心臓にメスを根元まで突き立てる。さらにぐりりと捻ひねって完全に心臓を破壊し、治療は完了。


「あの、ほんとに、ごめんね。黒くろ崎さきさん、痛くなかった？」


「ち……お前、可愛かわいい顔して怪け我が人にも手加減ねぇのな。腰痛いてぇよ」


「矢が刺さるよりゃ痛くなかっただろ。文句言うな」


「うっせえぞ変態」


　睨にらんでくる空のことはとりあえず無視し、浩介は立ち上がった。既すでに走り出していた素敵の後を追って保健室へ入る。が、


　そこには誰の姿もなかった。陰かげる子こも、二人の重度罹患者も、周旋体イントロデユーサー──桐生きりゆう長閑のどかも。倒れた棚やひしゃげた机などの惨さん状じようが、今までここで行われていた激戦の様子を静かに伝えてくるだけだ。


「いないわ。どこ行ったのかしら……」


　素敵が不安げな面おも持もちで呟つぶやいたときだった。伊万里がはっと長い髪を揺らし、


「あ。今、何か聞こえなかった……？」


「私にも聞こえたわ。あっちからね──行ってみましょう！」


　保健室を飛び出し、一同は校舎の端はしに向かう。そこには階段があり、確かに上方から何かの音が聞こえてきている。一段飛ばしに駆け上がると、二階に上がったところであのハサミ女がぐったり気絶しているのを見つけた。素す敵てきがメスの一振りでとどめとばかりに治ち療りようし、さらに上へ。そして三階と四階の踊おどり場に到達したとき──


「くらえぇい、スペース・フライング・タイガー・ドロップ！」


「きゃあっ！」


　上から陰かげる子ことタイガーマスク男が降ってくる。階段の途中にいた陰子に向けて、タイガーマスクが側転からのボディプレスを仕掛けてきたらしい。咄とつ嗟さに傘を広げ、それを盾にして体当たりを受け止めた陰子は、それでも衝撃に耐えきれずに踊おどり場に落下してきた。男と一ひと塊かたまりになって壁かべにぶつかる。だがタイガーマスクが追撃を繰り出すよりも早く、素早く走り込んだ素敵が暗殺者のように横からその首を刈かった。


「陰子さん、無事っ!?」


「あら、素敵さん……可愛かわいらしいおみ足が剝むき出しで……素敵なお召し物……」


　そんなことを呟つぶやきながら、陰子がぼんやりと微笑ほほえみながら顔を上げる。満身創そう痍いの状態だった。髪はほつれ、額には汗が浮き、手にした傘は無残にひしゃげている。それでも彼女は気丈に前を向き、その視線を四階の廊下へと向けた。そこからこの踊り場を見下ろしていたのは、


「起きちゃったのね。困ったわ……その頑がん張ばりも愛しいけれど」


「周旋体イントロデユーサー！」


「あら？　それと塚つか原はら伊い万ま里りちゃんまでいるのね。それは愛しい、愛しすぎるわ！　こんにちは、伊万里ちゃん。そしてお久しぶり。またわたしに心を気持ちよく解放させてもらいに来たのかしら？　いいわよぉ。今度は身体も気持ちよく解放してあげるわ」


「先生……もう、そんなこと、止やめてくださいっ……！」


　長閑のどかは白衣のポケットに両手を突っ込んで悠ゆう然ぜんと立っていた。その脇わきに置かれているのは、二つのトランク。不気味にかたかたと震えている。


「追う途中で、職員室に入られましてね……そこで補充してきた武器の、ようですわ……」


　座り込んだまま、息の荒い陰子が呟く。長閑は肩を竦すくめた。


「あなた達がどこで仕掛けてくるかわからなかったから、いろいろ準備はしておいたのよ。まさかこんなに追いつめられるなんて思っていなかったけれど。で、これが最後の協力者さん達……やっぱり、どちらかって言えば症候群シンドロームっていうものには若い子のほうが罹かかりやすいみたいね。生徒ちゃん達以外で愛してあげることができたのはこの二人だけ。これが突破されればもう抵てい抗こうは終わりよ。困った、本当に困ったわ……うふふ、こんなに先生を困らせるなんて、いけない生徒ちゃん達ね」


　ふ、と軽い吐息を挟はさみ、


「まあ、ここまで来れば後は運を天に任せるだけだわ。出ておいでなさいな、愛しい愛しい愛し子達」


　言葉の柔らかさとは裏腹な乱暴さで、長閑のどかがその二つのトランクを蹴ける。ぎしりと開いた。中から出てきたのは、この学校の男性教きよう諭ゆ二人だ。教師達まで手て駒ごまにしていたのか。


「じゃ、頑張って。わたしはのんびり結果を待ってるから」


「待ちなさいっ！」


　素す敵てきの言葉を無視し、長閑は泰たい然ぜんとした足取りでさらに階段を上っていった。この上にあるのはもはや屋上だけだ。追おうとする素敵だが、その前に教師達が立ち塞ふさがる。


「おお、制服、制服の女子生徒が三人も！　そうだよ、長閑先生の言う通りだ、生徒はとても愛しい……ずっと思ってたんだぞ。ずっとその可愛かわいい制服を剝はぎ取ってやりたかったんだ。ずっとその思春期の身体を貪むさぼってやりたかったんだ。大丈夫、先生は先生だぞ。教えてやる、教えてやるから、さあ、ひひひひ、その制服を脱ぎなさい……」


「駄だ目めですよ、あまり甘やかして生徒をつけ上がらせては。厳しくすべきときには厳しく。それが俺の愛です。体たい罰ばつも必要です。ああ、体罰をずっとずっとしてみたかった。小こ生なま意い気きな生徒達をぶん殴って蹴けりまくって首を絞しめてやったらどんなに気持ちいいだろうかと思っていましてねぇ……ああ、体罰したい、体罰したい！　体罰最高！　ねえ先生、ここは協力しましょう！　お互いに協力して生徒を愛してやりましょう！」


「いいですねぇ。どうぞどうぞ、殴って蹴って首を絞めて体罰してやってください！　生徒の死体でも生徒には変わりありませんから！　制服を剝ぎ取って貪ることはできますから！　いやはや、差別はいけませんよね！　死んだ生徒も私は大好きです！」


　話を聞いているだけで吐はき気がする。無論手加減などするつもりはなかったが、位置がまずい。自分達は踊おどり場。相手は四階の廊下。上にいるほうが間違いなく有利だ。しかし長閑を追うためにはこの二人をどうにかせねばならない──


「やれやれ、ですわ……症候群シンドロームが治っても、このお二方にはあまり近付かないようにしておきませんとね……」


　ずるりと背中を壁に擦こすらせながら、陰かげる子こが立ち上がる。折れ曲がった傘から手を離し、足元に転がっていたゴルフバッグから新たな傘を二本手に取った。


「素敵さん、ここはわたくしに任せてお行きになってください。引きつけておきますので」


「ったく、あたしは手伝わねーぞ。ちょっと休ませろ。ま、ちょっと休んだら……このクソ先公どもを一発ずつ殴れるくらいにゃ呼吸が回復するかもしれねぇけどな」


「ち、ちょっとみんな!?　そんなことできる体力なんて、もう──」


　焦あせった素敵の声に、陰子が唇くちびるを曲げる。


「大丈夫ですわ。わたくし達だけでは無理かもしれませんが、頼りになる助すけっ人とさんが来ているようですもの。事情はなんとなくしかわかりませんが」


「──うん。私が、一番元気だと思う。だから」


　伊い万ま里りが頷うなずき、階段に足をかけた。先陣を切って、変態教師二人と相対。


「おお、塚つか原はらですよ、塚原伊万里。生徒のアイドル、いいなあ。ずっと君を貪むさぼりたかったよ！　わかってくれるよな、感激の涙で受け入れてくれるよな──この、教師としての溢あふれんばかりの愛を！」


「優等生に体たい罰ばつ……！　ああ、いい、とてもいいですなっ！　こら、先生に逆らうとは何を考えているんだ！　体罰してやる、体罰、お前のような優等生への体罰、うひょぉぉっ！」


「だから──行って！　藍あい坂さかさん、那な霧ぎりくんっ！」


「そうですわ、ここにいられても邪じや魔まです！　最低男は最低男らしく無力に見届けなさい！」


「さっさと行きやがれボケ。ここよじ上ればなんとかなんだろ。見てーテレビがあんだよ、早く帰らせろ」


　浩こう介すけ達が逡しゆん巡じゆんしたのは一瞬だった。空くうが示した通り、階段の手すりをよじ上るようにすれば四階の廊下を経由せずに上の階段へ到達できる。浩介達は手すりに足を掛けて移動を開始する。教師の一人が回り込んでそれを邪魔しようとするが、陰かげる子こが傘を振るってそれを牽けん制せい──見えたのはそこまでだった。


「行くわよ」


「……おう」


　素す敵てきと視線を合わせてから、浩介は階段を走る。屋上にはすぐに辿たどり着いた。


　そして白衣と白衣が対たい峙じする。





　月下の屋上。長閑のどかはフェンスに背中を預け、ぼんやりと夜空を見上げていた。


　こちらに気付き、彼女は妖よう艶えんな微笑でこちらに視線を向けてくる。流れる髪を優雅な手つきで押さえつつ、


「あら、二人だけ……？　そう、そういうことね。自己犠ぎ牲せいと献身。愛しいわぁ……あなた達の絆きずなって素敵ね。あなたの名前通りに素敵ね。幸せすぎてぞくぞくしちゃうわ」


「周旋体イントロデユーサー……桐生きりゆう長閑。もう終わりよ。私はあなたを治ち療りようする。その症候群シンドロームから救ってあげるわ」


　夜風に素敵の白衣がはためく。術衣の短い裾すそが揺れる。同じように白衣を靡なびかせながら、長閑は首を傾かしげた。


「救う？　おかしいわね。わたしからしてみれば、救われるべきはあなたなのよ。わたしはわたしの愛で、あなたを救ってあげたいわ。わたしにはそれしかできないもの」


「勝手に言っているといいわ。あなたが罹り患かんしているのは《人間愛耽溺症ヒユーマンフイリア》──人の全てを愛するが故ゆえに、それを快楽と感じるが故に、人の誤った欲望すらも快楽的に肯定する最悪の症候群シンドローム。今ここで治しておかなければならない」


　きしり、とフェンスが鳴る。長閑がそこから背中を浮かせたのだ。笑顔は変わらず、


「ああ、そんな聞きわけがないところも愛しいわ……ま、でもいいんじゃないかしら。わかっているもの。人間愛しか取り柄えのないわたしは、あなたには勝てない」


「……物わかりがよくて助かるわ。諦あきらめたということね」


「あなたに勝つのはね。誰かを救いたいと思う気持ちはやっぱり諦められないけど……うん、とにかくやるなら早くお願いね？　やっぱりちょっと寒くなってきちゃった」


　ふ、と素す敵てきが息を吐はいた。メスを握り直す。長閑のどかを見据えたまま、


「わかってるとは思うけど、あんたは手出ししないでよ。可能性は低いけど、まだ何か奥の手とかを持ってるかもしれないから」


「……わかってるよ。俺は、ただ──見てる、だけだ。あいつらの代わりに」


　そうだ、見届ける。彼女達を代表して見届ける。


　異常な殺人者のような治ち療りよう者と、人間愛に満ちた治療者のような異常者。


　その二人の結末を。


　素敵がメスを構えて走った。月光を反射して輝く手術器具。


　長閑は逃げない。構えもしない。戦う意思も見せない。


　ただ、前に手を伸ばした。


「っ!?」


　何かがあると考えたのか、素敵が突進のベクトルを変えて身を捻ひねる。その手の横に回り込みながらメスを振るう。伸ばされた腕が裂け、長閑の白衣に多量の赤が滲にじんだ。


「あん、痛い……」


　そう言いつつも、長閑は怯ひるまない。優しい微笑のまま、さらにその手を素敵に向けて旋せん回かいさせる。眉まゆを寄せた素敵がメスを突き込む。今度は長閑の手首を切り裂いた。水道の蛇口が捻ひねられたかのような勢いで、屋上のコンクリートに液体が落ちる。長閑はそれすらも気にせず、手首の中ほどまでが切り裂かれたその手を強引に再始動させ──


「んー……じゃ、こうしてみようかしら」


　素敵のメスの先端を摑む。なんたる愚ぐ行こうだ。もはや痛みで正常な思考ができていないのかもしれない。そんな当然の考えを思い浮かべたのは、浩こう介すけだけでなく素敵も同じだった。一瞬だけ眉を寄せつつも、そのメスにさらに力を込める。ぐりぐりと捻って捻ねじって刃を暴れさせ、すると当然のように、


　長閑の指の一本が切り落とされた。冗じよう談だんのように軽々しく、ぽとりと屋上に落ちる指。


「あ、ひゃあ、ああああああっ!?　い、痛い、痛いわぁっ！」


「と、当然、でしょっ……っ!?」


「あうん、でも、愛しいの、全部、全部、この痛みすらも、愛しいのぉ……！」


　それでも長閑はメスから手を離さなかった。とろんとした目で、血ち塗まみれになった自分の手を見つめていた。素敵は短く舌打ちし、左手を白衣のポケットに突っ込んでもう一本のメスを取り出す。長閑のどかの腕が邪じや魔まで急所が狙ねらえないと見るや、流れるような動作で目的を変更。タイトスカートの太ふと股ももに逆手で突き立てる。


「あ、ああ、ああああっ！　うわあ、ああ、ふはははっ」


　さすがにそれは身体からだが耐たえきれなかった。なぜか笑い声のように聞こえる悲鳴をあげながら、長閑は足の踏ん張りを失って屋上に倒れる。好機と見た素す敵てきが右手のメスを強引に彼女の手から引き抜いた。その余波でさらに長閑の指が一本切れ落ちたがそれも気にせず、素敵は長閑の腰に馬乗りになって──


　止まる。


「ふぅっ……く、は、はは、あはははははぁっ……！」


　なぜか、ではなかった。


　笑い声のように聞こえたのも当然。


　長閑は実際に笑っていた。この状況下で、本当に幸せそうに、笑っていたのだ。


「なにがっ……おかしいのよ！　状況がわからないの!?」


「くう、あは、痛い、わかってるわ……ええ、わかってるわ。わたしはあなたに勝てない、って言ったでしょう。その通りの状況になっただけ。当たり前。そんなことじゃないの。わたしはただ幸せなのよ。だから笑いもするわ」


「し、幸せ……？」


「ええ」


　長閑が素敵の顔を見上げて頷うなずく。優しく生徒を見守る保健医のような、慈愛に満ちた表情。


　浩こう介すけは直感的に嫌いやな予感を覚えた。


　おかしい。駄だ目めだ。藍あい坂さか、藍坂、早く、早くやってしまえ。


　聞いてはいけない。


　そいつの言葉を、聞いてはいけない──


「だって、あなたがとってもあなたらしく、あなたのやりたいことをあなたのやりたいようにやっているんだもの。可愛かわいい生徒ちゃんのそんな姿を見られるなんて、先生、とっても幸せだわ」


「な──」


「ね、楽しいわよね？　とっても楽しいわよね？　とっても慣れてた。迷いなんて何もなかった。あなたは、とっても素敵に、わたしを殺そうとしていたわ。うん、それでいいと思う」


　にっこり、とさらに長閑が笑みの濃度を高める。愕がく然ぜんとした表情の素敵とは対照的に。


　そして彼女は、血に塗まみれてぷらぷらと千切れかけている手で、乱暴に自分のシャツを開いた。ボタンが弾はじけ、黒い下着に包まれた胸が──最大の急所たる心臓が、素敵の前で露あらわにされる。


「はい、いいわよ？　殺していいわよ？　それはとても楽しいことだもの」


「ち、違う。違う……！　私は、楽しくなんか……！」


「違わないわよ。楽しいから、とっても気持ちいいから、あんなに自然に迷いなくわたしを殺そうとしていたんでしょう？　治ち療りようなんていう言葉で誤ご魔ま化かしても駄だ目めよ。その行為は、あなたがやろうとしていたその行為は、間違いなく──」


　いやだ。ききたくない。


　そんな仕草で、泣き出しそうな目で、素す敵てきは首を横に振る。


　だがそれをあっさりと拒きよ否ひし、長閑のどかは致命的な一言を告げた。


　冷れい酷こくに。無慈悲に。けれど、


　抱ほう擁ようするような優しさで。


「──人殺しなのよ」


「っ……」


　硬直した素敵に向けて、言葉は続く。


「でも気にすることはないわ。あなたは、人間というものは、好きなことを好きなようにやってもいいの。だからやってもいいの、殺人鬼さん。生き返るなんて言い訳は駄目よ。認めましょうよ。だって、あなたがもしそのメスを振り下ろしたら──たとえ桐生きりゆう長閑という人間は生き返るのだとしても。わたしは、人間が大好きで人間愛のために生きる、あなた達が周旋体と呼ぶ桐生長閑は間違いなく死んでしまうのだもの。それはとっても素敵な、疑いようのない人殺しだわ。だから、ほら、さあ。とっても人間らしく、愛しく愛しく──わたしを殺して？」


「違う、違う違う、ちがううううっ！　わたしは、私はぁぁっ！」


　無茶苦茶な論理だと浩こう介すけは思った。だが長閑の言葉は不思議な響きを持っていた。優しく耳に滑すべり込み、心の底から誰かを安あん堵どさせて理性の箍たがを外す、悪魔の囁ささやき。ああ、これが彼女の《人間愛耽溺症ヒユーマンフイリア》としての変容なのか。症候群シンドロームの罹り患かん者を重度化させた囁きなのか。


　素敵はそれを至近で聞いてしまった。自分にとっての禁きん忌きを、絶対に肯定したくないと心の奥に押し留めていたものを、優しく優しく肯定されてしまった。


　素敵の精神が揺らぐ。彼女は目を閉じ、一心に否定の言葉を叫ぶ。





　それを、長閑は、待っていたのだ。





　浩介は見る。


　長閑が傷ついていないほうの手を自分の腰に回した。そのベルトに挟はさまれていたのは、あの保健室にいた生徒が持っていた鋏はさみ。このときのために拾っていたのか。


　このときのために。


　素敵が自分の言葉を否定して無防備になった瞬間のために。


「ごめんなさいね。でも、まだわたしは救いを諦あきらめたくないの。言ったでしょう？」


　微笑ほほえんだ長閑が、素敵の無防備な首筋に向けて鋏を突き出す。


　だがそれが素す敵てきの命を奪わないことを、浩こう介すけは知っていた。


　なぜなら、自分の足はとっくの昔に動いていて、すぐそこに素敵の肩があって。


　そして──さっきのおんぶのおかげで、既すでに理解していたから。


　その小さくて華きや奢しやな身体からだが、誰かが体当たりしただけで簡単に弾はじき飛ばせるくらいに軽いものだということは。





　……いやはや。


　完かん璧ぺきな作戦だと思ったけど、そう上う手まくはいかないもんだなあ。


　それが浩介の感想だった。


　忘れていた。


　体当たりで素敵の身体を動かしても、長閑のどかの攻撃は止まらない。だから当然──その鋏はさみは、素敵の代わりに飛び込んできた誰かの身体に突き刺さるのだということを。


　びっくりだ。腹の中をぐちゃぐちゃにされても、あんまり痛くはないんだな。


　ただ、燃えそうに熱いだけだ。





「あんた……なに、なに、してんのよ……？」


　震える声が聞こえた。馬ば鹿かだと思った。そんなことを言うより先に、すべきことがあるんじゃないのか。


　けれど口から零こぼれたのは、それとは違う言葉。おまけとして、鉄の味がする熱い液体も。


「わかんねー……正直、わかんねーよ……お前が、そうなのか、そうじゃないのか、なんて。考えたくない、って言ったほうが正しいのかな。ああ、それも、わかんねー……マジで、さ」


　ここまで来る途中の廊下で見たものを思い出す。ついさっきのことのはずなのに、なぜか何年も前の遠い出来事のように感じた。自分は何を思ったんだっけ。ああそうだ。


　その難問に答えを出せる奴やつがこの世にいるのか、だ。わかるわけがない。けれどそれは少なくとも、たかだか十七年くらいしか生きてない小娘や、たかだか数日の付き合いしかないチンケな男や、一つ覚えの人間愛でしか物事を語れない変態の一言で決まってしまうようなものではないだろうと思った。


「今、決めんでもさ……いいじゃねーかよ。ほら、戦隊ヒーローだって……怪かい人じんを一蹴けりで爆ばく死しさせたりしてる、あれだぜ……違うか。違わないか。まあ、なんつーか、その……そのヒーローも、みんなを守っていることだけは確かで……だからお前も、たとえ百歩譲ってあれだったとしても、正義の味方のあれなわけで……はは、何言ってんだろうな俺……」


　首を捻ひねる。自分が屋上に倒れていることに、今更ながらに気付いた。


　視界に映るのは、ただ、瞳を濡ぬらした素敵の顔。


　腹が爆ばく発はつしそうだ。時間がない。


　だから浩こう介すけは一番大事な一言だけを、にやりと笑って言ってやる。


「ほら──やっちまえよ、正義のお医者さん」
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　どれだけの時間が経たったのか。


　相変わらず腹の中は煮えたぎっている。何かを噴ふき零こぼしている。噴き零れと言えばあいつだ。いい歳としなんだから料理の一つくらい覚えてくれないものかね、と浩介は従い姉と妹この壊滅的な料理の腕前について思った。


「馬ば鹿か……じゃないの」


　薄目を開く。横向きの顔が自分を見下ろしていた。白衣と聴ちよう診しん器き。薄い術衣。後頭部に柔らかな感かん触しよくがある。腹の爆発的な熱を誤ご魔ま化かしてくれる、温かな、体温。


　膝ひざ枕まくらされているのだとわかった。


「寝心地、よさそうな、枕だな……いくら出せば、これ、買えんだ……？」


「馬鹿、じゃないの。冗じよう談だん言ってる場合じゃ、ないでしょっ……！」


　同じ言葉が返ってきた。本心から言ったのだが。


「どう、なった……？」


「……終わった、わよ」


　視界の端はしに、同じように倒れている誰かの姿。どうやら手術は首しゆ尾びよく成功したようだ。さすが名医。


「違う。どうすんのよ。終わってないわよ。あんた、鋏はさみでお腹なか搔かき回されて、ぐちゃぐちゃで、こんな出血っ……救急車呼んでも、間に、合う、か……」


「おー。そりゃ大変だ……じゃ、呼ばなくていいよ」


「馬鹿っ！　このままだと、あんた、し、死ん……」


　何を焦あせっているのだろう、と思った。


　温かい雨が降ってきたな、と思った。


「まだ、死にたか、ねえなあ……だから、さ。悪いけど、してほしいことがあるんだ」


「な、に、を……？」


　途と切ぎれ途切れに引き攣つれた声が、怪け訝げんな響ひびきを帯びる。自分には何もできないと思っていたのか。それなら間違っているのだろうか。今唐とう突とつに思いついてしまったことは、ひょっとしたら勘かん違ちがいなのだろうか。まあそれならそれでいい。仕方ない。このまま何もしなければ同じことだ。


　浩介は息を吐はく。


「マジ悪い……嫌いやなら嫌でいい、一応、言ってみるだけな。俺のわがまま、みたいなもんで」


「なによ、何なのよ！　私に何かできることがあるの!?　だったら早く言ってよっ！」


「おう。じゃ、藍あい坂さか。お前、もし。嫌いやだろうけど、もし、よかったら……」


　いいはずがない。これは、きっとひどい言葉だ。だから、


　ごめんな。





「──俺を殺してくれないか？」
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　全てが終わったのはわかっていた。屋上には入れなかった。


　屋上へ続く扉とびらを開いたところで、彼女達は足を止めていた。ただ、それを見ていた。


　それから、しばらく経たって。


　他に罹り患かん者達がいないか確認してきますわ、と言って宵よみ闇やみヶが原はら陰かげる子こは踵きびすを返した。顔の前では、骨組みの歪ゆがんだ傘がいつもの軽けい妙みようさでくるりと回る。ただその柄えだけが、握にぎり潰つぶさないでと抗議するようにぎしりと悲鳴をあげていた。


　ややあって、帰る、と短く言って黒くろ崎さき空くうが踵きびすを返した。大きな、静かな、ただ一度きりの嘆たん息そく。彼女はその呼吸を聞かない。彼女はその呼吸の意味を知ろうとしない。音の鳴らないヘッドホンは、彼女の心を乱す全てを彼女から排はいするだけ。


　そして、最後に。


　塚つか原はら伊い万ま里りだけが残った。


　彼女はずっと、それを見ていた。


　自分を殺した女の子と、その自分の死に怒ってくれた男の子。


　不思議に痛む、胸を押さえて。


　ずっとずっと、二人を見ていた。
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　腹に新たな異物感。冷たく、切れ味鋭い、メスの感かん触しよく。


「……」


　素す敵てきは無言だった。無言で、浩こう介すけの腹にメスを埋め込んでいた。鋏はさみで搔かき回されて壊れた臓器をさらに破壊していた。
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「あんたは……馬ば鹿か、ね」


「さっきから、そればっかりだな……」


「……そうとしか言いようがないもの。私の代わりに死にそうになるし、それに、こんな──あいつに与えられた死を、私が与える死で上書きしようだなんて」


「俺はまだ、生きてたぞ。だから、原理的にはお前が今までやってたことと変わらねえ……お前には人が殺せない。どんな方法を使っても、どんな殺し方をしても、殺した奴やつは傷が治って生き返る。だったら、死にかけてた人間の傷をさらに抉えぐっても……殺せない、傷が治って生き返る、ってことだろ」


「そんなこと、考えたことも、なかったわよ」


　言葉が途と切ぎれる。妙に温かい雨だけが降っている。


　ややあって、ぽつりと素敵か呟つぶやいた。


「今、初めて……人殺しでもいいかも、って思ったわ」


「ん……？」


　聞き返す。


　さらに、長い長い間があって。


　先刻よりもさらに小さく、耳を澄ませなければ聞こえないほどの声で、


「……私が人殺しなことで、馬鹿な男を助けられるんなら。誰かの命を救える人殺しなら……それでも、いい」


　メスがゆっくりと動いている。


　まるで愛あい撫ぶするかのような優しさで、浩介を殺していく。


　なんて心地好よい、死。


　素す敵てきの声を聞いた浩こう介すけは、ただ、今まで散々言われていた言葉をそのまま返すだけ。


「……馬ば鹿かじゃねぇの」


　視界が暗くなっていく。自分の瞼まぶたが閉じているのかどうか、それすらもわからない。


　惜しかった。


　理由はないが、ただ、思ったのだ。


　自分は、まだ。


　この素敵な少女の顔を見続けていたいのに、と。






エピローグ-phase postoperative-







　翌日も学校は平穏だった。


　ガラスが割れていたり保健室が滅茶苦茶めちやくちやになっていたりしたのは多少騒動を巻き起こしたが、盗まれたものが何もなかったので、それは結局、夜中に若さ溢あふれる不良でも忍び込んだのだろうということになった。新聞部や噂うわさ好きの生徒達にネタを与える以上の意味は生まれない。


　また生徒と教師の何人かは昨夜、下校時刻を大おお幅はばに過ぎた時間に、いかにも自分達がいそうな場所──職員室であったり部室であったり教室であったりした──で目覚めていた。そのうちの何人かは覚えのない打だ撲ぼくの痛みや痣あざが身体からだにあることに気付き、「誰かに襲われたのでは」と不安に思ったが、昨夜の事件との関連性を疑われることを恐れて誰もそれを他人に話すことはしなかった。身体に痛みがなかったものは、同様に面倒事を避さけるために口を噤つぐみながら、特に用もなかったのに学校に残っておまけに居眠りするなんて疲つかれてるのかなあ、とただ首を捻ひねっていただけだった。


　そして、それら全ての事情を知る人間達は──





「うーむー……」


　浩こう介すけはその部屋の前で腕組みして立ち尽くしていた。悩ましい。これはひどく悩ましい問題だ。どう説明すればいいのだ。今日は止やめておくか。いやいやそういうわけにもいかないだろう。いやいややはり──と思考を堂々巡りさせること数分、ようやく決意する。


　答えは出なかった。ただ、当たって砕けろ、という便利な言葉を思い出しただけだった。


　ドアのないその部室の入り口を眺ながめ、一つ深呼吸。それから、


「よう！　邪じや魔まするぜ！」


　ドア代わりに吊つり下げられていたカーテンを暖の簾れんのように潜くぐり、無む闇やみに元気な挨あい拶さつをしながら入室。部屋の中にいた人間達の視線が集まった。


　陰かげる子こは親の仇かたきを見るような目でこちらを睨にらんでいる。空くうは行儀悪く組んだ足をテーブルに乗せた姿勢で椅い子すに座り、漫まん画が雑誌をつまらなさそうに読んでいる。そこから浩介に届いてきた視線はさらにつまらなさそうなものだった。そして別の椅子に座っていた伊い万ま里りはトランプ片手にぎょっとした視線をこちらに向けてくる。おや、なんだろうこの違和感は。


　そしてそのトランプの相手をしていた白衣の女は、


「あ……う……」


　などともごもご呟つぶやいて浩介の顔を眺め、何を言っていいかわからないというように視線を逸そらし、ややあってから「これだ！」と何か言うべきことを思いついた表情で赤らんだその顔を上げ、


「わ、わかったわ！　あの、お、おぱ……おっぱい事件のことを謝罪しに来たのね!?　忘れてたけど思い出したわ、どうしてくれよう、どうしてくれようかしら!?　ええと、と、とりあえず土下座！　それから土下座！　以後私が許すまで土下座ー！」


「全部土下座じゃねーか、どんだけ俺に土下座させたいんだよ！　ていうか、うおう!?　違和感の正体に気付いたぞ、なんで塚つか原はらさんがここで呑のん気きにトランプなんてしてんだっ!?」


「あ。それはね、那な霧ぎりくん。ええっと……」


「決まってるじゃない。まりーは我が医術部の新入部員だからよ。今は歓迎会の真っ最中」


「は？」


　きょとんとした目を向けると、そうなの、と伊い万ま里りははにかんだような顔で頷うなずいた。そして彼女がぴょこんと持ち上げて見せてきた小冊子の表紙に書かれているのは、勿もち論ろん、《新入部員歓迎会のしおり》……マジなのか。いや、確かに今は部活やっていないって聞いていたけど。なぜよりによってこの部に。あと、まりーってのは渾あだ名なか。可愛かわいいじゃないか。


　徐々にいつもの調子に戻ってきた素す敵てきが、ふん、と鼻を鳴らして胸を張る。


「わかるでしょう？　まりーには後こう遺い症しようが残ってる。陰かげる子こさんやくーや終ついと同じにね。だったら陰子さん達と同じ立場になってもらうのが一番だわ。これから何が起こるかわからないから、経過観察的な意味でも近くにいてもらったほうがいい」


「うん……そういうこと、だね。あと、助けてもらった藍あい坂さかさんに、恩返しもしたいし」


　真ま面じ目めな顔で、伊万里が頷く。そうだ。彼女がこんな人間だということはわかっていた。彼女は本当に、自分が殺人者になるのを止めてくれた素敵に恩を返したいと思っているのだろう。


　それなら自分が伊万里についてどうこうは言えないか、と浩こう介すけは息を吐はく。ただ問題は、それ以外の──本来の自分の用事が少しだけ言いにくくなってしまったことだ。どうしたものか。


　そのとき、今まで黙っていた陰子が不意に椅い子すから立ち上がった。


「そこの貴方あなた。少し話があります。顔を貸しなさい」


「お、俺か？」


「貴方という代名詞では伝わりませんでしたか。では言い直しましょう。そこの変態。少し話があります。その不細工な顔を貸しなさい……心配しなくても、昨日貴方が宝石と等価なあの素敵さんの身体の一部分を見て触って揉もんで穢けがしたという万死に値する行為の話ではありませんわ。それに関する処刑……もとい、お話は後でゆっくりさせていただきます」


「待て。なんか今《お話》という単語とは絶対に言い間違えない言葉が聞こえたんだが」


「うるさい男ですわね。いいから来なさい」


　ぽかんとした素敵達を残し、陰子は浩介の襟えり首くびを摑つかんで強引に部室の外に連れ出す。そのまま人気のない廊下の端はしまで引っ張られていき、そこでようやく襟首が解放された。


「な、なんだよ一体」


　いつも通りに傘を掲かかげた陰かげる子この視線が、さらに厳しくなる。かつてない圧力と殺意。その傘の先端（不吉にも金属製で凶悪に尖とがっている）がいつこちらに突き込まれてもおかしくないような気配だ。さすがに二日連続で腹を搔かき回される趣味はなかったので、ひとまず低姿勢にお伺うかがいを立ててみることにする。


「え、ええと、ゲル子さん、機嫌悪い、ですね……？」


「機嫌？　ええ、悪いですわね。愚ぐ鈍どんな男にしては的確な推測ですわ。その程度の観察力はありましたのね。わたくし、非常に感服いたしました。言うならば、まるで電卓を使えるサルを見たような気分で」


「くっ。えーと、そ、その理由などは……」


「いくつか。お気に入りのコレクションが昨日の戦せん闘とうのせいで何本も駄だ目めになってしまいました。ですがまあそれは買い直せば済む話。一番の原因は、貴方あなたですわ」


「やっぱり、その、ムネの話……？　そのですね、最初はアナタ様があいつの服を破ったのだ、ということを今一度思い返していただけると、ボクとしては嬉うれしいのですが……」


「それもありますが、今からするのはまた別の話です。あと、そのふざけた喋しやべり方はお止やめなさい。さらに腹が立ちます」


「……了解」


　浩こう介すけは肩を竦すくめた。それからしばらく陰子は無言で傘を回していたが、


「わたくしは──藍あい坂さか素す敵てきという名の少女を、守ると。いえ……救う、と自らに誓いました。かつて、わたくし自身が救われたその後で」


「……」


「救うためならばなんでもいたします。貴方を街に連れ出したときのように、いかなる辱はずかしめにも耐たえる覚悟があります。いかなるものも捧げる用意があります。いかなる行為も許容する意志があります。だから言わなくてはなりません。けれど──言いたくは、ありません。こんなことは」


「わけがわからん」


　浩介が率直な感想を告げると、はあ、と陰子は馬ば鹿かにしきった溜ため息いきをついた。


「まあいいでしょう。今のは単なるわたくしの内面だけに関することです。では本題に入りますが──わたくしは素敵さんに聞きました。貴方に全てを話したと。自身の力のことも、その原因たる遺い伝でん的症候群のことも、それが引き起こす結末のことも──全て」


　浩介は無言で頷うなずいた。


　忘れるわけがない。人を殺しても殺せない理由。世界から乖かい離りするという、異常で最悪な症候群シンドローム。それが進行すれば、完成すれば──いずれ、素敵は誰にも認識されなくなり。


　世界から、消える。


「あれは本当のことです。宵よい闇やみヶが原はらは古い家いえ柄がらですのでね、この街の裏事情にも多少は通じておりますの。だから本当です──先代の症候群シンドローム治ち療りよう者。素す敵てきさんのお母様は、素敵さんが小さいころに忽こつ然ぜんとこの世から消えました」


「母親か……その話は初めて聞いたな」


「いくら全てを語ったと言っても、彼女の口からは語れないこともありますわ。なのでもう一つ、彼女以外の者の口からしか語れないことを教えてさしあげましょう。同じクラスであるならば、彼女の二面性には気付いていらっしゃいますわよね？　孤独を良しとして過ごす昼間の彼女と、いろいろな遊び道具を用意したこの部屋で楽しく過ごす放課後の彼女──彼女は矛む盾じゆんしています。一人でいいと思っている寂しがり屋なのです、彼女は」


　確かに矛盾している。けれど、その言葉にどこか納なつ得とくできてしまう自分もいた。


「孤独でいることを心地よく思わざるを得ない、世界から乖かい離りしていく症候群シンドローム……未いまだ進行を続けるその症候群シンドロームの発はつ露ろした部分が、教室での彼女。それに反した生来の態度、あるいはそれに反しようとする意識的な態度が──放課後、わたくし達の前にいる彼女ですわ」


「意識的な態度？」


「いずれ消えてしまう運命だと知っているからこそ、そして孤独を良しと感じてしまう自分の心を押し留めるためにも、彼女は《誰かと繫つながれる今》を最大限に楽しもうとしているのですわ。直接聞いたことはありませんが、事あるごとにしおりを作る癖くせもその一端のような気がいたします。彼女は、日常のなんでもないイベントの一つ一つを──自分が消えてしまう前に心に刻んでおくべき、大切な思い出作りの場だと思っているのではないかと。わたくし達のことを大切に思ってくれているのは嬉うれしいですが、同時に、とても悲しくなることもありますわ。そのたびに思います。彼女の未来を変えたいと。なぜ彼女がこんな運命に囚とらわれたのかと」


「こんな言葉、軽々しく言いたくはないけど……お前の気持ちはわかる。でも、なんで俺にそんな話をする？　何が言いたい？」


　陰かげる子こは長く沈ちん黙もくした。五分か。十分か。


　それが最後の迷いだった。


「わたくしは……いつも、素敵さんを見てきました。それはつまり、素敵さんを見るものを見てきたということでもあります。彼女に不ふ埒らちな好意を抱き、あまつさえ告白などしようとしてきた愚おろか者を、この傘で何人打ちのめしたかはもはや数えきれませんわ」


「そ、そうか……で？」


「昨日の屋上で。昨日、素敵さんに殺されながら彼女を見つめる貴方あなたの視線に、可能性を感じました。ただの直感なのかも、ただの思い込みなのかもしれませんが、それでも確かに感じました」


　どきりとする。あのとき、自分は何を思ったのだったか。


　見続けていたい、と思った。ただそう思った。


　だから違う。陰かげる子こが心配するようなことではない。ただ男女の仲とか好意がどうこうとかではなく、純粋に、理由なく、あいつをもっと見ていたいと思っただけで──


　と、自分でもよくわからない言い訳のようなものを浩こう介すけが口にしようとしたときだった。


「ああ、言いたくない。言いたくありませんわ。わたくしが、こんなことを。でも、それでも──言わなくてはならないのです。貴方のその気持ちこそが鍵かもしれない、と」


「どういう……ことだ？」


「忘れたのですか。貴方あなたは特別です。いかなるものも等しく好きになれるという特別な体質で、それはつまり、貴方は今後いかなる症候群にも罹患する可能性があるということです。いいですか。もし貴方が、どうにかして今後ずっと《バナナが好きだ》という状態に──限度を超えるほどバナナを好きになることができて、その状態が奇跡的に維い持じされたとしましょう。その場合、貴方が最も罹り患かんする可能性が高いのは《バナナが好きだという気持ち》を病的に増ぞう幅ふくさせる症候群シンドロームです」


　なんでバナナなんだ、という言葉は黙だまっておいた。そんな些さ細さいな疑問が許されるような雰ふん囲い気きではなかった。陰子は何を言おうとしている？　辛つらそうに、けれど興奮を隠かくすように押し殺した声で、一体何を言おうとしている？


「では、もし、もしも貴方が──《ある特定の女の子》に対する気持ちを、症候群に罹患する可能性があるほどに維持し保持することができたなら。そして実際に罹患し、さらにそれが重度化したなら。症候群シンドロームは貴方のその気持ちを病的に増幅させるでしょう。彼女と話すことを、彼女に触れることを、彼女の姿を見ることを何よりの快楽と考え、他人の死すら厭いとわないほどに第一と考え──重度化した症候群は、その欲求を果たすために必要な変容を罹患者の身体に与えるでしょう。そう、たとえば」


　言葉を切り、陰子は唾つばを飲み込む。


　そして。


「たとえば──もし彼女が他の誰にも認識できない存在になったとしても、その罹患者だけには彼女を認識することができるような変容を」


　ああ、もしも、本当にそんなことがあったとしたら。


　そんな症候群シンドロームがあったとしたら。


　確かに、彼女を──藍あい坂さか素す敵てきを、救えるだろう。


　一人ぼっちで消えていこうとする彼女を、ただそいつだけには、捕まえられるだろう。


　それは彼女のためだけの症候群だ。藍坂素敵の症候群だ。いや、それは正確ではない。その意義も内容も原因も結果も、全てが彼女というただ一言で事足たりる以上──それは、彼女という存在そのものがその症候群を形容する概がい念ねんになっているのと変わらない。


　だから、その症候群を表すに最もふさわしい言葉は。


　その素敵な病気に冠かんされるべき名前は。


　そう、きっと──





　藍あい坂さか素す敵てきな、症候群。





「結局。俺に……どうしろと？」


　渇かわいた喉のどを必死に動かし、浩こう介すけは言った。見つめ合う。


　ややあって陰かげる子こが傘を回した。言いたいことは言ったというように、ふ、と肩の力を抜く。


「……別にどうも。全ては仮定の話で未来の話です。その可能性がある、ということを伝えたかっただけですわ。だから貴方あなたがどうすればいいかという答えは与えられません。けれど、逆に聞きます──貴方はどうするおつもり？」


　仮定の話で未来の話、ね。


　確かに、今すぐどうにかなることではない。あとどれくらい彼女に時間が残されているかどうかはわからないが、少なくとも一年二年の話ではないだろう。勿もち論ろん余裕があるとは思わない。けれど焦あせるべきだとも思わない。


　なぜなら──自分はまだ、あいつと出会って、ほんの数日だ。


　それより先に、やるべきことがあるだろう？


　だから、何も変わらないのだ。元々の目的と、今日医術部を訪おとずれた本来の用事と、何も変わらないのだ。自分が、自分の欲求のために、あいつをまだもう少し見ていたいという欲求のために、すべきことは。


　浩介は苦笑して、用意していたものをポケットから取り出して陰子に見せる。


「こうするつもりだよ。何か文句はあるか？」


　陰子の顔は、傘に隠れて見えなかった。


　ただ、初めからこうなることがわかっていたかのような、ある種の諦てい念ねんを滲にじませた声で、


「……ヒラ部員のわたくしに、何も言えることはありませんわ」


　ふむ、一理ある。


　こういうものはまず部長に見せるものだからな。





「入、部……届……？」


　そして浩介は藍坂素敵のぽかんとした顔を見る。


「おう。さっき保健室に行って貰もらってきた。あ、あの人はもう普通だったぞ。いつものほえほえっぷりだった……ていうかあの人今はどういう状態なんだ。二重人格は治ってんのか？」


「え？　それは、症候群シンドロームが完治しているのはきっちり確かめたから、治ってるはずよ。何か気分転換に髪を切ったけどやっぱり似合わなくて伸びるまでカツラにしてる、とか無意識の辻つじ褄つま合わせで記憶を捏ねつ造ぞうしてるはずで、千せん導どう賢けん慈じって男の立場は偽ぎ造ぞうしたものだったからあそこの火事とかも桐生きりゆう長閑のどかには関係ないはず……って今はそういう話じゃなくて！　にゃんで、いや、なんであんたまでここに入るのよ!?　あんなことがあったのに！」


　手渡した入部届をぶんぶん振り回しながら、そしていつものように興奮で舌を嚙かみながら、素す敵てきが言ってくる。もうちょっと歓迎してくれてもいいじゃないか、まったく。


「あんなことがあったからこそ、だよ。俺の変な体質の話は終わってないだろ？　症候群シンドロームはコエーもんだってわかったから、その病気に一番詳くわしいお前らの傍そばにいたほうが俺としても安心だ。それに」


「それに？」


「転校してきたばっかで、放課後暇ひまなんだよ。マップ作りもそろそろ飽きてきたしな。ここはレトロなゲームもあるし、布団もあって寝れるし、部活入ってれば内申もよくなりそうだし。いいことずくめだ」


　むう、と素敵は唸うなった。口をへの字にして、浩こう介すけの突然の提案で腰を浮かせていた彼女が椅い子すに再び身を預ける。聴ちよう診しん器きを無意味に弄いじりながら、


「ふぅん。そう……それなら、まあ……し、仕方、ない、かもね……」


　絵に描いたような仏ぶつ頂ちよう面づらなのに、頰ほおと眉まゆが微び妙みようにピクピク動いているのはなぜだろう。


「理り屈くつはわかるわ。確かにあんたは珍しい体質だから、近くで見てないと危険かもしれないし、まだその体質の興味も消えたわけじゃないし」


「一応言っとくが血を抜かれたり薬で眠らされて解かい剖ぼうだの何だのされるのは断固拒きよ否ひするぞ。いくら入部希望だからってそこは譲れん」


「むっ……ふ、ふん。まぁいいわ。したくはあるけど、患かん者じやの同意なしに無む闇やみに検査とかするのは医い療りよう従事者としてどうかと思うもの。とりあえずあんたの体質については観察ぐらいに留めとくとして、本格的な検査は保留にしといてあげるわよ」


　お前は医療従事者どころかただの女子高生だろ。とツッコみたい気分ではあったが、ここで彼女の機嫌を損ねるとまた入部についてあれこれ文句を言い出しかねない。ひとまず無視することにした。ついでに言うなら、素敵が明後日あさつての方向を向いてぼそりと発した「……ま、今後コッソリ検査する機会がないとも限らないしね……？」などという不穏な独り言も。患者の同意なしに云うん々ぬん、とかいう理屈はドコ行った。しばらくはこいつの前で居眠りとかしないように気をつけておこう。


「ええと、とにかく！　男手があると今後いろいろ楽かもしれないし、事情を知ってるから気兼ねせず扱こき使えるし。まあ……これで突っ返すのも、その、可哀かわい想そうよね。うん。だから……しょうがないから、受理してあげるわよ。感謝しなさい！」


「はぁ。素敵さんが部長ですからね。わたくしには、何も言う権利はありませんわ」


「物好きな野郎もいたもんだな……ま、パシリくらいにゃ使えるかもしれねーけどな。ふん」


　口々に言う部員達。伊い万ま里りも椅子から立ち上がり、いつものように深々とお辞じ儀ぎをした。その身が持ち上がったとき、そこにあるのは勿もち論ろん、あの暖かな春の日差しのような笑顔。


「あは、一緒に新入部員になっちゃったね。これからもよろしく、那な霧ぎりくんっ」


「お、おう。俺も塚つか原はらさんが一緒だと心強いよ。新入部員同士、よろしくな」


　あまりにもまっすぐな笑みにはにかみながら、浩こう介すけは伊い万ま里りに答える。


　いろいろあったが、友達ができた。部活にも入った。


　新しい学校での生活が、本当の意味でようやくスタートしたのだと思った。急な転校でどうなることかと思ったが、これからはそれなりに充実した学校生活が送れるような気がする。まあ正直、いろいろ異常なことが待ち受けていそうな気配はプンプンするのだが、それも覚悟はできている。こんなおかしな仲間達と一緒にいるのは、その苦労を味わっても充分おつりが来るほどに楽しいに決まっているのだし──それに。


　見ていたいと思った誰かの顔を近くで見続けるには、それを避さけては通れないのだから。


「じゃあ、えーと、私が言うのもなんだけど、歓迎会の続きかなっ？　あ、那霧くん、今トランプやってたの。那霧くんもしようよっ」


「──待って。歓迎会の前に、一つ大事なことを済ませないといけないわ」


　素す敵てきの硬い声が、不意に部室の空気を止める。


　彼女はまっすぐに浩介を見ていた。今度は彼女自身の意志で、心から、なんの迷いもなく、その真剣すぎる表情を浮かべていた。


　そして彼女は短く言う。





「土下座がまだよ」






　あとがき




　お久しぶりです＆はじめまして！　水みな瀬せ葉は月づきです。


　新シリーズ『藍あい坂さか素す敵てきな症候群』をお届けしますー！　あとがきから読む人のために言いますと、白衣の女の子やら医術部やら症候群やらといった言葉がキーワードなコメディ＋シリアス学園ものです。あ、症候群とか医術とか言ってますが、医い療りようモノではないですし難しい専門用語とかも全く出てこないので「なんか難しそう……」と身構える必要はゼロですよー。


　コメディ＋シリアスということで、前から私の本を読んでくださっている読者さん達は「[image: ]と同じじゃねーか」と思われるかもしれませんが、今回は微び妙みようにそのコメシリ（無意味に略してみた）の比率を変えてみた感じだったり。白とか黒とかだけではなく、明るいと思えば明るく、暗いと思えば暗い藍あい色のような──つまり今回は藍水瀬ということですね！　おお、ヒロインの名前とも合ってる！　と今適当に言ってみましたが、ごめんなさい後付けです。あと、とりあえずこのお話を書くにあたっての隠しコンセプトが《スーパー変態大戦》だったというのをここに告白しておきます。明るく楽しい変態がいっぱいだよ！　……陰いん鬱うつで邪じや悪あくな変態も出ないとは言いませんが。


　さて、新シリーズの一発目なのでいつも以上に各方面への感謝を。まずは絵師の東とう条じようさかな様。私の頭の中にあったイメージ通り、いや、イメージしていた以上に素敵な素敵達を描き出していただき、ありがとうございました！　今後ともよろしくお願いします！


　次に担当編集様。今回はお礼を言わねばならないお方が多いです──というのも、この本の作業を進めている途中で、知る人ぞ知るドジっ娘こアキちゃんこと川かわ本もと様が会社内の別の編集部に異動されてしまったのです。この本の実質的な執筆・改かい稿こう時のご指し摘てき、また立ち上げから[image: ]巻までフルにお世話になった[image: ]のことも含め──今まで本当にありがとうございましたっ！　さらにゲラ作業からこの本に関わってくださいました新担当の湯ゆ浅あさ様＆藤ふじ原わら様。ありがとうございました＆これからお世話になります！


　他にもデザイナーさんや校こう閲えつさん、この本の出版に関わってくださいました全ての方々。そして勿もち論ろん、今この文章を読んでくれているあなたに大感謝！　立ち読みじゃなくてゆっくり家や学校や電車やトイレでこれを読んでくれているのなら、その感謝度にさらにギガウィングのような得点倍率がかかりますよ……？


　ともあれこんな感じで始まりました『藍坂素敵な症候群』、可能なら是非続刊を出していきたいと思っていますので、今後とも末長く医術部の面々とお付き合いいただければ幸いです。


　と言った直後にアレですが、次に出る本は『[image: ]‐シーキューブ‐』[image: ]巻の予定。こちらも全力で頑がん張ばりますのでよろしくお願いします！




水瀬葉月





[image: ]


水みな瀬せ葉は月づき


節子！　それタッチペンやない、体温計やないか！　というわけで写真は息抜き中の作者。新シリーズだし、著者近影は医術部らしく医療アイテムで攻めてみようと思った結果何故かこんな写真に。おお、でも普通に使えるよ！　なんでタッチペンすぐなくなってしまうん？　という方には朗報だ！（……そうか？）


[image: ]





東とう条じようさかな


初めまして。フィギュアを買うと、その空き箱も壁に飾ってしまいます。ホコリかぶります。ぶつかります。邪魔です。でもやめられません…。




電撃文庫


藍あい坂さか素す敵てきな症しよう候こう群ぐん





水みな瀬せ葉は月づき
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